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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ

おおかみさん、亮士くんと出会って初めての新年を迎えることになる

おおかみさんと三学期が始まったあとの話

おつうさんと魔女さんのハッピーエンドのあとの話

浦島さんと乙姫さんのハッピーエンドのあとの話

おおかみさんおっきくなって大あわてすることになる

宇佐見さんと田貫さんのハッピーエンドのあとの話

地蔵さんと花咲さんのハッピーエンドのあとの話

頭取さんとアリスさんのハッピーエンドのあとの話

りんごさん寂しさの余りグレて親指姫みたいに男を渡り歩くことになる

おおかみさん、バレンタインで亮士くんにチョコレートをあげようとして四苦八苦する

エピローグ

最後のおまけ

あとがき







[image: オオカミさんとハッピーエンドのあとのおはなし]







　　　プロローグ







　こうして、毛皮を脱いで素直で可愛かわいい女の子になったおおかみさんと、

　一皮むけて、男らしく、そしてかっこ良くなった亮りよう士しくんは、

　愉快で素敵すてきな仲間たちに囲まれながら、

　いつまでも、いつまでも、いつまでも、幸せに暮らしましたとさ。


おしまい









　…………と、ハッピーエンドを迎えたおおかみさんたちですが、ハッピーエンドのあとも普通におおかみさんたちの物語は続いているわけで……

　気になりますか？

　気になりますよね？

　気にならないわけないですよね？

　まあ、気にならないなら、それはそれで良いです。

　ハッピーエンドを迎えちゃってますしね。

　でも、それでも、気になるという方だけ、この先に進んでください。




　ではでは、ヤマもオチもない、ハッピーエンドのあとのお話のはじまりはじまり。







　　　おおかみさん、亮士くんと出会って初めての新年を迎えることになる







「あけましておめでとうございます」

「あけましておめでとうございますの」

　激げき動どうと言っても良いであろう一年が、去年と呼ばれるようになった今日きようの日付は、一月四日。

　おおかみさんとりんごさんは、連れだって雪ゆき女めさん家ちにやって来ていました。

「おう、おめでとさん」

「おめでとう、今年ことしもよろしくね」

　雪女さんと若人わかとさんの夫婦はニコニコしながら、訪れたおおかみさんとりんごさんになにかを手渡しました。

「ほいこれお年玉」

「少ないけどね」

「えっ!?」

「いやそんな……」

　そう、渡されたのはお年玉。

　いきなり、渡されたお年玉にびっくりし、返そうとする二人ふたりですが、

「いいから貰もらっとけ、ウチのガキ共にもやってるしな」

　ちなみに雪女さんの言うウチのガキ共というのは、雪女さんの営む下宿、おかし荘そうの住人たちのことでしょう。

「それでも返したいなら、ガキが生まれたあとガキに返してくれ」

　雪女さんがこうなったら返すことはできないなと、ありがたく戴いただくおおかみさんとりんごさん。

「……ありがとうございます」

「ありがとうございますの」

「まあ、涼りよう子こが亮りよう士しのガキ産んだら、また返すことになるんだけどな！」

「ゆっ雪女さん!!」

　真まっ赤かになるおおかみさん。

　そして否定はしません。デレてますから。

「はっはっはっ」

　ですがまあ、お年玉というのはそうやって巡っていくものでしょう。

　…………巡らないこともあるんですけどね!!

「で、正月はどうだった？」

「いつもどおりでした。実家に帰って、田舎いなかに行って、爺じいちゃん婆ばあちゃんに会って」

「私もそんな感じですの」

「でもって喰くっちゃ寝して、太ったわけか」

「オレは、身体からだがなまらないように、ちょっと走ってたりしたんで、別に……」

　おおかみさんは、デレても心に染みついた、体育会系の心は変わらなかったようです。

「りんごは……」

　そこで雪ゆき女めさんの視し線せんを受けて、ビクッとなるりんごさん。

「……太ったわけか」

「だってだって……お雑ぞう煮に美味おいしかったんですもの!!　他ほかにもいろいろ美味しかったんですもの!!　うわぁあぁあぁあぁあぁん」

　机に突っ伏し泣き出すりんごさん。

　どうやらこちらは、正月の魔ま力りよくに屈してしまったようです。

「あーまあ、別に少々太っても大丈夫だろ。丸いほうがりんごっぽいし」

　名は体を表す感じになりますしね。

「大丈夫じゃないですの!!」

　それにしても、太るという言葉が縁えん遠どおいおおかみさんなので、発言が実に他人ひと事ごとです。

　まあ、そんな感じで、世間話をする皆さん……ですが、おおかみさんの様よう子すが少しだけおかしかった。

「…………」

　普通に会話をしつつも、どことなく上うわの空そらで、なにやらそわそわしてるおおかみさん。

　それを見た雪女さんは、にやっと笑って言った。

「……亮りよう士しか？」

　ぴくっ

　雪女さんの言葉にぴくっとしたことからして、どうやら図ず星ぼしだったようです。

　なるほど、おおかみさんがそわそわしてるのは、亮士くんのことが気になったわけですね。

　そんな様子に表情をゆるめつつ応こたえる雪女さん。

「まだ寝てるんじゃねーか？」

「ずいぶんねぼすけさんですのねー、今日きよう私たちが来るって連絡してたんですのに……涼りよう子こちゃんが」

　このりんごさんの台詞せりふのポイントは、涼子ちゃんがです。

　時計とけいの針はもう十一時をとっくに過ぎ、もう少しで十二時といったところです。

「あいつが帰って来たの、昨日きのうの深夜近くだったからな。一応朝起きて犬の散歩に行って朝飯喰ってたが、眠いんで二度寝するって言ってた」

「あれ、一いつ緒しよに帰ったんじゃないんですか？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をして、質問するおおかみさん。

　雪ゆき女めさんの両親は、亮りよう士しくんのおじいさんとおばあさんですからね。

「行きはアタシらと一緒に行ったんだが、こっちに戻ってくるのは、別だったんだよ。ほら、アタシと若人わかとは、若人の実家にも顔を出したから」

「あーなるほど」

　親しん戚せき付き合いって大切ですよね。

「まあ、涼りよう子こもいずれするようになる。……涼子の写真を見て、良くやったと亮士が褒ほめられまくるくらいだから、親戚付き合いで困ることはそうないだろうよ」

「それは良かった……」

　そこまで言ったところで、内容の重大さに気がつくおおかみさん。

「って、ええええっ!?　いっいったいどの写真を……って違った!!」

「安心しろ、良い感じの写真を選んでおいてやったから」

「良かった……って、やっぱり良くない!!」

　写真写りは気になりますが、今の争点はそこじゃないですからね。

「あーもー、雪女さん、なにしてるんですか!!」

　おおかみさんがうろたえております。

「嫁紹介」

「というか、なんでオレの写真なんか持ってるんですか!!」

「りんごの提供だ」

「お前なにしてんだよっ!!」

　びしっとつっこむ、おおかみさん。

　おおかみさんのつっこみは、今日きようもキレキレです。

「大丈夫ですの。厳げん選せんした可愛かわいい写真ばかりなので」

「大丈夫じゃねーよ!!　写りが良すぎてもそれはそれで困る!!　って違う!!」

　実物見てがっかりとかされたら、嫌いやですからね。

　……て、あれ？　この流れついさっき見たような……

　ああ、あれですね。りんごさんが、いじられた仕返しをしてるんですね。やられたらやり返す、さすがりんごさんです。

　そして話をそらすというか、無む理り矢や理り話を進行させるりんごさん。ご苦労様です。

「それはそうと、雪女さんたちは、いつこっちに戻って来たんですの？」

「一日ついたちに帰って、三日の昼ぐらいに戻って来てたな」

「元がん旦たんに帰ったんですの？　しかも帰って来たのが昨日のお昼とか、ずいぶん慌ただしいですのね」

「ウチのガキ共で、実家に帰らないヤツらがいるからな。毎年ここで年を越すようにしてるんだよ」

　雪ゆき女めさん夫婦は、相変わらず素敵すてきな大人おとなですね。おおかみさんシリーズの良心ですよ。

「で、戻ってくるのが早いのは、まあ、冷蔵庫にいろいろ食材詰めて好きに喰くえと言ってたから、飢うえんとは思うが、一応な」

　ヘンゼルとグレーテル兄妹きようだいやら、マチ子こさんやらのことですね。この三人はなかなかヘビーな設定を持っているのです。

「なるほどですの」

「にしても……亮りよう士しに会いたくてそわそわするとか、恋する乙女おとめしてんなー」

　しげしげと、おおかみさんを眺める雪女さん。

「うっ」

　さっきから亮士くんに会いたい気持ちが、溢あふれまくってますもんね。

「それでどうだ？　付き合ってからこんなに会わなかったのは、初めてなんだろ？」

　まあ、たかだか三、四日ってところでしょうが……恋する乙女的体感時間では、倍以上にはなってるでしょうね。

「えっ、その……」

「やっぱり、ドキドキふわふわな感じで、今亮士はなにをやってるんだろう……とか実家に帰ってるときも、考えてたに違いありませんのよ!!」

「いや、やっぱそうだよなぁ……きゅんきゅんくるよなぁ。でも、メールや電話はしてたんだろ？」

　ここに来るときおおかみさんが連絡したとか、りんごさんが言ってましたしね。

「そうですの。今まで携帯メールをあんまり使わなかった涼りよう子こちゃんが、ぎこちない手つきでメールを打つ姿なんか見てたらもう、萌もえ死じにするかと思いましたのよ!!」

「うっうるせーな!!」

　あれです。おおかみさんがメールを打ちなれてない理由は、昔のおおかみさんはりんごさんしか友達いなくて、りんごさんはいつも一いつ緒しよにいるのでメールはあんまり必要なくてと、まあそんな感じです。

　その後、友達ができてもメールというものに苦手意い識しきを抱えたままで、あんまりメールは使わなかったんですが……今は、亮士くんと連絡取るためにがんばってるというか、嬉き々きとしてつたない手つきでメールを打ってるわけですよ。

　恋は女を変えるんですよ。誰だれとは言いませんがもげればいいのに。

「でも最近はもうメールを打ちまくりなので、このままだとメールに慣なれた涼子ちゃんが顔文字どころか、ギャル語を使うようになるのも、時間の問題ですのよ。なんて恐ろしい……涼子ちゃん！　私は涼子ちゃんをそんな子に育てた覚えはありませんのっ!!」

「使わねーよ！　あと、育てられてもねーよ!!」

　いや、顔文字はともかく、ギャル語を使うおおかみさんは、さすがに、なんというか……その……キャラ崩ほう壊かいしすぎですよね。

「だから使わねーよ!!」

　いくら恋する乙女おとめだとしても、越えてはいけない一いつ線せんがありますよね。

「はっはっはっ、まあ亮りよう士しにめろめろ首ったけだというのはよーくわかった。そのまま結婚まで突っ走ってくれ」

「雪ゆき女めさんっ!!」

「私の目の黒いうちは、うちの娘はやりませんの!!」

「だから、いつオレがりんごの娘になったんだよっ!!」

　と、いつものお約束が終わったところで、雪女さんは若人わかとさんに言いました。

「まあ、それはともかくだ……若人」

「了解」

　そう言うなり若人さんは立ち上がり、どこかに消えた。

　これだけで意思の疎通ができるとか、ツーカーですね。

　あと、雪女さんの名誉のために言っておきますが、これは雪女さんが鬼嫁だったり若人さんを尻しりに敷しいてるわけじゃなく、雪女さんが妊婦だからです。

　でもって若人さんは戻ってくるなり、

「はい涼りよう子こちゃん」

　なにかをおおかみさんに渡した。

「……鍵かぎ？」

　そう、おおかみさんが渡されたのは、鍵でした。

「マスターキーだ。これで部へ屋やに乗り込んで、亮士を叩たたき起こしてきてくれ」

「えっ!?　いいんですか？」

「ああ、もうすぐ昼飯だしな」

「はい!!」

　ババッと立ち上がると、ぱたぱた走っていくおおかみさん。

　はしたないですが、恋する乙女補正が入れば、可愛かわいくも見えてきますよね。

　そんなおおかみさんを見て雪女さんは、おもしろ半分関心半分で言いました。

「おーおー、可愛くなっちゃって」

「まったくですの」







　マスターキーを受け取ったおおかみさんは、恋する乙女丸出しで、おかし荘そうの亮士くんの部へ屋やの前に立ってました。

　うれしそうな笑顔えがお、ほんのりと色づいた頰ほお、きらきらと輝かがやく瞳ひとみ、なんかもう喜びに溢あふれてます。例えるなら、散歩に行く直前の犬レベルの喜びっぷりですよ、テンション上がりすぎて、わけがわからなくなってる感じの。

　おおかみさんに尻尾しつぽがついてたら、もう振りすぎてすごいことになっていたでしょう。

　そんなうれしそうなおおかみさんでしたが、チャイムを鳴らす……直前でなにやら思いついたようで指が止まりました。

「ふふっ♪」

　悪戯いたずら心ごころを出し、ノックをせずにそろそろと音を立てずに鍵かぎを開けると、ゆっくり扉を開き中に入っていくおおかみさん。

　なるほど、急に顔を見せて驚おどろかそうというんですね。

　ついでに寝顔なんかも眺めちゃおう、ということですね。

　発想がもうすでに、恋する乙女おとめでしかありませんね。

　でも、今回は良いですが、あんまりしないであげてくださいね？　男にはまあ、いろいろありまして……なんかものすごい光景に遭遇してしまうかもしれないですよ？　いや亮りよう士しさんなら大丈夫ですかね？　ですが、亮士さんだって思春期ですし……朝はその元気になってたりすることもあるでしょうし……とまあ、そんなどうでも良すぎる心配ごとは置いておいて、おおかみさんです。

　抜き足差し足忍び足と、亮士くんの部屋に侵入するおおかみさん。

　そこには寝ている亮士くん──いや一人ひとりで寝てるんで亮士さんですかね──の姿が。まあ、当たり前ですが。

　ただ、おおかみさんの反応は、なんかもうすごいことに。

　その姿を見たおおかみさんの顔に、ぱあぁと笑顔が浮かび、おおかみさんは亮士くんの寝ているベッドの横に座ると、ベッドの上に頰ほお杖づえをついて亮士さんの寝顔を眺める。

　起こすという使命も忘れ、亮士さんの寝顔を眺め続けるおおかみさん。

「……ふふ」

　その表情は、まさしく愛いとおしいものを見る表情で……おおかみさんにとっては、不細工というわけではないが、さりとてすごい美形というわけでもない亮士くんのお顔が、どれだけ見ても飽きないほどに、かっこ良く見えているのでしょう。

　まさしく恋は盲目。

　亮士くんは亮士くんで、他人の気配けはいに敏感なくせに起きないし……どれだけ心を許してるんですか。

　そしてどれだけというか何分そうやっていたか、おおかみさんは使命を思い出したのか、亮士くんのほっぺたをつつきました。

「……つんつん」

　…………誰だれなんですかこの人!!

　ツンツンとか言いながら、人差し指で亮りよう士しくんのほっぺたつついているこの人は、いったい誰なんですか!!

　完全無欠の正当派ヒロインとしか思えない、すごく素敵すてきな笑顔えがおを浮かべたこの人は、いったい誰なんですかっ!!

　いやおおかみさんでしかありえないことは、わかってるんですけど!!　でもっ!!　でもっ!!

「……ん」

　つつかれて、むにゃむにゃする亮士さんと、

「ふふ」

　そんな亮士くんの反応に微笑ほほえむおおかみさん。

　何度も言いますが、亮士くんは他人の気配けはいに敏感です。

　そんな気配に敏感な亮士くんが起きないのは疲れているからか、はたまたおおかみさんに気を許し切っているからか。

「……つん」

　亮士くん、おおかみさんの指に秘ひ孔こうとか突かれて、爆ばく発はつしませんかね、マジで。

　それはともかく、

「ん……あ？」

　それを何度か繰くり返していると、ねぼすけ亮士くんが目覚めました。

「おはよ」

　亮士くんに最高の笑顔で挨あい拶さつをするおおかみさん。

　……こんな笑顔で起こされたら、一日幸せでしょうねえ、ええ、ちくしょう。

「ああ……おはよう」

　そんなおおかみさんに、寝ねぼけ眼まなこで、挨拶する亮士くん。いや亮士さん。

　さすがです、こんな素敵なおおかみさんに、まったく動じていません。

　ていうか、寝ぼけている状態でも、おおかみさんのことはちゃんと認にん識しきできるんですね。

「で、いつからいたんだ？」

「ついさっき。雪ゆき女めさんに起こして来いって言われたんだけど、すっごく気持ち良さそうに寝てたから、起こすのがかわいそうで……」

「ああ、昨日きのう寝たのが遅かったからな……それに二度寝は気持ちいい」

　ですよね。あの二度目の気持ち良さはいったいなんなんでしょうね。

「ふふ、でも起きないとダメだよ。もうすぐ、お昼ご飯だから」

　そしてこれはおおかみさんです。狼おおかみの毛皮を脱いだおおかみさんです。マジです。

「そうか……涼りよう子こがおはようのキスでもしてくれたら、今すぐ目が覚めるけどな」

　これは、亮りよう士しさん流のジョークでしょう。……ジョークであってほしい、いくら亮士さんとはいえ、こんなことを言うなんて、許せない!!　嫉しつ妬と的てきな意味で!!

「えっ!?」

　でもって頰ほおを赤く染めつつ驚おどろく、おおかみさん。

　そんなおおかみさんの反応を見たあと、亮士さんは笑えみを浮かべる。

「ふっ冗じよう談だん……」

　あ、良かった、やっぱり冗談でした。

　…………が、

「もう、仕方ないな……」

　おおかみさんが頰を染めつつ、そんなことを言い出しました。

　だから、誰なんですかこの人ぉおぉおぉおぉ!!

　ていうか、なに真に受けてるんですかおおかみさん!!　いえジョークだとわかってるけども、わざと乗っかったのか!?　ありえん!!　ありえん!!　ちくしょう!!

「ん～♪」

　頰を染めつつ、亮士さんに顔を近づけていくおおかみさん。

　もおぉおぉ、朝っぱらからなにしてるんですか!!　このバカップル共が!!

　寝起きは口の中に、たくさんの菌がいるんだぞ!!

　具体的に言うなら、う○こ10グラムだか15グラムだかと同じくらいの菌がいるんだぞ!!

　だから、寝起きは口が臭くさいし、起きてすぐに歯磨きかうがいしたほうがいいんだぞ!!

　なのに、いきなりちゅーするとか、えんがちょ、えん……が……ちょ……うう。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　……が!!　ですが!!　そう簡かん単たんにいちゃつけると思ったら、大間違いです。いちゃつかせてたまるか!!

「涼りよう子こちゃん、なにしてるんですのー？」

　そう、いつまで経たっても戻って来ないおおかみさんに、りんごさんが様よう子すを見にやってきたのです。

　なんという救世主……おかげで、どれだけのもてない人たちの心が救われたことか。なんだか、りんごさんに後光が差して見えますよ。……まあ、単なる太陽の光なんですが。

「もう、お昼ご飯ができて……」

　ノックもせずにがちゃっとドアを開けたりんごさんが、そこで見たのは……今にもおはようのキスなんかかまそうとしていた、おおかみさんの姿。

「なっ!!」

　その姿にりんごさんは、衝しよう撃げきで固まったあと……叫びながら走り去る。

「りょっりょうこちゃんの破は廉れん恥ち娘ー!!　雪ゆき女めさんに言いつけてやりますのー!!」

「ちょっ!?　りんごまちやがれ!!」

「涼りよう子こちゃんがー!!　涼子ちゃんが、淫いん乱らん女おんなになっちゃいましたのー!!」

「だから待ちやがれ!!　ていうか黙だまれ!!」

「おはようのちゅーとか!!　おはようのちゅーとか!!　このままだと涼子ちゃんは、全裸で香水だけつけて寝るような、フェロモン女になっちゃうに違いありませんの[image: ～][image: ～]っ!!」

「もう、お願ねがいだから黙ってくれ!!　いや、黙ってください、お願いしますりんごさんっ!!」

　敬語を使ってまで懇こん願がんするおおかみさん。……ただ、もう遅いと思いますけどね。りんごさんの声は、周囲に響ひびき渡ってますし。

　いや、りんごさんの声は高くて可愛かわいらしいので、よく響くんですよ。







「ごちそうさまでした」

　若人わかとさん特製の野菜たっぷりラーメンを食したあと、手を合わせるおおかみさん。

　頰ほおが赤いのは、温かいラーメンを食べたからではなく、おはようのキス未遂事件をひたすら弄いじられ続けたからです。

　今雪ゆき女めさん家ちのダイニングルームにいるのは、おおかみさん亮りよう士しさんりんごさんに、雪女さんと若人さん。あとヘンゼルさんとグレーテルさん。マチ子こさんはいませんが、バイトにでも行っているのでしょう。お正月だと人手不足で引っ張りだこでしょうし、時給アップとかありそうですしね。

「そういえばお前ら初はつ詣もうでは行ったのか？」

　まあそれはともかく、食後のトークで雪女さんが、おおかみさんとりんごさんに聞いた。

「私はパパとママと行きましたの」

「涼子は？」

「行ってないです」

　おおかみさんがそう答えた瞬しゆん間かん、雪女さんの瞳ひとみが輝かがやきました。

「じゃあ、行ってこい。振ふり袖そでもあるし、着付けもしてやるから」

「えっ!?」

　いきなりの提案に驚おどろくおおかみさん。

「いや、いきなりそう言われても……」

「若さってのは有限だからな、着れるうちに着といたほうがいいぞ」

　……雪女さんが言うと説得力ありますよね。

「あん？」

　いえ、雪女さんはまだまだ若いですが。

「それに、亮士は怪け我がが……」

　そうなんです。亮りよう士しくんは十日ぐらい前に、足とかナイフでサクッと刺されたのです。

　なので、たしかにおおかみさんの言うことにも一理あるんですが……

「激はげしい運動をしなければ大丈夫だ!!　神社はここから近いし、松まつ葉ば杖づえもあるしな!!」

　亮士さん、食い気味にそう言いました。

　行く気満々です。男です。

　まあ、おおかみさんの晴れ着姿が見られるとなれば、ここで拒否するという選択肢はありませんよね。男として……いえ漢おとことして。

「りんごはどうする？」

「ん～、馬に蹴けられるのもなんなんで、今日きようのところは引き下がっておきますのよ」

　雪ゆき女めさんにそう振られ、頰ほおに人差し指を当てつつ、そう言うリンゴさん。

「初はつ詣もうでイベントを邪じや魔まするのは、さすがに良心が痛みますし」

　お約束イベントですからね。

「まあ、そりゃそうか」

「いったいなにをお願ねがいしたの？　えっ私？　私はね…………ないしょ！　みたいなストロベリートークを聞けないのは、残念を通り越して無念なんですけど……」

「そそそそそんな恥ずかしいこと言うかっ！」

　いや、昔のおおかみさんならいざ知らず、今のおおかみさんなら言いそうです。

「まあいい、涼りよう子こついてこい」

「えっちょっ」

　でもって、雪女さん家ちの二階に案内される。おおかみさんとりんごさん。

　……おおかみさんは、案内されたというよりは無む理り矢や理り連行されてるって感じですけども。

　階段を上りながらおおかみさんは、雪女さんに聞いた。

「えっとホントに？」

「ホントだ」

「でもオレ、振ふり袖そでなんて着たことないし……」

「安心しろ、着付けはアタシがしてやるし、他ほかのこともいろいろ教えてやる」

「雪女さん着付けできるんですのね」

「まあな」

「振り袖はレンタルですの？」

「んにゃ、自前だ。振り袖はお正月イベントには欠かせないからな、サイズが違うのを何枚か持ってる」

　お正月イベントという言葉がナチュラルに出てくる雪女さんは、今をときめく少女小説家です。あ、少女小説を書く小説家であって、少女の小説家じゃありませんよ？　当たり前ですが。少女なんてもう、何年も前に卒業……

「[image: あ]ん？」

　……失礼、失言でした。だから、もうすぐお母かあさんになろうという人が、そんな怖い顔で虚こ空くうを見ないでください、胎たい教きように良くないですよ？

「あのくそ爺じじいに写真を送るという条件で、かなり安くせしめたんだよ。必要な小物とかもあわせてな」

　ここで言うあのくそ爺とは、御お伽とぎ学がく園えん学がく園えん長ちようの荒アラ神ガミ洋燈ランプのことです。雪ゆき女めさんは御お伽とぎ銀ぎん行こうのＯＧですし、家庭環かん境きように問題がある生徒とかを家に受け入れているので、学園長とも面めん識しきがあるのです。

「でもってそれを、ウチのガキ共には毎年着せてるから、今年ことしもマチ子ことグレーテルに着せたぞ。グレーテルのほうは、着て写真撮とっただけだが、マチ子のほうは元がん旦たんのバイトから戻ってすぐ振ふり袖そで着て初はつ詣もうでに行ったな」

　着せた……とか言ってますが、これは二人ふたりのことを思ってのことなんでしょうね、思い出作りとかそんな感じで。

　先ほども書きましたが、雪女さんと若人わかとさんは、ろくな大人おとなの出て来ないおおかみさんシリーズとしては珍しく、まともでとても良い大人なんですよ。

「……ここだ」

　おおかみさんが連行された和室には、一枚の振り袖がありました。

「わぁ」

　白とピンク色の生き地じに花を散らしたその着物に、思わず声を上げるオオカミさん。乙女おとめです。

「昔の住人に背の高いのがいたんだ。涼りよう子こよりは背が低かったけどな。ただまあ、これなら涼子でも着れるはずだ。ちなみに着るとこんな感じになる」

　雪女さんがアルバムを渡してくる。

　開くとそこには、振り袖を着た少女の姿が。

「うわぁー」

　おおかみさんの目がさらに輝かがやいてます。

　写真を見て振り袖を着た自分を、より具体的に想像したのでしょう。

　おおかみさん、超乙女です。

「へー、振り袖姿の女の子の写真がたくさんありますのね」

　ページをめくったりんごさんが興きよう味み津しん々しんな様子で言った。

「ここの歴代の住人だな。さっきも言ったが、ここに住んだヤツには、基本着せることにしてるからな。でもって写真を撮って爺に送るついでに、アタシもそれをコレクションしてるわけだ」

「なるほどですの。それはそうと、グレーテルさんの写真はありますけど、マチ子さんのはないですのね」

「グレーテルのは去年ので、マチ子このは印刷待ちだな、データならあるぞ、ちょっと待ってろ」

　と言って、タブレットを持ってきて画面を見せる雪ゆき女めさん。

「へぇ……なかなか似合ってるじゃねえか」

　振ふり袖そで姿のマチ子さんやグレーテルさんを見て、そう声を漏らすおおかみさん。

　その表情には、微妙な羨せん望ぼうが見て取れました、あと、期待も。

「うふふ、涼りよう子こちゃんがどんどん乗り気になってますの」

「うっうるせーな!!」

　まあ、綺き麗れいになるのが嫌いな女の子は、そうはいないですよね。

「わかってますの、わかってますの。好きな人に綺麗な姿を見てもらいたいというのは、女の子として仕方ないことですの」

　りんごさん、言ってることは微妙にまともっぽいですが、にやにや笑ってるので台無しです。

　ですがまあ、仕方ないですよね。おおかみさんを弄いじるのは、りんごさんにとってのライフワークですし。

「にやにやすんな!!」

　と言うわけで始まりました着物の着付け。

　雪女さんは着付けの仕方を丁てい寧ねいに説明しながら、おおかみさんに着物を着せていく。

「着付けは憶おぼえておいて損はないからな」

「……ややこしすぎてなにがなんだか」

　ですがおおかみさんの目は混乱でぐるぐるしてます。

「まあ、今回はトイレの行き方やら、着崩れの直し方やらを覚えておけばいい」

「はい」

「慣なれないと窮きゆう屈くつかもしれんが、亮士が見ほれる姿を見れば、そんなの吹っ飛ぶだろう」

「…………はい」

　おお、おおかみさんが素直です。

「あ、そうそう、姫はじめをすることになったときは、全部終わったあと、アタシを呼べ。超特急で迎えに行ってやる。着付けサービスやってるラブホもあるらしいが……」

「する予定はないですっ!!」

　それは良かった。いえ、最近のおおかみさんを見てたら、不安になるというか……おはようのちゅうとかしようとしてましたし。

　ねえ、おおかみさん、オオカミさんシリーズは青少年向けですよ？

「だからしねーっつってんだろうがっ!!」

　まあ、それはともかく、ゆっくりと時間をかけて、着付け完了。

「よし、できたぞ」

　髪も結い上げ、うっすら化粧もして、振ふり袖そでを着たおおかみさんは、いったいどこのお嬢じよう様さまといった感じです。

　まさに正統派ヒロイン。

「ほほう……これはなかなか」

「涼りよう子こちゃん可愛かわいいですのよ～」

「そそそそうか？」

「そうですの。お父とうさんが見たら、感動でむせび泣くレベルですの」

　娘の晴れ着姿を見て、ぱぱとけっこんしゆーとか言ってた頃ころを思い出すわけですね。……切ないですね。

「なんだよそれ……」

　と、言いつつ、まんざらでもなさそうなおおかみさん。

　やはり、胸がないから着物が似合う……

「だから、さっきからうるせーんだよっ!!」

　あ、せっかくの正統派ヒロインが、ヤンキー系ツンデレになりました。まあ……それはそれで!!

「よっしゃ、まずは写真だな。若人わかとー、準備できたぞ。あと亮りよう士しも入っていいぞー」

「了解」

　そう言うなり、コンパクトカメラではなく、本格的なデジタル一眼レフカメラを持って部へ屋やに入ってくる若人さん。

「えっいいですよ、そんな……」

　その本格さに、照れるおおかみさん。

　まあ、ごついカメラで狙ねらわれると照れますよね。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]」

　居い心地ごこち悪そうに、もじもじするおおかみさん。

　が、そんなおおかみさんの乙女おとめ的てき羞しゆう恥ち心しんなんて、この人は気にしません。

「良いも悪いもない、爺じじいに送るとかも関係ない、アタシが撮とりたいんだ!!」

　雪ゆき女めさん、実にわがままです。

「それに……これは涼子の両親にも見せてやるべきだろ」

「ですのよねー」

「えええっ!?　いいですよ、べつに」

　と、遠えん慮りよするおおかみさんですが、いい加減学びましょうよ。雪女さんは、なにを言っても、一度決めたことは変えません。

「はいはい、涼子ちゃん、今重要なのはそんなことじゃないでしょうですの」

　でもって、被写体のおおかみさんはと言うと、りんごさんに強制的に身体からだの向きを変えられる。

　すると……そこには亮りよう士しさんが。

「あっ!?」

　和室の入り口で、呆ほうけたように突っ立ってる亮士さん。

　それを見た瞬しゆん間かん、おおかみさんはビクッとし、亮士さんを見ては視し線せんをそらし、また亮士さんを見ては視線をそらすということを繰くり返す。

「あ……う……」

「………………」

　微動だにせず無言でたたずむ亮士さん。

　その亮士さんの沈ちん黙もくに耐えかねたのか、おおかみさんは期待と不安に揺れながら、おそるおそる聞いた。

「りょっりょうし……その……へん……じゃないか？」

　そんな恋する乙女おとめすぎるおおかみさんにかけた亮士さんの第一声は、こうでした。

「………………きれいだ」

　どれだけの美び辞じ麗れい句くを重ねようとも、今の亮士さんの反応と心のこもりきった言葉には勝てないでしょう。

　亮士さん、完かん璧ぺきです。

「うえぅ」

　おかげでおおかみさんは、変な声を上げるはめになりました。

　見つめ合う二人ふたり。

　ここに、二人だけのラブラブフィールドが展開されました。

　フィールド全開!!　って感じで、これを突破できるのは、空気の読めない人間と……

「熱あついですのー、熱々ですのー、冬なのに!!　冬なのにっ!!」

　りんごさんくらいですよ。

　りんごさん、フィールド突破オツカレサマです。

「うっうるせーぞ、りんご!!」

　ラブラブフィールドを突破されてしまっては、さすがに無視できないので、りんごさんにかまうおおかみさん。

「まあまあ……それじゃあ、若人わかとさん」

「うん、初はつ詣もうでの時間がなくなるから、ぱぱっと写真撮とっちゃおっか」

「そうだな。涼りよう子こ、付き合い始めでいちゃつきたい気持ちもわかるが、いちゃつくのはいつでもできるんだから、いい加減落ち着け」

「雪女さんっ!!」

「……はい、まずは、最初は涼子ちゃん一人ひとりでね」

「はっはい」

　若人わかとさんに促され、一人ひとりカメラの前に立つおおかみさん。

　ですが……カチカチです。

「硬いなぁ……笑って笑って～」

　緊きん張ちようで固まっていたおおかみさんに、若人さんはそう声をかけ、おおかみさんは言われたとおり笑いました。

　…………ニヤッ

　あ、これどこかで見たことあります。

　…………あれだ!!　あれですよ!!　おおかみさんが、バトル前に浮かべる不敵な笑顔えがおです。

「涼りよう子こちゃん……」

　その素敵すてきな笑顔っぷりに、呆あきれるりんごさん。

「うっうるせーな、慣なれてねーんだから仕方ないだろうが!!」

　どう猛な笑えみは、たくさん浮かべてましたが、無む意い識しきに浮かべてしまう可愛かわいい笑顔はレアでしたからね。

　まあ、無意識に浮かべるからこそ、笑顔に心の中がそのまま映されて、価値があるわけですが。

「しゃーないな。おい亮りよう士し、横に並べ」

「了解です」

　おとなしく、おおかみさんの隣となりに並ぶ亮士さん。

「涼子、あんまり緊張するな」

「いや、そう言われてもな……」

「普段ふだんどおりにしてればいいんだ」

「いや、それが難むずかしいんだよ」

　おお、さすが亮士さん、頼りがいがあります。

「んーじゃあそうだな……なにか楽しい思い出でも思い浮かべるのはどうだ？」

「思い出……」

「たとえば…………やっぱりなしで」

　そこでいきなり、前ぜん言げん撤てつ回かいする亮士さん。

「なんで……」

　そんな不ふ審しんな亮士さんに、怪け訝げんな顔をするおおかみさんですが、その原因に気がついたのか、

「……ははぁん。そうだよな。オレの思い出の中の亮士って、ヘタレばっかだもんな」

　なるほど、たしかに亮士さんが亮士さんになってから、十日ぐらいですからね。おおかみさんと出会ってから、ほとんどの時間が……具体的に言えば、単行本10冊以上はヘタレでしたからね。途中で多少はましになったりしましたが、それでもやっぱりヘタレでした。

　おおかみさんの思い出は、だいたいヘタレな亮りよう士しくんで彩られてるのです。まあ時々は、かっこ良かったんで、そういう思い出もありますが……やっぱりそういうのはちょっとなんですよね。

「…………」

　ヘタレすぎる昔の自分を思い出し、むぐぐぐって感じになった亮士さん。

　ですが、そんな亮士さんを見て、おおかみさんが笑いながら言う。

「ふっ、気にすることねーのに。今の亮士も昔のヘタレな亮士も、どっちも亮士だろ？　あと、普段ふだんがああだったからこそ、時々見せたかっこ良さが引き立ったんだよ。ヘタレなのに、いざというときは勇気を振り絞ってーってのは、クるもんがあったしな。それに……今はもう前とは違うんだろ？」

「…………そうだな」

　亮士さんになりましたからね…………おおかみさんの前限定で。

「頼りにしてるんだからな」

「ああ」

「…………」

「…………」

　見つめ合う二人ふたり。

　……良い雰囲気ですね。

　そして、二人が話をしてる間に、おおかみさんの緊きん張ちようは解きほぐされ、その隙すきに若人わかとさんはシャッターを押しまくってます。

　それにしても……この二人、バカップルにも程がありますね。この部へ屋やに何人いると思ってるんですか。

「とっ突破できない、なんてフィールドの強度なんですの？　まさに結界……」

　あと、今度のラブラブフィールドは、りんごさんを以もつてしても、突破できなかったみたいです。







「それじゃあ、行ってらっしゃいですの～」

　と、りんごさんその他ほかに見送られ、御お伽とぎ花ばな市しで一番大きな神社にやってきた、おおかみさんと亮士さん。

　亮士さんが松まつ葉ば杖づえなので、歩くスピードはゆっくりです。

　鳥居の前で、おおかみさんが言いました。

「結構人がいるなー」

　目の前の大きな石の鳥居の向こうには、短い階段があり、そこを初はつ詣もうでに来た人たちが行き交っています。

　一月四日ともなると、さすがに人は減っていますが、それでもそれなりにいるので、おかげでおおかみさんが、いつものおおかみさんでした。

　よかった、いくらデートだからと言って、常にあの女の子全開なおおかみさんだったら、こっちの身が保もちませんよね。

「まあ、三が日は人が多いから、そこを外す人も多いだろう」

「そりゃそうだ。ニュースとかで、すごいことになってるもんな」

「さすがにあれは……な」

　イヤそうな顔をする亮りよう士しさん。

　亮士くんは、知らない人が苦手ですからね。

　亮士さん状態でも、たくさんの知らない人に密着されたりしたら、亮士くん状態になっちゃうんじゃないでしょうかね。いや、おおかみさんが隣となりにいるなら耐え切るか？

　……耐え切りそうですね。亮士さんですし。

「大おお晦日みそかは、家でおとなしく年越しそばを食べて、三が日はできる限りゆっくりするべきだ」

　この亮士さんの言葉は、言い訳でも負け惜しみでもありません。……ほんとですよ？

「だなー。オレも田舎いなかにゃ帰ったけど、基本は実家でそうしてた。……そういや、亮士は大晦日はまだこっちにいたんだっけか？」

「ああ、みんなで年越しそばを食べて、挨あい拶さつをして、そのあとは自由って感じだった。俺おれと若人わかとさんと雪ゆき女めさんは次の日実家に帰るから寝て、ヘンゼル先せん輩ぱいとグレーテル先輩は部へ屋やに戻ってゆっくりしてたんじゃないか？　マチ子こは元がん旦たんのバイトから朝に帰ってきて、すぐに雪女さんに振ふり袖そで着せてもらって、初はつ詣もうでに行った」

　残りの住人、魔ま女じよさんや白しら鳥とりさんは実家に帰ったのでいないのです。

「それでそのあと、俺と雪女さんと若人さんは田舎に帰った」

「なるほど。そういや、写真で見たが、マチ子の着物姿もきれいだったな」

「ああ、きれいだったな……」

　亮士さん、女の前で他ほかの女を褒ほめるなんて……

「まあ、俺が今まで見てきた着物を着た女性の中で、一番きれいだと思うのは、今の涼りよう子こだがな」

　……と思ったら続きがありました。話のダシにされたマチ子さんご愁しゆう傷しよう様さまです。

　亮士さんに褒められて、

「……ふん」

　とか言いつつ、真まっ赤かになるおおかみさん。どことなく満足げです。

　いや、もしかして、おおかみさんは亮士さんにこう言わせるために、この話題を出したんですかね？　恋は女を変えますね。おそろしいですね。

　しかもおおかみさん、そっぽ向きつつも、亮りよう士しさんとの距きよ離りを詰めてます。

　人目があるから、この程度ですが、もしも二人ふたりきりだったらもう、すごいことになってたでしょうね。

「じゃあ行くか」

「ああ」

　というわけで、ようやく鳥居をくぐり階段を上る。

　段数は短いですが、松まつ葉ば杖づえの亮士くんには一苦労。

「大丈夫か？」

「ゆっくり上れば大丈夫だ」

「……手を貸すか？」

「いや…………そうだな、頼む」

「ああ!!」

　うれしそうなおおかみさん。

　亮士さんを支えられるということが、うれしくて仕方ないんでしょうね。

　そして亮士さんは、おおかみさんの罪悪感を軽減させるために、こうしたんでしょうね。怪け我がの原因ですし。

「よし、ゆっくり行くぞ!!」

「ああ」

　支え合って、階段を上る二人。

　…………これはこれで、良い雰囲気ですね。







　その後いちゃいちゃしつつ階段を上り、ようやくやってきました神社の拝殿。

　賽さい銭せん箱ばこと鈴の前で、おおかみさんは迷ってました。

「えーと、どうやるんだっけ？」

　いやその気持ちわかりますよ。行ってみると、どうだったっけってなるんですよね。

「神社は、軽く会釈して鈴を鳴らして賽銭を入れて、二礼二拍手一礼だな」

「へー」

　頼りがいのある亮士さんに、おおかみさんの目がきらきらしてます。

「…………」

　亮士さんは、もちろん出かける前に調しらべてきました。抜かりはありません。

　会釈し鈴をカランカランと鳴らしたあと、賽銭を投げ込み、二礼二拍手一礼する二人。

　少しだけ長めに願ねがい事ごとをしたあと、おおかみさんは亮士さんに聞いた。

「亮士は、なにをお願いしたんだ？」

　…………おおかみさん、あなたりんごさんにからかわれたとき、そういうことは言わないとか言ってませんでしたか？

　ちょっと巻き戻して見てみましょう。




「ん～、馬に蹴けられるのもなんなんで、今日きようのところは引き下がっておきますのよ。初はつ詣もうでイベントを邪じや魔まするのは、さすがに良心が痛みますし」

　お約束イベントですからね。

「まあ、そりゃそうか」

「いったいなにをお願ねがいしたの？　えっ私？　私はね…………ないしょ！　みたいなストロベリートークを聞けないのは、残念を通り越して無念なんですけど……」

「そそそそそんな恥ずかしいこと言うかっ！」




　間違いなく言ってますね。

　これだから、恋する乙女おとめは困ります。

　さすがに、ないしょ!!　は言わないでしょうが。

　まあそれはともかく、なんの願い事をしたのと聞かれた亮りよう士しさんです。

「無む病びよう息そく災さいだ。俺おれと涼りよう子こ、そして周りの人間」

「へぇ」

　感心するおおかみさん。ですが、ちょっとだけ物足りなさそうです。

　でも、安心してください。今の亮士さんが、あなたの期待を裏切るわけないじゃないですか。

「あと……ずっと涼子といられますようにだな」

「にゃっ!!」

　その言葉に、真まっ赤かになりつつも、おおかみさんは照れ隠しをするかのように言った。

「……ふん、欲張りだな」

「ああ、俺は欲張りなんだよ。……で、涼子はなにを願ったんだ？」

「この幸せがいつまでも続きますように、亮士の怪け我がが早く良くなりますように、あと……亮士とずっと一いつ緒しよにいられますように」

　そう言って、亮士くんの袖そでを、ちょこっと摑つかむおおかみさん。完全なる二人ふたりの世界を構築しているからか、周りに人がいるにもかかわらず、女の子モードなおおかみさん。

　おおかみさんシリーズは、結界とかそんな感じの不ふ思し議ぎパワーとは無む縁えんの話なんですが……恋する乙女ってすごいですね。

「……涼子も人のことを言えないな」

「恋は女を欲張りにするんだよ……なんてな」

　…………何度も言いましたが……もう一度言わせてください。

　この人たちはっ!!　いったいっ!!　誰だれなんですかっ!!




「あら、帰ってきたのね。あけましておめでとう」

　初はつ詣もうでに行っていた二人ふたりが帰ってくると、ダイニングルームには、雪ゆき女めさんとりんごさんに加え、マチ子こさんがいました。

「マチ子か、あけましておめでとう。今年ことしもよろしくな」

「うん、よろしくねー」

　そんなお正月のお約束をおこなったあと、じろじろおおかみさんを見るマチ子さん。

「……へえ～なかなか振ふり袖そで似合ってるじゃないの。でも……ウチとあんたは女としてのランクが一つ違う!!　なぜならウチは、着物の着付けができるのよ!!」

「へー、すごいな」

　素直に感心するおおかみさん。

「ふっふっふっ、雪女さんに教えてもらったのよね。また一ついい女への階段を上っちゃったわ」

　さすがマチ子さん、玉たまの輿こしに乗るための女磨きに余念がありません。

「それで初詣はどうでしたの……って、見ればわかりますのね」

「なっなんだよ」

　ため息をつくりんごさんに、口ごもるおおかみさん。

　ですがまあ丸わかりですよね。

　顔にやけてますもんね。

「見せつけてくれるわね～。でもね、そんな余裕でいられるのも今のうちよ!!　なぜなら……今度ウチはダーリンとディナーに行くのよ!!　二人で!!　二人きりでっ!!」

「ええっ!?」

　衝しよう撃げきを受けるおおかみさん。

　ずささっとのけぞり、微妙に震ふるえ始めてます。

　まさしく男に裏切られた女の反応ですね。

「ふっふっふっ、思う存分楽しみまくってくるわ!!　いいでしょ～」

　そしておおかみさんは、嫉しつ妬とと悲しみの瞳ひとみで亮りよう士しさんを見ました。

「りょっりょうし……本当か？」

　衝撃で、漢字が使えなくなってるおおかみさん。

「いや、これはだな……」

「というわけで、油断してたら、ウチがダーリン取っちゃうわよ～」

　マチ子さんは、そんなおおかみさんの可愛かわいらしい反応を見て、にやにやします。

　……が、そこで間に雪女さんが入ってきました。

「マチ子こ、あんまり涼りよう子こをいじめんな」

「はーい。でも涼子の反応がおもしろくて」

「それには同意するけどな」

「雪ゆき女めさんっ!!」

「激はげしく同意ですの」

「お前も黙だまれっ!!」

　そして、ここでようやく説明を始める亮りよう士しさん。

「マチ子には帰省してる間の、犬の世話を頼んだんだ。それで、それのお礼にだな……」

「でもなんで食事なんだよ!!」

「いや最初はバイト代をとか思ってたんだが、食事を奢おごってくれればそれで良いというから、ありがたく頼んだわけだ」

　そしたら二人ふたりきりでディナーということになっていたと。

　まあ確たしかに、食事を奢る以外の約束はしてないので、マチ子さんは噓うそは言ってません。そしたら二人きりでディナーとか、余計な部分を付け足しただけです。

「じゃっじゃあ、オレも行くぞ!!」

「え～、涼子も来るの？　せっかくダーリンと二人きりなのに」

「べっべつにいいだろうが!!　あと、ダーリンって言うな!!」

　ガルガルと、威い嚇かくするおおかみさん。いやはや、亮士さんって愛されてますねぇ。

「つーか早く他ほかの男探せよ……まあ、いい男がそんなにいないのはわかるけどよ」

　おおかみさんが、地味に自慢してます。

　これは遠回しに、自分がいい男を捕まえたと言ってるんでしょう。

「ふんっ、抜かりはないわ。この前のクリスマスパーティーで、めぼしい男を何人かみつけてるし」

「へー」

「あとは、重たいウチを支えられるかどうかってところね」

　この重たいは、もちろん体重のことじゃありません。マチ子さんは、結構重たい過去を持っているのです。

「まあ、あそこにいた連中なら、大ハズレはないだろ」

　おお、おおかみさんが、あの紳士たちのことを褒ほめてます。

　まあ、助けられてますからね。

　ただ……

「…………バカだけど」

　やっぱり最後にこうつけました。これはまあ事実ですしね。

「いいのよバカで。利口すぎると、手玉に取れないし」

　と、話が一段落ついたのを見計らって、雪ゆき女めさんは立ち上がった。

「じゃあ、涼りよう子こついてこい、振ふり袖そで脱がしてやる」

「あっはい」

「……おおそうだ。亮りよう士し、見納めだからな、最後にじっくり見とけ」

　部へ屋やから出ようとしたところで、雪女さんが思い出したかのようにそう言いました。

「はい」

　そして素直に、おおかみさんを見まくる亮士くん。

　じー

「ばっ馬ば鹿か野郎、今日きよう散々見ただろうが……」

　じー

「しっしかたねぇな!!」

　とか言いつつ、くるりとまわって亮士さんの方を向くおおかみさん。

「けっバカップルが!!」

「ちっバカップルめ!!」

　妬ねたむりんごさんと、マチ子こさん。

「くっくっくっ、まあそのへんにしとけ、どうせ来年も見られるんだし……ずっと一いつ緒しよにいられますようにとか、願ねがい事ごとしたんだろ？」

「そっそんな、わけは……」

　まあ、皆さんご存じのとおり、おおかみさんは噓うそがつけません。

　反応でバレバレです。

「あ～ら奥さん知ってますの？　あの娘こ、出がけにそんな恥ずかしいこと言うか!!　とか言ったんですのよ？」

「へ～、それにしては……反応が言っちゃいました!!　って感じなんだけど」

　おちょくられるおおかみさん。

「もっもういいな!!」

　そしておおかみさんはそう言うなり、部屋を出ていき……雪女さんがそれに苦笑しながらついて行く。

「まったく涼子ちゃんは……」

「ホント変わったわねぇ、ウチもあんなになっちゃうくらい恋してみたいわ」

　まあ、それはそうと、おおかみさんがいなくなったので、亮士さんが、ヘタレて亮士くんになりました。

　というわけで、りんごさんによるいびりタイムに突入しました。

「おらおら、初はつ詣もうでデートはどうだったんですのよ！　楽しかったんですの!?　楽しかったんですのね!?　ちくしょーですの」

　まさしく小こ姑じゆうとですね。

「まあ、楽しかったッスよ」

「まあ、楽しかっただぁ？」

「いや、すっごく楽しかったッス!!」

「すっごく楽しかったとか、森もり野の君のくせに生意気ですの!!」

「どうすりゃいいんスかっ!!」

　りんごさんが、国民的アニメのガキ大将みたいになってます。

「まあまあ、落ち着きなさいよ。……で、ダーリン、相そう談だんに乗ってほしいのよ」

「なんッスか？」

「あのクリスマスパーティーで何人かの男に目星はつけて、それなりに仲良くなったんだけど、攻める前に、もうちょっと情報が欲しいわけよ。男同士の中ではどんな評価なのかとか」

「なるほど。いい男は、男からの評判もいいですものね」

「どんなことでもいいから教えなさい!!　ウチも涼りよう子こみたいに、いちゃついたり、いちゃつかれたり、想おもったり、想われたりしたいのよっ!!」

　なるほど、マチ子こさんはそういう理由で、いきなりこんなことを言い出したんですね。

「りょっりょうかいっス」

「じゃあまずは──クンの情報から!!」

　こんな　肉食系丸出しのマチ子さんによる尋問は、おおかみさんが戻って来るまで続いたのでした。

　と、いうわけで、ハッピーエンド後のおおかみさんと亮りよう士しくんの話でした。







　　　おおかみさんと三学期が始まったあとの話







　年が明け冬休みが終わり、三学期が始まってみると、おおかみさんと亮りよう士しくんは時の人となっていました。

　おおかみさん救出作戦には、たくさんの人数が参加しましたからね。そりゃ、知れ渡りますよ。

「大おお神かみさん、おっはよー」

「お、おう」

　でもっておおかみさんと亮士くんが一いつ緒しよに登校していると、こんな感じでいろんな人から挨あい拶さつされたりするんですが、こんなおおかみさんのぶっきらぼうな反応でも、誰だれも無愛想だとか、怖いだとか思う人はいません。本性が知れ渡ってしまってますからね。

　亮士さんが、おおかみさんが知り合いの女生徒と話しているのを目を細めて見守っていると、亮士さんも声をかけられた。

「よう、森もり野の」

「ああ」

「……ふーん、怪け我がはもういいみたいだな」

「おかげさまでな」

　亮士くんの足を見て、そういう男子生徒。ちなみに、亮士くんが知ってるクラスメイト以外の男子生徒は、基本的にあの組そ織しきに属している人です。

「かーやっぱりかっこいいなお前……大神の傍そばにいるときは」

　あと、この男子生徒の言ってることからもわかるように、亮士さんの真実も、あっという間に知れ渡りました。

　ずっと一いつ緒しよにいるわけじゃないですからね。体育とか男女別の授業がありますし。

「ん？　どうしたんだ？」

　と、そこで知り合いの女生徒との話が終わったらしいおおかみさんが、近くに寄ってきて聞いた。

「いや、なんでもないよ、なんでもない。じゃあなーお幸せにー」

「なっ!?」

　あわてて誤ご魔ま化かすと、走っていく男子生徒。

　この男子生徒の反応からもわかるように、気がつけば生徒たちの間で、暗あん黙もくの了解ができ上がっていました。

　おおかみさんの前でだけかっこいいとか、亮りよう士しくんはヘタレすぎるが、やるときはやる男なので大目に見て、おおかみさんには内ない緒しよにしておこう。

　ですが、これで亮士さんの真実を知らないのは、おおかみさんだけという、変なことになってたり……まあ、問題はないんですけどね。おおかみさんの前では常に亮士さんですし。

　それに…………ばれてもそれはそれで問題ないでしょう。

「なにがお幸せにだよ、ったく」

　お幸せにと言われて真まっ赤かになりつつも、うれしそうなおおかみさんを見てもわかるように、デレきってますからね。

　恋は盲目って感じで、いいように受け取りそうですし。

　ヘタレなのに私のために強くあろうとしてるんだ……とか、かっこつけられない男なんて男としてダメだよねとか。

「涼りよう子こ行くぞ」

「ああわかった……りんごも行くぞ」

　おおかみさんがそう言うと、おおかみさんの少し後ろから、泣き声が聞こえてきました。

「うう……」

「どうした？」

「私が……この私が空気になってるなんて……ちくしょうですの……」

　ちなみに、全く出て来てませんでしたが、りんごさんも一いつ緒しよにいたんです。

　バカップルと一緒だと、あのりんごさんですら空気になるのです……恐るべしバカップル。







　というわけで始まった三学期ですが、特に変わりばえのしない、日常が戻ってきてました。

　ですが、この普通の日常がどれだけ大切なものかを、この三人ほど嚙かみ締しめている人はいないのかもしれません。

「今日きようは、依頼人来ないですのね～」

「だな～……暇だ」

　だら～っとしているおおかみさんとりんごさん。

「まあ、こういう日もあるだろう」

　そこまで言ったところで、真面目まじめな顔をする亮士さん。

「それに……たまには、ゆっくりするのもいいと思う。こういう普通がどれだけかけがえのないものなのかが、今はよくわかるからな……涼子もそう思うだろ？」

　さすが亮士さん、渋いです。

「…………そうかもな」

　そしてそんな、かっこいい亮士さんを見て、眼めをハートにしてるおおかみさん。

　いきなり二人ふたりの世界が出来上がりました…………やっぱり傍そばにりんごさんがいるのに。

　りんごさん的にこれは許せるはずもないというか、外でならいざ知らずここは密室。しかもいるのは三人だけ。そんなところで二人の世界を作られたら、りんごさんは仲間はずれということで、イラっときたりんごさんは、おおかみさんに言いました。

「…………涼りよう子こちゃん、暖かい飲み物が欲しいなと思うので、お茶でも淹いれてきてくれませんの？　ああ、できれば地下本店のほうにある、良いお茶っ葉のほうがいいですの」

　さすが御お伽とぎ銀ぎん行こう、お茶にもランクがあるようです。

　お得意様や、この人には貸しを作っておきたい!!　というときには、良いお茶っぱを使うのでしょう。さすが、あざといです。

　それはともかく……

「なんでオレが……」

「まあまあ、いいじゃないですの。暇なんですし」

　りんごさん、わがままです。

「ちっ、しゃーねーな」

　ですが、文句を言いつつも、立ち上がりお茶を淹れに行くおおかみさん。なんだかんだ言って、りんごさんに甘いおおかみさんです。

　でもっておおかみさんが消えると……

「あ～ん、かっこいいじゃないですのよ、森もり野の君のくせに」

　りんごさんが、美少女にあるまじき表情で、メンチを切ってました。

　顔がマジ近いです。

　あと少し顔を前に出せば、キスすることになるほどの近さです。

「ひっそっそれはその……」

　そして亮りよう士しさんが、一いつ瞬しゆんでヘタレました。

　ご都合主義というか、なにやら不ふ思し議ぎな力で、亮士さんの上げていた前髪がぱらぱらと落ちてきます。

　そして爆ばく誕たん、亮士くん。

「普通がどれだけかけがえのないものなのかが、今はよくわかるからな……とか、なに主人公気取ってんですのよ!!」

「ひー」

　いえ、その人は一応主人公です。

「まったく、涼子ちゃんがデレたからっていい気になって……」

　と、そこでおおかみさんが、

「おーい、お茶菓子いるか？　いるならなにか探してくるけどよ」

　こんなことを言いながら戻ってきました。

「あるならくださいですの～」

「ああ（キリッ）」

　もちろん一いつ瞬しゆんでりんごさんが可愛かわいく、亮りよう士しくんがかっこよくなり……

「了解。じゃ、まあちょっと待ってろ」

　おおかみさんが消えると、また元に戻りました。

「おらおらですの」

「ひーそんなに見ないでくださいッスー」

　皆さん見てください。

　これが腹黒いなりにもそれなりに可愛かったりんごさんと、前の巻で一皮むけてかっこよくなったはずの亮士くんの末路です。







　その後しばらくして……

「珍しいな、今日きようは下に誰だれもいなかったぞ？」

「まあ、今日の当番は私たちですし、別にいなくても問題ないですものね」

　温かい緑茶と、おせんべいという、実に若者らしくないティータイムを過ごしている三人。

「ちなみに、おつう先せん輩ぱいは魔ま女じよさん連れて、中等部の新人候補をこっそり見に行くとか言ってましたの」

「へー。…………こっそり見られるのか？」

　まあ魔女とメイドで目立ちますからね。

「さあ？」

「で、新人候補はどんなヤツなんだ？」

「中等部の有名人やら、浮いてる人やら、何人かに目星をつけてて、私もデータを見ましたけど……まあ、アレでしたの」

「アレってなんだよ」

「キャラが立ってましたの」

「……………………まあ、ウチはそういうのしかいないからな」

　おおかみさんは、自分もキャラが立っている人たちの一員だと、自覚しているようです。

　ちなみになんでおつうさんが動いているのかというと、年明けに初めてここに集合したときに、頭とう取どりさんが、

『ぼくら、もうちょっとで卒業するし、これからは君らでがんばってね？　まあ、完全に卒業するまで、手伝てつだいくらいはするし？　あ、ちなみに次の会長は鶴つるヶが谷や君で？』

　と感動もへったくれもない感じで、引き継ぎをすませたからです。

　あまりにも頭取さんの口く調ちようがゆるかったので、なんのドラマもありませんでした。

　まあ、らしいといえばらしいのですが。

　お涙ちょうだいの感動的な引き継ぎは、御お伽とぎ銀ぎん行こうに似合いませんよ。

　でもっておつうさんが御お伽とぎ学がく園えん学がく生せい相そう互ご扶ふ助じよ協きよう会かい会かい長ちよう、つまり御伽銀行頭とう取どりへと就任したのですが……おつうさんを頭取と呼ぶと、わけわかんないと思うので、この巻は頭取は頭取のまま、おつうさんはおつうさんのままでいきますのでご了承ください。

　まあ、頭取さんが卒業して、初めて完全に引き継ぎが行われるので、それまでは今までどおりという感じですよ、ええ、ホントに、すいません。

「使いやすい、もとい便利な新入生が入ってくれるといいんですけど……」

　りんごさん、それ言い直した意味あるんですか？

　新入生逃げてーって、言いたくなりますね。

「……ふうご馳ち走そう様さまでした」

　まあそれはともかく、お茶を飲み終わったところでりんごさんが立ち上がりました。

「あ、そうそうですの。私これからちょっと用事があるので、御お暇いとまさせていただきますの。お客さんも来ませんし」

「あ？　いったいなんだ？」

「乙女おとめの秘密ですの」

　りんごさんの乙女の秘密は、なんかすごそうですよね。まあ、イメージですが。

「……まあ、いいか。晩飯までには家に帰れよ」

「わかってますの～。涼りよう子こちゃんこそ、二人ふたりきりだからと言って、ハメは外さないんですのよ？　いや……この場合はハメちゃダメですのよと言うべきですの？」

　りんごさん、アウトーっ。

　おおかみさんシリーズは中高生向けです!!

「外すかっ!!　ていうかそんなこと言って、はずかしくねーのか!!」

　おお、おおかみさんがりんごさんを[image: 叱]しかってます。

　もっと言ってやってください。『おおかみさん』シリーズが18禁に突入しないように。

「いえ、特に」

「うぐっ」

　ですがりんごさんは真顔でそう言いました。りんごさんの面つらの皮は極厚です。

　そりゃおおかみさんも二の句が継げられなくなりますよ。

　シモネタ大丈夫なロリ美少女……いやたしかに需要はあると思いますが……なんてニッチな市場を狙ねらってるんですがあなたは。

「じゃあ、行ってきまーすですの～」

　こうして、おおかみさんと亮りよう士しくんを散々おちょくったあと、りんごさんは出発したのでした。

　そして、りんごさんがやってきたのは……

「さて……どうなってますの」

「なるほどなるほど、君がやりたいことはわかったけど……悪あく趣しゆ味みだねぇ？」

「いいんですのよ。これは涼りよう子こちゃんへの愛故の行動ですもの」

　御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店でした。

　地下本店には抜け道があり、裏山からも入ってくることができるのです。

「それに、頭とう取どりも見てるじゃないですの。別に、見なくてもいいんですのよ？　というかなんでいるんですの。私は今日きようは来ないでってちゃんと言いましたのよ？」

　なるほど、この誰だれもいない状況というのはやはり、りんごさんが謀はかって作り上げたんですね。

　ジト目で見てくるりんごさんに、苦笑しつつ言い訳をする頭取さん。

「来ないでと言われたら、やっぱり来たくなるよね？」

　この頭取さんは、りんごさんを待ち伏せしてて、りんごさんと一いつ緒しよに地下本店に入ったのです。

「……はあ、いったいなにかと思えば」

　あと、このアリスさんは、おまけの頭取さんのさらにおまけでしょう。

　りんごさんが地下本店に来るなと言ってきて、さらに頭取さんがなにか怪しげな行動を取ってるからついてきたら、こんなことになってたと。

　ただ……ここから立ち去ったり、おおかみさんに忠告しない辺り、アリスさんも同罪ですけどね。

「……まだ動きはないですのね、涼子ちゃん、用心深いですの」

　三人が見ているのは、地下本店に設置してある巨大液晶モニター。

　映っているのは地上支店。

　地上支店にはカメラが設置してあり、地下本店から地上支店の映像を見ることが出来るのです。

　そう、今日の全すべては、おおかみさんが亮りよう士しさんと二人ふたりきりのときに、どんな行動を取っているかを観かん察さつするために仕組まれたのです。

「あ、動きましたの!!」

　モニターの画面に映っているのは、立ち上がり御伽銀行地上支店の扉を開け周囲をきょろきょろするおおかみさんの姿でした。







　りんごさんが消えてしばらくして、御伽銀行地上支店の周囲を確かく認にんしたおおかみさん。

「……誰もいないな」

　下に誰もいないことは、お茶を淹いれに行ったときに確認したので、これで亮士さんと二人きり。

　………………まあ、実際は見られまくってるんですが、それはおおかみさんは知らないですからね。というわけで、席を移動しソファに深く腰掛けている、亮りよう士しさんの隣となりに座るおおかみさん。

「えへへ」

　そして、亮士さんに身体からだを預け、こてんと頭を倒し、亮士さんの肩に乗せました。

「どうした？」

「なんでもな～い」

　本当にうれしそうに笑うおおかみさん。

　それを見て、亮士さんも頰ほおをゆるめます。

「甘えん坊だな」

「いいんだよ～だ、二人ふたりきりだし」

　注：おおかみさんと亮士くんです。




　と、注釈入れないと「いったいこれ誰だれ？」と言いたくなる二人。

　そんな二人の纏まとう雰囲気はもう、バカップルそのもので、おおかみさんの浮かべているのはデレきった、誰もが見たら幸せになれそうな素敵すてきな笑顔えがおですが……これを見て、おかしくなっている人が地下にいました。




　もちろんりんごさんです。

　衝しよう撃げきの瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまったりんごさんはと言うと……

「涼りよう子こちゃんェ……」

　食い入るように、モニターを見つめていました。

　啞あ然ぜんとしつつも、目を離はなせないりんごさん。

　そして、しばらくしてようやく正気に戻りました。

「かっ可愛かわいい!!　可愛いですのちくしょうっ!!　こんな涼子ちゃん初めて見ましたの……私のほうが、一いつ緒しよにいた時間が長いのにっ!!」

「これは……想像以上だね？」

「ええ」

　頭とう取どりさんもアリスさんも感心と呆あきれを混ぜたような表情をしてます。

　二人きりなので、毛皮を脱いで、いろいろ全開になってますからね。

　これがすっぽんぽんになったおおかみさんの姿、世界でただ一人ひとり、亮士さんにしか見せないおおかみさんの姿なのです。

　と、そのときりんごさんの悲鳴が響ひびき渡りました。

「ああああああああーっ!!」







　場面は御お伽とぎ銀ぎん行こう地上支店に変わりまして、絶ぜつ賛さんいちゃつき中のおおかみさんと亮りよう士しさん。

「涼りよう子この……髪はきれいだな」

　亮士さんは、おおかみさんの髪に触れつつ言った。

　おおかみさんが肩に頭を乗せたことで、おおかみさんの長い髪が亮士さんの胸にかかったのです。

「そう？」

「ああ」

「ありがと……」

　うれしそうなおおかみさん。

　自分の髪の先を持って目の前でぴょこぴょこと揺らします。

「……亮士はどんな髪型が好きなの？」

「長い髪かな」

「そっか……」

　髪長くて良かったな～なんて思っているおおかみさん。

　が、亮士さんの言葉には続きがありました。

「昔はそうでもなかったんだがな、涼子に惚ほれてから長い髪が好きになった」

「えっ!?」

「だから、涼子が髪型を変えたら、その髪型が好きになるだろうな」

　…………誰だれなんですかこのタラシっ!!

　おおかみさんはそんな亮士さんに真まっ赤かになりつつ、いたずらっ子の表情で反はん撃げきしました。

「…………じゃあ、丸坊主でも？」

「いっいや、さすがにそれは……」

　さすがに……ファッションで坊主にする女の子は、かっこ良すぎですよね。

　ヒロインがおしゃれ坊主……新しすぎますよ。

「あれ～、あれあれ～？　私がしたらその髪型好きになるんじゃなかったの？」

「そもそも坊主は髪が短すぎだろ」

「そうだよね～、亮士は私の髪好きなんだもんねー」

　……亮士さんもアレですが、おおかみさんもたいがいです。

「うっふっふっ～♪」

　髪を褒ほめられて、それでいい気分になって、舞まい上がって、小こ悪あく魔まっぽくなってるおおかみさんとか……なんかすごいですね。

　というわけで地下本店にいるりんごさんどうぞ。







「ぴぎゃーっ!!」

　なんか不ふ思し議ぎな叫び声を上げてるりんごさん。

「なんですのあれ!?　なんなんですのあれっ!?　涼りよう子こちゃんが小こ悪あく魔まに!!　小悪魔ニッ!?」

　驚おどろいてるのはわかりましたが、「ぴぎゃー」はないでしょう「ぴぎゃー」は。

　それが美少女にふさわしい叫び声だとでも、思ってるんですか？

「あんなん私見たことありませんのよーっ!!」

「わわかったかから、そそのてはなししてて？」

　あと、手近にあったからって、頭とう取どりさんを揺さぶりすぎです。酔いますよ？　首痛めますよ？

「しかもなんですのあのドヤ顔!!　うわ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、こんなの私の知ってる涼子ちゃんじゃないですの～っ!!」

　頭を抱えるりんごさん。

「………………ふう、助かった？」

　これで、頭取さんが解放されました。

「にしても……、変われば変わるもんだねぇ？」

「ええ、本当に」

「しかもあの、意地っ張りで人に頼るのが苦手な大おお神かみ君が、甘えまくりだよ？」

「……そうですね」

　なんだかうらやましそうなアリスさん。

　そうですよね。

　アリスさんも素直になれないタイプですからね。

　アリスさんだって心の底では誰だれかと結ばれて、あんなふうに素直になってみたいと思っているんですよ。

「いやはや、これはびっくりだね～？」

「…………」

　……というわけで、誰かこの朴ぼく念ねん仁じんに、アリスさんがイラッときてることを教えてあげてくれませんか？

　いや、頭取さんはわかっててこうしている節がちらほらと……鬼ですね。

　そして現実逃とう避ひしたいのに、おおかみさんが可愛かわいらしすぎて現実逃避できないりんごさん。

「これは夢ですの。これは夢ですの。これは夢……ああ、でも涼子ちゃんマジ可愛いですの。涼子ちゃんって、間違って地上に生まれてしまった天使なんじゃありませんの？　　ああ……ちょー可愛いですの」

　デバガメの皆さんのほうも、どんどんおかしなことになってきましたね。







　場面はまたまた、いちゃつき中のおおかみさんと亮りよう士しさん。

　亮士さんの肩に頭を預けていたおおかみさんでしたが……こてんと亮士さんの膝ひざの上に倒れ込みました。

「うんしょ、うんしょ」

　そしてよじよじと身体からだを下にずらしていくおおかみさん。

　これでどうなったかというと……おおかみさんは、亮士さんに膝枕してもらってる状態になったのです。

　逆膝枕です。

　逆といってもなんかこう、アクロバティックなことになってるわけじゃありません。

　男が女に膝枕をしているということです。

　……ありえない。

　おおかみさんが膝枕してもらうとか、甘えまくりじゃないですか!!　あなたそれでも、一いつ匹ぴき狼おおかみでならしたおおかみさんですかっ!?

「ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　亮士さんの膝の上で、頭をぐりぐり押しつけるおおかみさん。

　行動がまんま犬科です。

　そんなじゃれついてくるおおかみさんの頭を、優やさしく撫なでる亮士さん。

「ん……」

　撫でられて眼めを細めるおおかみさん。

　…………もうすでに一匹狼やってた面おも影かげも、野生の誇りも皆無ですね。どう見てもただの愛あい玩がん犬けんです。

「涼子は撫で心地ごこちがいいな」

「ふふっ、なぁにそれ……」

「そのまんまだ……安心する重さで、撫でると髪が気持ちいい」

「……安心する重さ？」

「そうだ」

　膝に乗った重みを感じて、これが俺おれが守らないといけない人の重みなんだ!!　とかかっこいいこと考えているのかもしれません。亮士さんですし……

「……いい匂においがするしな」

　……気のせいでした。

　いや、一応守らないととか考えたのかもしれませんが、おおかみさんのいい匂いに負けました。

「んにゃ!?」

　亮りよう士しさんにいい匂においといわれて、がばっと起き上がったおおかみさんは、

「かっ嗅かいちゃだめ!!」

　真まっ赤かな顔で抗こう議ぎします。

「いい匂いだと言っているんだから、いいだろう」

「それでも!!」

「それに一いつ緒しよにいるとき、ずっと鼻を使わないというのは無理だ」

「じゃっじゃあ、体育とかあったり、運動したあとは嗅いじゃだめ!!」

「…………前向きに善処する」

　なんという政治家答弁……間違いなく、亮士さんは嗅ぎまくるつもりです。

「もう!!　ほんと、えっちなんだから」

「男はみんなそうだ!!　惚ほれた女の匂いを嗅がない男はいない!!」

「……むー」

　呆あきれたようなうれしそうな顔で唸うなるおおかみさんと、実に紳士的な亮士さん。

　皆さん、これがバカップルというものです。人はバカップルになるとこうなってしまうのです。

　…………恐ろしいですね。







　そしてそれらを盗み見ていたデバガメりんごさんはと言うと……

「うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～]ん!!」

　乙女おとめが決して上げてはいけない声を上げながら、はしたなくごろんごろんと転がりまくってました。いや、さっきのぴぎゃーといい、女の子なんですから、悲鳴に濁だく点てんをつけるのは控えましょうよ。

「『もう!!　ほんと、えっちなんだから』ってなんですの？　言葉の最後にハートマークついてるじゃないですの!!　しかも匂い嗅がれても、恥ずかしそうにしつつも、地味にうれしそうとか、涼りよう子こちゃんってば、どこまで犬科なんですの[image: ～][image: ～][image: ～]」

　と、ごろごろしながらそこまで言ったところで、がばっと立ち上がるりんごさん。

「はっ!?　このままだと、涼子ちゃんの貞てい操そうも風前の灯ともし火びですのっ!!　だって、涼子ちゃんと私って、だいたい同じ匂いしてるんですのよっ!?」

　一いつ緒しよに住んでて、基本同じ物食べて、シャンプー、コンディショナー、ボディソープと同じの使ってますからね。完全とは言いませんが、だいたい同じような匂いでしょう。

「そりゃいい匂いですのよ!!　ほら、私いい匂いしますのよね!!」

　頭とう取どりさんの胸ぐらをつかんで、自分に近づけ自分の匂においを嗅かがせるりんごさん。

　まあ、ここまで近づけば匂いがわかるでしょう。

　というわけでおとなしく感想を言う頭取さん。

「いや、たしかにいい匂いがするね？」

　そう、言動は残念ですが、りんごさんも美少女なので、いい匂いがするのです。

　ですが……無む理り矢や理り自分の匂いを嗅がせる美少女は……どうなんでしょう。

　個人的にはありですが。ありですが。

「でしょうですの!!　そりゃ、森もり野の君もくらくら来ますのよ!!　くっ、こんなことなら涼りよう子こちゃんに、変な匂いつけてれば良かったですのっ!!　ああ……でも、変な匂いがする涼子ちゃんはイヤですの……いったいどうすれば……」

　さっきから、こんな感じでおかしくなってるりんごさん。

　どうしてこんなことになってるかというと、二人ふたりがくっつくまでは、陰ひなたに二人を応援していたりんごさんですが、いざくっついてしまうと、おおかみさんが自分から離はなれていっているように感じてしまって、寂さみしくなって、独占欲なんかも湧わいてきて、じぶんが見たことない顔をしているのを見て悔しくなって……という感じでこんなふうに情じよう緒ちよ不安定になっちゃってるんでしょう。

　でも、たしかにおおかみさんとの二人の時間は減ったかもしれませんが……おおかみさんがりんごさんから離れることはないんですけどね。

「まったく……赤あか井い君、暴ぼう走そうしまくりだねえ？」

「…………そうですね」

「アリス君？」

　またまた不ふ機き嫌げんなアリスさん。

　これは……りんごさんの匂いを嗅いで、良い匂いと言ったことがなんとなくむかつくんでしょうね。

　まあ、匂いはフェロモン混じってるでしょうからね。

　と言うわけでフォローを入れる、空気の読める頭取さん。

「ああ、もちろんアリス君もいい匂い……？」

「嗅がないでください!!」

「いやどうしろと？」

　……爆発とかしたらいいんじゃないですかね。







　場面はまたまたまた、おおかみさんと亮士さんのいる御お伽とぎ銀ぎん行こう地上支店です。

「む[image: ～][image: ～]………………じゃあ、交代!!」

　うしろ向きに、おおかみさんの匂においをこれからも嗅かぎ続ける宣言をした、エッチな亮りよう士しさんを、可愛かわいく睨にらんでいたおおかみさんですが、いきなりこんなことを言い出しました。

「ん？」

「こ、う、た、い！」

　そう言いながらおおかみさんは、ぼろぼろのソファに座ると、ぽんぽんと自分の太ももを叩たたきました。

　これはあれですね。

　あれなんですね。

　あれやっちゃうんですね。

「…………いいのか？」

　思わずつばを飲み込んだあと、そう聞き返してしまった亮士さん。

　気持ちはわかります。

　ありえなさすぎることが起こってますからね。

　ですがこれは現実です。

「どうぞ」

　ちょっと照れつつバッチこーいなおおかみさん。

　これを断ることができる人間が、この世にいるでしょうか。いないでしょう。いてたまるか。

　もちろん亮士さんも断れずふらふらと歩いていき、おおかみさんの隣となりに座り、

「のっ乗せるぞ」

「どうぞ」

　おそるおそるおおかみさんのスラッとした太ももの上に頭を乗せた。

「…………」

　ロングスカートなので直じかではないが、それでも伝わるものがある。

　鍛きたえているがそうカチカチでなく……いやむしろ筋肉があるからこそ、この柔らかさなのか。

　亮士さんにとっては、間違いなく世界最高の枕まくら。その心地ここち良さに、亮士さんは夢心地です。

「……………………」

　半分……いや、四分の三は意い識しきが天てん国ごくに行ってます。

　そりゃそうですよね。

　皆さんご存じのとおり、亮士さんは脚フェチなんですよ。

　これで天国に行かないわけがありません。

「ふふ……たしかに、安心する重さだ……」

　太ももに感じる重さに、慈愛の笑えみを浮かべるおおかみさん。

　おおかみさんから、ヒロイン力が溢あふれて止まりません。そして、そのせいで、亮士さんがもうしんぼーたまらんといった感じになってます。おおかみさん、地味にピンチです。

「…………」

　が、そこは亮りよう士しさん。自分の中の獣けものを押さえ込み、ゆるんだ顔をきりっとさせてから、横を向いていた顔の向きを上に変えました。触れ合うお互いの視し線せん。

「どうしたの？」

「いや……なんでもない」

「なんでもないことないでしょー？」

「…………ただ、涼りよう子この顔が見たかっただけだ」

「…………そっか」

「ああそうだ」

「…………ふふっ」

「笑うなよ」

「だって、わたしも見たかったから……同じこと考えてたんだなって思ったらうれしくて」

　優やさしく亮士くんの髪を梳すくおおかみさん。

　そしていつしか、二人ふたりの間には言葉がなくなっていました。

「…………」

「…………」

　無言で微笑ほほえみ、見つめ合う二人。

　さすが、ハッピーエンド後の二人、言葉なんて必要じゃないんです。







　でもってりんごさんですが……

「…………」

　とうとう無言で倒れて痙けい攣れんしてます。ショックが強すぎたのでしょう。

　それにしても……おおかみさんたちの無言とりんごさんの無言、同じ三点リーダ四つなのに、どうしてこうまで感じ方が違うのか。

　あと、悲鳴に濁だく点てん入れるのは美少女的にダメだと言いましたが……

　ビクッビククッ

　この痙攣も、美少女的にＮＧです。

「……………………」

　衝しよう撃げきのあまり、ビクビクしているりんごさん。

「……もう切ろうか？」

「……そうですね」

　それを見て、頭とう取どりさんとアリスさんは、そっとモニターの電源を切りました。

　オチはありません。







　　　おつうさんと魔女さんのハッピーエンドのあとの話







「ヨーヨヨヨー♪」

　魔ま女じよさんがゴキゲンで御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店にやって来ると、おつうさんが一人ひとりでおろおろしてました。

　いやまあ、いつもどおり普通に掃除をしているだけなんですが、どことなくいつもと違うのです。手際が悪いというか、上うわの空そらというか……そしてなにより笑顔えがおがない。

　笑顔で掃除しないメイドなんてメイド失格ですよ!!

　そんなおつうさんを見た魔女さんは、心配そうに声をかけた。

「おつうどうしたヨー」

「魔女さん」

　おつうさんは魔女さんを見て、そして周囲に魔女さん以外の姿が見えないのを確かく認にんしたあと、聞いた。

「…………私に勤まるのでしょうか」

「頭とう取どりかヨー」

「はい……なんというか、私は皆さんみたいに余りキャラが立ってませんし……」

　正直、メイド服だけでお腹なかいっぱいな気がしますが。

　あーまーたしかに、内面的には、多少真人間に近いかもしれません。

　恩返しが関かかわらないと、おつうさんは普通っぽいですからね。

　そんなおつうさんを魔女さんは手招きする。

「…………おつう、ここに座るヨー」

「……？」

「いいから座るヨー」

「はい」

　そしておつうさんはソファーに座り、そのおつうさんのうしろに魔女さんは回る。

　魔女さんは特徴的なぐるぐるメガネを外し、おつうさんを後ろから抱だき締しめながら言った。

「おつうはすごいから大丈夫」

「…………」

「だって、基本他人なんてどうでもいい、一人で普通に生きられる……そんな私に、居い心地ごこちがいいとか、組そ織しきに属するのも悪くないとか思わせたんだから」

「…………」

「あなたは、頭とう取どりみたいに、策を弄ろうするタイプじゃないけど……その代わり、みんなの支えになれる」

「…………」

「だから、どっしりうしろで構えて、みんなを見守っていればいい。そうすれば、みんな安心して動けるから」

「…………」

「それに私もいる。あなたが困ったときは、この天才な私が協力してあげるから」

「……はい！」

　知的で美少女な魔ま女じよさん……やっぱいいですね。

　そしておつうさんも、なにやら瞳ひとみに光が戻っています。

「ふふっ、元気出たみたいね………………で」

　そこでおつうさんから離はなれ、がらっと話を変える魔女さん。

「私の変化に驚おどろいてないみたいだけど、おつうはいつから本当の私に気がついてたの？　まあ、おつうは聡さとい子だから気がついてるんじゃないかなとは思ってたけど、いつから気づいてたかはわからなくて」

「そうですね……最初に会ったときからなんとなく。確かく信しんしたのはもう少しあと、仲良くなってからですけど」

「最初……気がついた理由は？」

「メイドだからです!!」

「…………なんという説得力、思わず納得しかけちゃったわ」

「ふふっ、もう少し詳しく言うと、私は学園長と頭取から、魔女さんのことをよろしく頼まれたんですよ」

「うん、それはわかってる。まあたしかに私は周りから見ると、社会不適合者への道一いつ直ちよく線せんだったからね、両親が心配して学園長に相そう談だんしたのもわかるよね」

「魔女さんのことを頼まれたということは、魔女さんに仕えるということで、そうなると魔女さんは私のご主人様みたいなものですからね。メイドはご主人様のことならどんなささいなことでも気がつくモノなのです!!」

「いつの間にかご主人様になっていたとは……いや、ご主人様みたいなものか」

「はい、ご主人様みたいなものです。だから気がついたんです」

「なんかしゃくぜんとしないけど……」

「それに…………」

　そこでにこっと笑い魔女さんを見るおつうさん。

「親友のことなら、わかりますよね」

「親友…………そうね。それなら納得できるかも」

　そこで魔ま女じよさんはおつうさんと微笑ほほえみ合ったあと、メガネをはめて、元に戻りました。残念。

「……で、勧誘に行く予定の新入生はどれヨー」

「これが、頭とう取どり……じゃなかったですね、桐きり木き先せん輩ぱいとアリス先輩からいただいた、キャラの立った来年入学予定の生徒の情報です」

「キャラの立ちようではアチキは負けないヨー」

　まあ、そりゃそうでしょうね。

「…………と思ってたけど、こいつはなかなかのくせものヨー」

「私たちの仲間に入っても、違和感なさそうですね……」

　それは……どれほどキャラの立っている人ですか？

　相当キャラが立ってないと、御お伽とぎ銀ぎん行こうでは埋もれちゃいますよ？

「これは最初からガツンと言っとくべきだヨー」

「お手柔らかに頼みますね。入ってもらえないと困りますから」

「任せるヨー!!」

　魔女さんの任せろほど不安になるものはないですよね。

　まあ、ある意味責任のある立場となった今は、大丈夫かもしれませんが。最上級生になるんですし。

「じゃ、行くヨー」

「はい!!」

　暗あん躍やくタイプじゃないけれども、どっしり見守りタイプのリーダーなおつうさんと、相変わらず普段ふだんは役に立ちそうにないくせに、ここぞと言うときは役に立ちそうな魔女さん。

　おおかみさんたちもいますし、どうやら来年の御伽銀行も安あん泰たいそうですね。

　と、いうわけで、おつうさんと魔女さんの、ハッピーエンドのあとの話でした。







　　　浦島さんと乙姫さんのハッピーエンドのあとの話







　夜、自宅で食事を終えた浦うら島しまさんが唐突に言った。

「なあ、乙おと姫ひめ」

　視し線せんの先には、キッチンで洗い物をしている乙姫さんの姿。

「なんでございますか？」

「お前もやっぱり……大おお神かみみたいに一いち途ずに思われたかったりするか？」

「…………」

　その浦島さんの言葉に水道の蛇口を止め、手を拭ふき、浦島さんに向き直る乙姫さん。

「いったい、どうしたのでございますか？」

「…………亮りよう士しを見て、ちょっと思うことがあったんだよ。あいつは単純一途だからな」

「たしかに、あそこまで一途に思われるのは、女性として本ほん懐かいでございましょう」

「なら……」

　他ほかの女の尻しりを追っかけるをやめるということでしょうか……ですが、そうなったら浦島さんまでキャラが変わっちゃうじゃないですか!!　ただでさえ、おおかみさんと亮士さんのせいでおかしなことになっているのに!!　まあ、最終巻なので問題なしですが……

　そんな浦島さんに、乙姫さんは真面目まじめな顔で問う。

「太た郎ろう様……」

「なんだ？」

「太郎様の想像する未来にわたくしはいますか？　その未来でわたくしは太郎様の傍そばで笑っていますか？」

　そう問われた浦島さんは目を閉じ、

「…………」

　……そしてしばらく考えたあとで言った。

「ああ」

「ならば、問題なしでございます」

「……いいのか？」

　これは今までみたいに他の女を追っかけてもいいのかってことでしょうね。

「はい。わたくしは、そんな太郎様のことを好きになったのでございますから……ただ、少しのよそ見ならば可愛かわいい嫉しつ妬とですみますが、それ以上となると……」

　ちらりと流し目で見られ、ごくりとつばを飲み込んでしまう浦島さん。

　これは欲情したのか、恐怖したのかどちらでしょうね。

「わたくしが可愛かわいい女のままでいられるか、嫉しつ妬とで鬼となるかは太た郎ろう様次第でございます」

「…………肝に銘じておく」

「はい。好き好んで鬼になりたい女なんて、いないでのでございますから」

　が、そのあとに小声でつぶやく乙おと姫ひめさん。

「……ただまあ、今現在御お伽とぎ学がく園えんで太郎様のことを、本気で相手する女生徒はいないのでございますが」

　まあ、乙姫さんは女性たちに絶大な影えい響きよう力りよくを保持してますからね。

　それに乙姫さん自身が完かん璧ぺきなので、対抗しようとか思う人はそうそういないでしょうし。

　乙姫さん、美人でスタイルも家柄も頭も良くて、家事万能で、男に尽くす女で、夜のほうもすごくてと、全く隙すきがありませんからね。ある意味男の夢ですよ。

　ともかく、そんな乙姫さんのかすかなつぶやきを耳にして、聞き返す浦うら島しまさん。

「ん？」

「なんでもございません（ニコッ）」

「そうか？　……にしても、やっぱり乙姫はいい女だよな。オレにはもったいないくらいだ」

「そんなことはございません。わたくしがこうなれたのは、太郎様のおかげなのですから」

　浦島さん、のんきにしてますが、あなたはすごい女の人に惚ほれられてますよ？

　天てん国ごくと地じ獄ごく、竜りゆう宮ぐう城じようと玉たま手て箱ばこ、選択間違えるとガチで人生終わるとか……まあ、間違えなければいいんですよ。間違えなければ。

「……そうか。じゃあそろそろ寝るか」

「そうでございますね」

　その瞬しゆん間かん、乙姫さんの目がぎらっと光りました。

　また、不健全な展開が始まるんですね……オオカミさんシリーズは中高生向けなのに!!

「乙姫、きょっ今日きようは普通に寝るというのはどうだろう!!　お互い寄り添い眠ることで、肉体的な繫つながりでなく、精神的な繫がりを深めようみたいな!!」

「…………」

「俺おれは!!　乙姫と心で繫がりたいんだっ!!」

　浦島さん魂の叫び。

　これはもちろん最近吸い取られすぎで、性欲が学校で湧わかず、ナンパが全くできてないこととは関係ありません。

　愛故の言葉なのです。

「………………そうでございますね」

　おお……シリーズ開始以来初めて、浦島さんが乙姫さんの攻勢を防ぎました。

　いつもならなし崩し的に、18禁シーンに突入してたのに!!

　さすが、後ご日じつ談だん、今までのお約束が通用しません。

「そうだとも!!」

　ですが……それでも、どこまでいっても、浦うら島しまさんは乙おと姫ひめさんの手のひらの上って感じですが……まあ、いいですよね。

　浦島太た郎ろうは、竜りゆう宮ぐう城じようから出さえしなければ、幸せに暮らすことができるのですから。

　というわけで、浦島さんと乙姫さんのハッピーエンドのあとの話でした。




　……ちなみに浦島さんは翌朝しっかり生気を吸い取られてました。

　まあ、浦島さんは、普通に寝たいとは言いましたが、起きたあとのことについてはなにも言及してませんでしたからね。







　　　おおかみさんおっきくなって大あわてすることになる







　今日きようも今日とて愛の巣の中で、うだうだやってたおおかみさんとりんごさん。

「そういえば、今度抜き打ち身体測定があるそうですの」

　まあ、一いつ緒しよに住んでいるので、出かけない休日や、夜は基本的にこんな感じでうだーとだらけているわけですが。

　テレビ見たり宿題したり本読んだりと、おのおの勝手に行動しつつ、時々会話を交わすわけです。まさに熟じゆく年ねん夫婦、だてに四年も一緒に暮らしてません。

「抜き打ちって、もうすでに抜き打ちじゃなくなってるじゃねーか」

　呆あきれ顔がおで言うおおかみさん。でもまあたしかにりんごさんが知ってる時点で、抜き打ちじゃないですよね。

　りんごさん……というか御お伽とぎ銀ぎん行こうは、相変わらず耳が早いです。

「ていうかなんでまた抜き打ちなんてことを……」

「そりゃ予告してたら、身体測定の前に、絶食ダイエットするあさはかな人間が大量に出るからですのよ」

「あーなるほど」

　健康に悪そうですよね。

「というわけで、その日に向かって体たい調ちよう管理していこうと思うんですけど……」

「またか」

「そう、またですの」

　おおかみさんがまたと言ってることからして、これは毎年恒例なんでしょうね。

　身体測定って毎年ありますし。

「ていうか、ちょっと前の自分の言葉思い返してみろよ」

　絶食ダイエットするあさはかな人間が云うん々ぬんと、言ってますよね。

「ちっちっちっ、私はちゃんと食事をとりつつ健康的に身体からだを絞るつもりですから、そんな人たちと一緒にしてほしくないですの。美少女やってる私としては、やつれるなんてもってのほか、男の子たちの夢を壊こわさないよう、綺き麗れいに瘦やせないといけませんのよ」

　発言が男の子たちの夢をぶち壊してますけどね。

　まあそれはともかく、呆れ顔のおおかみさんと、いたって真面目まじめなりんごさん。

「……オレは必要ないんだけどな、運動してるし」

　おおかみさんは、デレた今もジム通いは続けているんです。御伽銀行やめたわけじゃないし、習しゆう慣かんになってるし、なにより亮りよう士しくんが引ひき締しまってる感じが大好きだから。

　おおかみさんの機き能のう的てきな、野生動物を彷ほう彿ふつとさせる引き締まったスタイルが、亮士くんはたまらなく好きなんですよ。

　……太ったら太ったで、亮士さんならそれはそれで!!　とか言いそうですけどね。

「涼りよう子こちゃんはスラッとしてて引き締まってるから、重さはどうでもいいと思ってるかもしれませんけど、私には大問題なんですのよ!!」

　りんごさんは腹黒いですが、うら若き乙女おとめなのです。

　あと、おおかみさんが重さをどうでもいいと思っているのは、筋肉ついてるから多少重いのは仕方ないし、なによりうっすら腹筋がわれてるほどに身体からだが引き締まってるので、お腹なかに余分なお肉ついたーとか全く無む縁えんの話だから。

　そう、おおかみさんは瘦やせじゃないんですよ。引き締まってるんですよ。

　でもって、見た目がスラッとしてたら、重さなんて気にならない……ことはないでしょうが、そこまで重要じゃないですよね。

「ただまあ、私も別に太ってるわけじゃないので、健康的に少し絞ろうかって話ですのよ」

　りんごさん、『太ってるわけじゃない』に傍ぼう点てんつけました。ここは乙女として強きよう調ちようしておきたかったらしいです。

「了解。まあいつもどおり、カロリー多そうな料理を、できるだけ控えればいいだけだろ？」

「お願ねがいしますの。あとは食物繊せん維いを多めで、お通じが来やすそうな感じだと、なおうれしいですの」

　おおかみさんとりんごさんは、かわりばんこにご飯を作っているのです。

「食物繊維ねぇ……まあ野菜だよな。あとは豆もだったっけか？」

「ひじきとかの、海草も多いはずですの」

「海草……ひじきの煮物でも作るか」

「美味おいしいですのよねー、あれ。……あ、そういえば涼子ちゃん」

「あん？」

「身体測定で思い出しましたけど、涼子ちゃんって、おっきくなってませんの？」

　唐突にそんなこと言ったりんごさんに、嫌いやそうな顔をするおおかみさん。

「なんだ、また皮肉か？」

「いや、おっぱいのことじゃないですの」

　おおかみさん、まな板だとかナイチチだとか両面背中だとか弄いじられすぎて、被害妄想が酷ひどくなってますね。

「私は……涼子ちゃんの背が伸びたんじゃないかと、聞いてますの」

「………………へ？」

　変な顔で固まるおおかみさん。

「だから、背が伸びておっきくなったんじゃないですの？　と」

「…………」

　想定外だったのか、急に黙だまり込むおおかみさんに、りんごさんは聞いた。

「涼りよう子こちゃん、身長何センチでしたっけ」

「……１６９」

「ああ、１６９・８センチでしたのね。コンマ以下まで言うくらいならおとなしく１７０センチと言えばいいですのにとか思った記き憶おくがありますの。ていうか２ミリとか誤差の範はん囲いですのよ誤差の。寝起きに計れば間違いなく１７０を超えて……」

「憶おぼえてるんじゃねーか!!」

　そう、おおかみさんの身長は、１７０センチくらいでした。中肉中背の亮りよう士しくんと同じくらいでしたしね。

「身長気にして２ミリ誤ご魔ま化かそうとするとか、涼子ちゃんマジ乙女おとめですの」

「うるせーよ!!」

　亮士くんと身長がほぼ同じですからねー、なんとなく誤魔化したかったのかもしれません。

「まあ、それはともかくですの、涼子ちゃんおっきくなってませんの？」

「なってねーよ！　…………たぶん」

　微妙に自信がないオオカミさん。

「じゃあ、とりあえず測ってみましょうですの」

「いいよべつに!!」

「どうせ今度の身体測定で測るんだから、今測ってもいいじゃないですの」

　そう言うなり、嫌いやがるおおかみさんをドアに背中をつけて立たせると、辞書とメジャーと鉛筆と椅い子すを持ってくるりんごさん。

「じゃあ、測りますのよー」

　そして持ってきた椅子に乗り、おおかみさんの頭に辞書を乗せる。

「…………」

「…………」

「涼子ちゃん、ちゃんと背筋伸ばしてくださいですの」

「のっ伸ばしてるだろうが!!　もう限界だ!!」

　それを聞いたりんごさんは、目の前にあったおおかみさんの耳の中に息を吹き込んだ。

「ふっ」

「ひっ!?」

　びっくりして伸び上がるおおかみさん。

「あら不ふ思し議ぎ、限界以上に伸びましたのね～」

　りんごさん、しらじらしいです。

「というわけで、背筋伸ばして立ったくださいですの」

「ちっ」

　渋々、ちゃんと立つおおかみさん。

「ん[image: ～][image: ～]と、はいＯＫですの」

　辞書をおおかみさんの頭の上に置き、ドアに軽く鉛筆で印をつけたりんごさん。

「じゃあ、涼りよう子こちゃん。メジャーの先を床につけてくださいですの。

「はぁ……」

　渋々ながらも、おとなしく従うおおかみさん。これはもう、従ったほうがマシだと諦あきらめたんでしょう。

「えーと…………ひゃくななじゅう」

　メジャーの端をおおかみさんに押さえさせて、目盛りを読むりんごさん。

「はぁ。とうとう大台乗ったか……」

　おおかみさんは、その声にため息をつき……

「……２」

「２っ!?」

　そのあとに続いた数字に、思わず声を上げた。

　そんなおおかみさんに、りんごさんは冷静に言う。

「２ですの。涼子ちゃんの身長は、１７２センチ」

「はっ測り間違いだ!!」

「多少の誤差はあるでしょうけど、そこまでの違いはないはずですのよ」

　自分の今の身長を聞いてしまったおおかみさんは、なにやらぐるぐる脳内で考えたあと、蒼そう白はくな顔でつぶやいた。

「……どっどうしよう」

「どうしようってなにがですの？」

「そっそりゃ、でかい女はやっぱり……」

「今さらですし、森もり野の君なら、脚が伸びたと喜ぶんじゃないですの？」

　そうですね、亮士くんも亮士さんも脚フェチですしね。まあ、同一人物なんで当たり前ですが。

「そっ、そうじゃなかったらどうすんだよっ!!　男はやっぱ、自分よりでかい女は嫌いやだろうし……」

「えっ？　涼子ちゃんなに言って……」

　その言葉にりんごさんは思わず聞き返し……

「……なるほど」

　なにかに気がついた。

「なんだ？」

「いえ、なんでもないですの」

　そう言いつつ下を向いて、悪い顔で笑うりんごさん。

　これはりんごさんが、なにか悪いこと……もとい、素敵すてきなことを思いついたときの顔です。

「自分よりでかい女はたしかに、男性は敬遠するかもしれませんの。見た目的にかっこいいとか凜り々りしいとか言う印象を受けやすくなって、かわいいとはなりづらいかもしれませんし」

「だよ……な」

「森もり野の君が実は、私みたいに小さくて可愛かわいい超絶美少女が好きとかだったら、涼りよう子こちゃん大ピンチですの」

「うう……」

　どんどんショックを受けていくおおかみさん。

　あと、りんごさんがさらっと自慢してるんですが、どれだけナルシストなんですか。

　いえまあ、たしかに可愛いですが……自分で可愛いといった瞬しゆん間かんに、可愛さ激げき減げんしますよ？　あと、美少女はともかく、超絶はどうかと思います。

　とまあそれはともかく、おおかみさんをどん底に突き落としたところでりんごさんは叫びました。

「でもですの!!　おっきくなったことなんて気にしないほどに、森野君をめろめろにしてしまえば、なんの問題もないですのよ!!　大きな女の子が好きって言う人もいますし、森野君を大きな女の子が好きな男の子にしてしまえばいいんですのよっ!!」

「なっなるほどっ!!　でっでも、どうすればいいんだ？」

　りんごさんのまいた餌えさに、一瞬で食いつくおおかみさん。チョロすぎですよね。

「そうですのね……まずは基本から」

「わっわかった」

　ぐいっと、りんごさんに顔を近づけ、真剣に話を聞くおおかみさん。

「背が高いからと言って、猫背なのはだめですの。印象が暗くなりますし、なにより可愛くない。猫背するくらいなら、いくら大きく見えたって、背筋伸ばしてるほうがましですの。姿勢の良い背の高い女性は魅み力りよく的てきなんですの!!　……ただまあ涼子ちゃんは、いつもどおりにしてればいいですのよ」

　おおかみさんは、運動しているからか、姿勢が良いです。

「わかった、姿勢良く……だな」

　ふむふむ頷うなずくおおかみさん。

「背が高いと威圧感がありますの。だからできるだけ柔らかい表情を……まあ、涼子ちゃんはデレ期に突入してるんで、これは問題なしですのね」

　デレッデレですからね。亮りよう士しさんがおおかみさんに対して、威圧感があるなんて思うことはないでしょう。

「デレ……」

　どう反応していいか困るおおかみさん。

「背が高くてキリッとしている女は、男前、凜り々りしい、自立してる、とか思われて、敬遠されることがあるとか……」

「…………う」

　ちょっぴり落ち込むおおかみさん。

「……が!!　それは武器にもなるんですのよ!!　背が高くてかっこいいと思ったら実は可愛かわいい。良いギャップは魅み力りよくと同意なんですのよ涼りよう子こちゃん!!」

「…………!!」

　はっ!?　とするおおかみさん。

「まあ、要するに……今のままで涼子ちゃんは可愛い!!　森もり野の君もげろってことですの!!　ちくしょう!!」

　りんごさん、ヒートアップして、少々美少女的にあるまじき言動になってるので、注意してください。

「……で、オレはどうすればいいんだ？」

　最後は呆あきれるおおかみさん。以上おおかみさん七しち変へん化げでした。

　にしても、おおかみさんの表情がくるくる変わりますね、一いつ匹ぴき狼おおかみ気取ってた頃ころが噓うそのようです。

「涼子ちゃんは、涼子ちゃんのままでいればいいってことですの。そんな涼子ちゃんだからこそ、森野君は好きになったんですし」

「いや、でも……」

　周りから見たら、なんでもないことで不安になってしまう。恋ですね～乙女おとめですね～。

「ただ策がないことはないですの」

「なんだっ!?」

　ぐぐいと、さっきよりもりんごさんに顔を近づけるおおかみさん。




　ちゅっ




　そんなおおかみさんに、りんごさんはカウンターでキスをした。

「ｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ[image: ]＠」

　おおかみさんがバグりました。

[image: ]

「なっなにしやがる!!」

「いや、涼子ちゃんが無防備すぎたのでつい……」

　まあ、二回もぐいと顔を寄せたおおかみさんが悪い……んですかね？

「まあ、それはともかく、ちょっと待ってくださいの」

　立ち上がり、クローゼットの中をごそごそするりんごさん。

「どこに～しまったかな～ですの～♪　…………ありましたの!!」

　ご機き嫌げんですね。いったいなにを用意してるのか……

「それには、これですの!!」

　りんごさんの取り出したのは制服のスカートでした。

「こっこれは……」

　ですが、なんか布の面めん積せきが足りない気がします。おおかみさんのスケバンふうロングスカートではなく、普通の制服のスカートと比べても、間違いなく布が少ない。

　そう……それはミニスカでした。

　大事なことなのでもう一度言います。

　ミニスカでした。

　ミニスカートでした。

　ミニなスカートでした。

「せっかく作ったのに、涼りよう子こちゃんが穿はいてくれなかったヤツですの」

「…………これを……オレが穿くのか？」

「そうですの」

　そうです。

「涼りよう子こちゃんの武器は脚!!　森もり野の君は脚が好き!!　それならもう、涼子ちゃんの脚で森野君をめろめろにするしかないじゃないですの!!」

　くわっと、目を見開くりんごさん。

「つまり、高身長？　むしろどんどん伸びてくれ!!　身長伸びれば脚も伸びる!!　涼子の脚は最高、もうそれ以外はどうでもいい!!　俺おれより背が高いとかももうどうでもいい!!　涼子ちゃんの脚にスリスリしたい!!　涼子ちゃんの脚をぺろぺろしたい!!　涼子ちゃんの脚をクンカクンカしたい!!　……みたいに思わせれば、涼子ちゃんの背がどれだけにょきにょき伸びても、全く全然問題なしですの!!」

「なっなるほど!!　でも、クンカクンカはだめだ!!」

　スリスリとペロペロはいいんですか？

「そして、脚を強きよう調ちようするなら、ミニスカですの!!　今までの制服のスカートはスリットで、チラリズムを武器にしてましたの。だからここで　ばばーんと脚を見せれば、ギャップでＫＯですの!!　見せてたなら隠す、隠してたなら見せる！　新しん鮮せんさは魅み力りよく!!　ギャップは魅力なんですのよ!!　はい涼子ちゃん、『Repeat after me』、ギャップは魅力!!」

「ぎゃ、ぎゃっぷは魅力」

「声が小さいですの!!」

「ギャップは魅力!!」

　りんごさんに巻き込まれて、おおかみさんのテンションがおかしなことになってます。あと、りんごさんの英えい語ごの発音が無む駄だに良かったです。

「で、どうしますの？」

「……わかった!!　ミニスカだろうがなんだろうが、穿はいてやる!!」

　握にぎり拳こぶしで宣言するおおかみさん。

「涼子ちゃんが穿く気になってる……うれしいんですけど悲しいですの……」

　りんごさんが、いくら頼んでも穿いてくれなかったミニスカ。

　おおかみさんのロングスカートにスリットが入っているのは、りんごさんの苦肉の策だったのです。

　ミニスカ穿いてくれないから、スリット入れたら動きやすいですのよ～、ロングスカートだからスリット入れても問題ないですのよ～と、だまくらかしておおかみさんの制服がああなったんですよ。

　それが、こうも簡かん単たんにミニスカ穿かれると、りんごさんがいろいろ考えてしまうのも無理ないかもしれませんね。

「では、さっそく、穿いてくださいの」

「なんでだよ」

「涼りよう子こちゃんは、味見もせずに料理を他人に出すんですの？　まずチェックして、おかしくないか確かく認にんして、それでゴーでしょうですの」

「………………たしかにそうだな」

　納得するおおかみさん。相変わらずチョロいです。

「さてどうしましょうですの～ニーソにするかハイソックスか。ここはやっぱり普通というギャップを強きよう調ちようするために、紺のハイソックスなんかがいいですの？」

　というわけで、りんごさんにそそのかされて、おおかみさんの制服がミニスカに。

　……トレードマークのスケバン風制服が変わるとか、さすが、後ご日じつ談だん。もう、やりたい放題ですよね。







　翌日、朝、いつもの待ち合わせ場所。

「よっよう」

「…………」

　そこで豆鉄砲を喰くらった鳩はとのように、ぽかーんと口を開けているのは、亮りよう士しさんです。

　理由は単純、おおかみさんの制服のスカートがミニスカだったから。

　そりゃ脚フェチの亮士さんが、この素敵すてきなおおかみさんを見れば、こうもなります。

　朝、いつもの待ち合わせ場所に来てみたら、ただでさえ天使だったおおかみさんが、ミニスカ天使になってるんですよ？　どんなご褒ほう美び展開ですか。

　ちなみに、ここは外で、少ないながらも人通りがあるので、おおかみさんはスケバンモードです。

「…………」

　衝しよう撃げきでおはようの挨あい拶さつすらできなくなってる亮士さんに、おおかみさんは居い心地ごこちが悪そうにもじもじして、スカートの裾すそを気にしながら言った。

「じゃっじゃあ、行こうぜ」

「あっああ」

　おおかみさんは亮士さんの顔を正面から見られず、一人ひとりで歩き出します。

　どうやら、くそー、やるんじゃなかった。亮士呆あきれてるじゃないか……と、後悔し始めているようです。

　ですが、そんなおおかみさんを、どうにか我に返った亮士さんが呼び止めた。

「ちょっちょっと待て」

「……？」

　振り返るおおかみさん。

　そして不安そうにしているおおかみさんに、心の底からの言葉をかけた。

「……すごく似合ってる」

　亮りよう士しさんは、亮士くんから進化したとは思えないくらいに、できる男なのです。

　一いつ瞬しゆんで、ぱあぁと笑顔えがおになるおおかみさん。

「見み惚とれてしまって、すぐに声が出なかった」

「そっそうか？」

　超うれしそうで、見てると幸せになれる笑顔ですね。

　恋する乙女おとめほど可愛かわいい生き物はそうそういませんよね!!

　…………亮士さんに関してはもげろ以外の感想はありませんが。

「じゃあ行くか」

　亮士さんがそう言って歩き出すと、

「おっおう!!　……えへへ」

　おおかみさんは、亮士さんが隣となりにきたところで腕を組む。

　うらやましいと思った皆さん、よく考えてください!!　おおかみさんはおっぱいが小さいというか皆無、故に腕を組んだときにおっぱいの当たる感触がない!!　そう、ぷにとかふにとかいう感触が皆無なのです!!　故に、うらやましがる必要はないのです!!

　…………時に、話は変わりますが、恋人同士が腕組んで歩くことを法で規制するべきだと思いませんか？　自転車の二人ふたり乗のりが規制されてるみたいに。

　なぜなら、腕組んで歩いてると、車や自転車とすれ違うとき邪じや魔まですし危ないですし。これはもちろん、嫉しつ妬とではなく安全のために仕方なく提言しているのですもげろ。







　そのあと仲良く登校していた二人ですが、人通りが増えてきたので、おおかみさんは亮士さんの腕に絡ませていた腕をほどきました。残念そうな顔をしたのがどちらだったのかは、言うまでもないでしょう。

「亮士。今日きよう一時間目なんだっけ？」

「たしか数学だ」

　そんなふうに話しているおおかみさんは、周囲の視し線せんを一身に浴びてます。

「おおー」

「すごい……」

「うわなにあの脚の長さ」

「完全敗北だわ……」

「あかん、宗しゆう旨し替がえしそうだ」

「……脚っていいな」

　御お伽とぎ学がく園えんでも有名人のほうに位置するおおかみさんが、一日でロンスカからミニスカにチェンジですからね。そりゃ見られます。

　なにより、何度も言うように、おおかみさんはすごい美脚なのです。

　背が高いだけでなく、身長に対する脚の比ひ率りつも高いですし、運動をしてるのでアスリート系のというか、野生動物を彷ほう彿ふつとさせる実用的な筋肉がつき引ひき締しまっている。

　ただ細いだけでない、健康的な美脚。

　そして、筋肉がついているのにスラッとして見えるのは、ただ単純に脚が長いから。

　鍛きたえてて、そこそこに筋肉がついているおおかみさんがスレンダーに見えるのも、背が高いからなんですよ。

　…………もちろん、おっぱいがないからスラッと見えるというのもありますが!!

　それはともかく、おおかみさんは顔を赤くしながらつぶやいた。

「いっ居い心地ごこちわりぃ」

「仕方ないな、それだけ涼りよう子こが魅み力りよく的てきだと言うことだ」

「えっ!?」

「俺おれだって思いっきり惚ほれ直したしな」

「なっ!?　はっ恥ずかしいこと言うんじゃねーよ!!」

　そう言いつつも、照れ照れですごくうれしそうなおおかみさん。

　はいはい、よーござんした。

「ひっひやあぁぁぁぁ」

「ひぃいぃいぃ」

「あばっあばばばばっ」

「ありがたや、ありがたや」

　あ、こののけぞったり、悲鳴上げたり、腰抜かしたり、拝おがんでるのは、間違いなく亮りよう士しくんのご同どう輩はいですね。

「おっおれはおっぱいが……いやでも……」

「アア……オレキョウカラ、アシフェチニナルンダ……」

「気持ちはわかるが、気をたしかに持つんだ!!　気持ちはわかるががががー」

　このおおかみさんミニスカ事変で、紳士たちの派は閥ばつの勢力に変化が見られるのは間違いないでしょう。

　心の底からどうでもいい話ですが。







「なにこの脚、なにこの脚っ!?　自慢なの？　自慢なのね？　自慢げに見せびらかしやがって！　くやしー!!」

　これは、おおかみさんと亮りよう士しくんが教室に着くなり傍そばにやってきた、マチ子こさんの第一声です。

「うっうるせーな」

　あまりに直接的なマチ子さんの言葉に頰ほおを染めつつ、自分の席に着くおおかみさん。

「ふんっ、胸はウチが勝ってるんだからね!!」

　マチ子さんはそんな負け惜しみを言いつつ、おおかみさんの脚を、さわさわする。

「さっ触さわるな!!　くすぐってーだろ!!　それに、これけっこう恥ずかしーんだぞ」

「ここまでこれみよがしに見せてるくせになに言ってるのよ!!　ちょっとくらい触らせなさいよ、減るもんじゃなし!!」

「つーか、なんで触りたがるんだよっ!?」

「あんたが桃ももちゃん先せん輩ぱいの胸見て、いいな～と思うようなものよ。人は自分が持ってないものにあこがれるの！」

　朝っぱらから、賑にぎやかですねー。

「……で、このいい仕事をしたのは、りんごなの？」

「そうですの」

　ここまで出てこなかったりんごさんが、ひょっこり会話に入ってきました。

「うわっ、りんごお前いつの間に!?」

　背後からいきなり声が聞こえたので、驚おどろくおおかみさん。

「いつの間にって、ずっといましたのよ」

　そう言うりんごさんの手にはビデオカメラが。

「はあ？」

「森もり野の君をがんばってめろめろにするんですのよ!!　と涼りよう子こちゃんを一人ひとりで送り出したあと、こっそり尾行してましたの。おかげで可愛かわいい涼子ちゃんの姿がばっちり……」

　持ってるビデオカメラで、しっかり保存されたわけですね。

「なにしてんだよてめー!!」

「ふん、こんなご褒ほう美びでもないと、涼子ちゃんと森野君の二人ふたりで登校とか認めませんのよ!!　男は狼おおかみなんですのよ？　私がちゃんと見てないと、二人で絶対どこかのホテルにしけ込んでしっぽりと……」

「するか!!」

　まあ、デレまくったおおかみさんも、さすがに早朝からというのはないでしょう。

　それに相手は亮士さんですからね。

　間違いなく、おおかみさんの乙女おとめチックな夢を、叶かなえる感じになるはずですし。

　で、話題に出てきた亮士さんですが、ちゃんといますよ？

「くっそー、これでダーリンをめろめろにしたわけね」

「あん？」

「ダーリンの視し線せん、完全に涼りよう子この脚に固定されてるし」

　なるほど、隙すきあらばおおかみさんの脚を見てるから会話が少ないと……どれだけ脚が好きなんですかあなたは。

　脚をガン見してるので、話に入ってこれなくて、空気になってる主人公とか、新しすぎるでしょう。

「んなっ」

　そのマチ子こさんの言葉で見られてることに気付き、おおかみさんは脚を手で隠そうとし……しかし気力で手を止めた。

　まあ、悩殺しようとしてるんですから、隠しちゃダメですよね。

「…………ふん」

　おおかみさんは真まっ赤かな顔で、それでも背筋を伸ばし、その長い脚で颯さつ爽そうと歩いていき、自分の席に座った。

「はうぅ～ん、素敵すてきですの」

「悔しいけど……いいわ」

「…………最高だ」

　右から、りんごさん、マチ子さん、亮りよう士しさんなんですが……みんなおおかみさんの脚にめろめろですね。







　放ほう課か後ごになりました。

　というわけで、いつもどおり連れだって御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店へとやって来たおおかみさんたち三人。

「今日きようは一番乗りですのねー、おつう先せん輩ぱいがいないことですし、私が飲み物を用意しますの。涼子ちゃんはなに飲みますの？」

「あーお茶でいい」

「森もり野の君は？」

「涼子と同じでいい」

「わかりましたの。涼子ちゃんがお茶で、森野君がただの水道水と」

　ただいまりんごさんが、小こ姑じゆうとと化しております。

「…………」

　そして、反はん論ろんしないヘタレな亮士さん。

　まあ、亮士さんは亮士くんですしね。

　それはともかく、いつもどおりどっかりとソファに座るおおかみさん。

「あーつかれた」

　珍しさから、校内の視し線せんを一身に浴びてしまったためにお疲れのようです。

「今なら動物園の動物の気持ちがわかる……」

「おつかれ」

　苦笑しながら亮りよう士しさんも、おおかみさんの向かいに座る。

　そのまましばらく、おおかみさんがうだーっとし、亮士さんがほほえましいものでも見るようにおおかみさんを見ていると、お茶の準備をしていたりんごさんが戻ってきた。

「うふふ、それだけ涼りよう子こちゃんが魅み力りよく的てきだということですのよ。ねえ森もり野の君？」

「ああ」

　カップをテーブルの上に置いていくりんごさん。

　りんごさんと、おおかみさんの分はお茶で……亮士さんの分は本当に水道水でした。しかもカップ酒の空き瓶に入ってました。この空き瓶、嫌いやがらせのためにわざわざ用意したんですか？　嫌がらせのためなら、手間を惜しまない……なんというか、りんごさんってあいかわらずすごいですね。

　さすがの亮士さんも、これにはキレ……

「…………」

　……ることなく、その水道水に口をつけました。

　亮士さんの背中から、哀あい愁しゆうが漂ってきております。

　まるで家に居場所のない、お父とうさんのようですが……ここはスルーで話を進めます。

　そんなりんごさんの言葉に、照れるおおかみさん。

「なっなに言ってんだ」

　でもって、その照れを隠そうとしたのか、いつもどおりを装おうと、いつもどおり脚を組んでしまうおおかみさん。

「ぐふっ」

　それを見た亮士さんが、むせました。

　口の中の水道水を吐き出さないよう、口を閉じてこらえたためにむせたのです。

「涼子ちゃん……だいたんですのね」

「なにがだ？」

　そう言いつつ、慣なれないミニスカで感覚が違って据わりが悪かったからか、脚を組み替えるおおかみさん。

「ぶしゅー!?」

　あ、亮士さんが水道水を噴ふき出しました……鼻から。

　口は閉じられますが、鼻は閉じられませんからね。

「おっおい、亮士どうしたんだよ!!」

「ぐふっげふっごふっ」

　鼻からジェット噴ふん射しやのように水を噴ふき出した亮りよう士しさんに、慌てて駆け寄るおおかみさん。ハンカチを取り出して、濡ぬれた亮士さんを拭ふいて……って、なんてかいがいしいのでしょうか、モテない方々の怨えん嗟さの声が聞こえるようです。ちくしょう。

「それで、なにが大胆なのかと言うとですの」

　そんなかいがいしく世話を焼くおおかみさんに、りんごさんが言った。

「ん？」

「男の前でミニスカで脚組んで、あまつさえ脚を組み替えるとか……もう、悩殺しようとしているとしか思えませんもの。まあ、たしかにそれが目的だったんですけど」

　そこでようやく自分の行動を思い出し……

「えっえっ……あっ!!」

　か[image: ～][image: ～][image: ～]っと真まっ赤かになるおおかみさん。過去最高レベルの赤さです。

　おおかみさんはずっとスリット入りのロングスカートだったもので、そういう視し線せん防御がおろそかになっていたんですよね。あれだと、脚組んでも見えませんし。

　……が、今はミニスカ。

「こっこれはだな！　その、わっ忘れてて……だから、悩殺とかそんなんじゃなくて……」

　パニックになり、あわあわと、両手をさまよわせるおおかみさん。

　おお……これは、新しん鮮せんな反応です。

　昔のおおかみさんなら、亮りよう士しさんはぶん殴られてたところなんですが……今のおおかみさんにとっては、見られた恥ずかしさよりも、そんな女だと思われるのが問題なわけなんですよ。

　どうです？　このおおかみさんの乙女おとめっぷりは。

「大丈夫ですのよー、涼りよう子こちゃんは私が選えりすぐった可愛かわいいのしか穿はいてませんし……ねえ、森もり野の君？」

「あっああ」

　ていうか亮士さん、なに頷うなずいてるんですか!!

　完全に見てるじゃないですか!!

　そういえば、亮士さんは目が異常に良いとかいう設定がありましたね。……亮士さん、あなたは、どれだけ鮮明に見ちゃったんですか？

　まったく、役やく得とくすぎやしませんかっ!?

　ですが、ハッピーエンド後のヒーローなんて、こんなものなのかもしれません。

　だって、全すべての障害をぶち壊こわして、あとはいちゃつくだけなんですし……

「で、今の気持ちは？」

「生まれてきて良かった……」

　まあ、あの素敵すてきな脚は亮士くんのですからね。

「もうちょっと詳しくですの」

「……涼子に出会えて、しかもその涼子が俺おれの恋人とかもう……生まれてきて良かった」

　最初の『涼子』の前には、『こんな素す晴ばらしい脚をした』が入りそうです。

「そうですのよねー、涼子ちゃん素敵ですものねぇ」

　うんうんと頷くりんごさん……が、話はそこで終わりませんでした。

「ま、それはともかく森野君、すたんどあっぷぷりーずですの」

　あ、このくだり、前に見たことある気がしますね。

　前に、ふんぞり返ったおおかみさんのスカートを、りんごさんがめくって、おかげで亮士くんが立てなくなったとか言うことがあったはず。

　……が！　ですが！　今の亮士さんは、昔の亮士くんとは違うのです!!

「ふっ……」

　ほら、亮士さんは颯さつ爽そうと立ち上がって……

「……後生ですから、勘弁してください」

　……立ち上がらず、床に額ひたいをこすりつける勢いで頭を下げました。

　まあ…………男なら仕方がないですよね!!

「お～ほっほっほっほっですの」

　そんな、丸見えになっている亮士さんの後頭部をペチペチ叩たたきつつ、心底楽しそうに笑うりんごさん。

「ほら、涼りよう子こちゃん!!　涼子ちゃんの魅み力りよくで森もり野の君めろめろですのよ？　立ち上がれなくなるくらいに！　立ち上がれなくなるくらいに！　立ち上がれなくなるくらいにっ!!」

　重要なんで三度も言ったりんごさん。

　後ご日じつ談だんでも、その腐れロリっぷりがハンパありません。

「……………………おう」

　…………で、なんでうれしそうなんですか、おおかみさん!!

「今日きよう一日森野君の視し線せんを釘くぎ付づけでしたし、今後も時々ミニスカを穿はけば、森野君が心底涼子ちゃんに服従するのも時間の問題ですの!!　あ、そうだ!!　これからは、いつものロンスカとミニスカだけじゃなく、ノーマルのスカートというか制服を混ぜるというのも良いかもしれませんの!!　どれだけご飯が好きでも、時々は麵めん類るいやらパンが食べたくなるものなんですのよ!!」

「そっそうか？　……わかった」

　亮りよう士しさんを自分の魅力で前まえ屈かがみにさせたために、どことなく自信が出てきたらしいおおかみさん。

　亮士さんは、そんなおおかみさんに言った。

「……涼子。お前がいったい、なにを気にしている……気にしていたのかはわからないが」

　亮士さんは、やはりおおかみさんの様よう子すがおかしいことに気がついていたようです。

　……まあ、普通気がつきますよね。ミニスカになってますし、気がつかないほうがどうかしてます。

「なにが起ころうと、俺おれが涼子から離はなれていくことはない。だから、なにか悩みがあるなら、話してくれ……守るって言っただろう？　それに涼子が悩みを一人ひとりで抱え込んでいるのが俺には辛つらいからな」

「亮士……」

　潤うるんだ目で亮士さんを見つめるおおかみさん。

「その言葉だけで、オレはもう大丈夫だ」

「……そうか」

　良い雰囲気の二人ふたり。

　そんな二人にりんごさんが、お茶をすすりながら言った。

「どんなにかっこいい台詞せりふでも、前屈みで言ったらかっこつきませんのねー」

　いや、まったく、りんごさんのおっしゃるとおりで。







　時は流れて抜き打ち身体測定当日。

「で、どうでしたの？」

　その問いに、どよーんとしつつ答えるおおかみさん。

「…………………………１７２センチだった」

「正せい確かくには？」

「…………………………………………………………１７２・６」

「あら、やっぱり、家で測ったのとだいたい同じですのね。しかも四捨五入したら……」

「すんな!!」

　りんごさんは赤あか井いなので、一番最初に身体測定が終わるんですよね。で、終わったあと、おおかみさんを待っていたわけです。

「……はぁ」

　どよーんとした顔のおおかみさん。

「ゆかりにようこそって、満面の笑えみで言われた……」

　ここで言うようこそとは、１７０以上の世界にようこそということです。

　あ、も一つ注釈入れると、ゆかりとはピノキオ君とカップルのぜぺっとさんのことで、身長は１７４センチ。

「考えてみれば、亮りよう士しが気にしないって言っても……オレが気にする」

「まあ、あんまり大きいと、結婚式のときとかにお姫様だっことかしてもらうのがきついですものね～」

「ああ……」

　さらっと言ったりんごさんに、思わず普通に相づちを打ってしまうおおかみさん。

「…………じゃない!!」

「ふふ、わかってますのわかってますの」

「ならなんでそんな顔してやがる!!」

　りんごさん、にやにやとものすごくイヤラシイ顔してます。

　おおかみさんは、今日きようも楽しく遊ばれてます。

　その後、教室に戻ったおおかみさんが、しばらくどよ～んとしていると、身体測定を終えたらしい主人公が戻ってきました。

「あ、森もり野の君が帰ってきましたの」

「なにっ!?」

　そう言うやいなや、亮士さんに駆け寄るりんごさん。

「森野君、森野君、森野君～」

「……なんだ？」

　思わず身構える亮士さん。まあ、気持ちはわかります。

　ですが、りんごさんは普段ふだんは腐れロリですが、時々は良い子になるんですよ？

「涼りよう子こちゃんが言いたいことがあるそうですの」

「なっ」

　ほら。

　りんごさんにそう言われたおおかみさんは、退路を断たれ……そして、決心したのか真まっ直すぐ亮りよう士しさんを見た。

「りょっ亮士」

「……なんだ？」

　どことなくおかしなおおかみさんの様よう子すに、いぶかしげな顔で聞く亮士さん。

「その……どうだったんだ？」

「どうとは？」

「その……………………身長」

「身長か。それなら……」

「ごくっ」

　息をのむおおかみさん。

「……１７３センチだった」

「ほんとか!!」

「ああ、正確には１７３・４だな」

「……………………はぁ、良かった……」

　ギリギリですが彼氏より背が高いと言う状態にならず、胸を……もとい、ない胸を撫なで下ろすおおかみさん。

「おい！　今のはわざわざ言い直す必要なかっただろ!!」

　気のせいです。まあそれはともかく、そんなおかしなおおかみさんに亮士さんは聞いた。

「どうしたんだ？」

「いえ、涼りよう子こちゃんの身長がとうとう大台超えて、１７２センチになってたんですのよ。しかも四捨五入したら……」

「だからすんな!!　というか、そんなにオレを虐いじめて楽しいかっ!?」

「ものすごく楽しいですの!!」

　りんごさん、天使の笑顔えがおを浮かべてます。台詞せりふを見えないようにすれば、物語の最後にヒロインが浮かべた笑顔と注釈つけても、間違いなく通用するでしょう。

　そんな二人ふたりを見て、納得といった表情を浮かべる亮士さん。

「……なるほど、だからか」

　最近のおおかみさんのおかしな行動の原因が、わかったのでしょう。

「そうですの。ちなみに森野君は、おっきな女の子は好きですの？」

　そのりんごさんの問いに、亮士さんは男らしく答えた。

「大好きだ!!　背が高ければそれだけ、脚が長くなり脚の体たい積せきも表面積も増えるんだからな!!」

　さすがは亮りよう士しさん、脚フェチの鑑かがみですね。

「ほら、私の言ったとおりですの。涼りよう子こちゃんは気にしすぎなんですのよ」

「みたいだな。…………ていうか、お前知ってたろ」

　余裕のりんごさんに、おおかみさんはぶすっとした顔で言う。

　りんごさんが亮士さんの身長も伸びていることに、前から気がついていたことを、察したからでしょう。

　まあ、りんごさん余よ裕ゆう綽しやく々しやくでしたからね、実際におおかみさんのほうが背が高かったら、反応は少しは変わってたでしょうし。

「当たり前ですの。だって涼子ちゃんと森もり野の君が並んでても別に涼子ちゃんのほうが高くは見えませんでしたもの。そもそも、隣となりにいる森野君も一いつ緒しよに伸びてたから、涼子ちゃんは自分の身長が伸びてることに気がつかなかったんですのよ？」

「なら、教えてくれたっていいだろ……」

「そんなの、おもしろくないじゃないですの!!　自分の体形を気にして不安になってる涼子ちゃんは、実に可愛かわいかったですの～」

「……お前な」

　心底呆あきれた様よう子すのおおかみさん。これはもう諦あきらめ入ってますね。

「うふふ～ですの」

　あと、言わなかった理由はそれだけではなくて、いちゃつく二人ふたりをうしろから見ていたからこそ気付けたことなので、普通に言うのはりんごさん的におもしろくなかったんでしょうね。

「まったく、赤あか井いは相変わらずだな」

　りんごさんの内心を知ってか知らずか、苦笑しながらそんなことを言う亮士さん。

　どことなく上から目め線せんな亮士さんの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、りんごさんがニコニコしたまま言った。

　気配けはいに敏感な人なら気がついたでしょう。今の一瞬でりんごさんの纏まとうオーラが変わったと。

「……あ、そういえば、涼子ちゃん。さっき廊下でおつう先せん輩ぱいに会ったんですけど、至急話すことがあるので来てほしいとか言ってましたの」

「は？　今か？」

「ですの」

「わかったちょっと行ってくる」

　そして……おおかみさんが消えた瞬間、美少女にあるまじき表情でガンをつけるりんごさん。

「おいこのヘタレ、なに調ちよう子しにのってんですのよ。ちょっと涼子ちゃんに好かれているからといって、いい気になるんじゃないですのよ」

　あと、ガスガスと亮士くんの脚を蹴けりまくってもいます。

「ひーすいませんッス、すいませんッス!!」

「あの脚は、あの脚は前は私のだったのに!!　それがちくしょう!!　ヘタレのくせにっ!!　おらおらおら、こんな近くから見つめちゃいますのよー」

「ひー!?　そんなに見ないでくださいッスー」

　…………まあ、おあとがよろしいようで。




　おまけ

　その夜。

「ふう……どうにか、勝っていたか」

　亮りよう士しさんは、自室で安あん堵どのため息をついてました。

「適度な睡眠、適度な運動、栄養バランスは若人わかとさんのおかげで毎日考えられてる。これで背が伸びなかったら、まずいからな」

　まあ、そうですよね。背が高い女の子が好きと言ったものの、彼女より背が高いのと低いのとどちらが良いかと問われて、彼女より背が低いほうが良いとか言う人はほとんどいませんよ。

　おおかみさんが自分の身長を超えても、嫌いになることはないが、それでもできればおおかみさんより背が高くありたい。

「さて寝るか。夜十時から午前二時が成長ホルモンが出る時間帯らしいからな」

　そのために、実は陰で努力していた亮士さんでした。







　　　宇佐見さんと田貫さんのハッピーエンドのあとの話







　ある日、田た貫ぬきさんが自宅でいつもどおり、フリフリエプロンにワンピースという若奥様ファッションで夕飯の準備をしていると……

「田貫ヤるわよーっ!!」

「はい？」

　宇う佐さ見みさんがやって来ました。

「いいからヤるわよ!!」

「えっなにを？」

「なにってナニよ!!」

「えっちょっきゃー!?」




　自じ粛しゆく
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　で、しばらくして、ベッドの上では二人ふたりが並んでシーツにくるまってました。

　どう見ても事後です。

「…………言い訳を聞こうかしら」

「むらむらしてやった。今は反省している」

　周囲に封を解いた特徴的な形の小袋が何個か転がっているんですが……まあアレでしょう。

　詰めは甘いが同じ失敗は二度としない、策士なウサギだけのことはあります。

「……けど後悔はしていない!!」

「しなさい!!」

　間違いなく計画的な犯行ですしね。悪質ですよね。

「いーじゃない、いーじゃない。田貫も気持ち良かったでしょ？　いい声で鳴いてたじゃない」

　宇佐見さんは、ついていませんが、おっさんです。

「それでも!!　ていうか、こういうのはムードが必要でしょう!!」

　田貫さんは、ついてますが、乙女おとめです。

「はん！　ムードじゃお腹なかはふくれないっ!!」

「年とし頃ごろの娘として、それはどうなのっ!?」

　にしても、色気のない会話ですね。

　裸でベッドの上にいるんですから、愛でもささやいたらどうですか？

　そのあとも二人ふたりでわいわいがやがや、どう見てもお互い楽しそうに言い合ってたんですが、ふと会話が止まったそのときに、宇う佐さ見みさんがぽつりと言った。

「……そう言えばさ、田た貫ぬきといるとなんで居い心地ごこちがいいのかわかったのよ」

「え？」

「田貫、兄弟は？」

「……姉が一人ひとりいますけど」

「なら少しはわかるかもね。私は弟が四人ほどいるんだけどね。それだけ下がいるとね、私は家ではいつもお姉ねえちゃんなのよ」

「…………」

「で、家以外ではどうかというと、私ってこういう性格でしょ？　……考えてみると、思いっきり誰だれかに甘えたって記き憶おくが、ほとんどないのよね」

　まあ、宇佐見さんは強気で弱みを見せたがらない性格ですからね。

　しかも、高校入学時からしばらくは、将来のためにミスコンで優ゆう勝しようしたという箔はくをつけるため、おしとやかなお嬢じよう様さまを気取ってましたから、心の中を心底晒さらし出すとかできなかったでしょうし。

「でも、田貫になら思いっきり甘えられるじゃない？」

　なるほど。いきなり田貫さんを襲おそったのは、甘えていたわけなんですね。

　そう考えてみれば、宇佐見さんの行動も、可愛かわいらしく見えて、見えて…………見えてきます？

「まあ、ちょっと甘えすぎてるかなーと思わないでもないけど……でも、適度な甘え方がわからなくて」

　甘え方がわからないとかいうレベルの話ですか？

　どこの世界に甘えたいから、男を襲う女子高生がいますか……いますね、ここに一匹。

「……怒ってる？」

　上うわ目め遣づかいで、田貫さんを見る宇佐見さん。

「………………はぁ、仕方ないですわね」

　そんな宇佐見さんに、田貫さんは大きくため息をついたあと、ちょいちょいと宇佐見さんを手招きすると、

「ん？　……あっ」

　宇佐見さんを抱き寄せた。

「で、どうしたのかしら？」

　宇佐見さんの頭を優やさしく撫なでつつ、そう聞く田貫さん。

　そんな田貫さんに、宇佐見さんはおずおずと抱きつくと、田貫さんの心音に安らぎを感じながら目を閉じて口を開いた。

「……………………………………うん。ええとね、最近どうにもタイムが伸び悩んでて……」

「うん」

「大学でまで本気で陸上しようなんて奴やつらは、才能のある奴らばかりでしょう？」

「そうね」

「自分がその中に入ってやりあ合えるのか、心配になってきて……」

「宇う佐さ見みなら大丈夫ですわ」

「……」

「それに、もしだめでも、今みたいにわたくしが甘やかしてあげますわ」

「……うん」

「…………」

「…………」

「…………」

「……そういえばね」

「ん？」

「ここ一番の勝負のときに、この髪を切って頭を軽くしようと思うんだけど……田た貫ぬきって髪の短い子をどう思う？」

「宇佐見は、どんな髪型でも可愛かわいいですわ」

「………………にししし」

　田貫さんの顔に、頰ほおずりする宇佐見さん。

　なんというか、中身は乙女おとめのくせに男の包容力を感じさせる田貫さんと、肉食系なくせに微妙に繊せん細さいで女の子してる宇佐見さん。

　見た目はレズカップルなくせに性別的には問題なくて、でも精神的にはレズカップルという、倒とう錯さく的てきなのか倒錯的じゃないのか、わけのわからないことになっていますが……そんなちぐはぐな二人ふたりだからこそ逆にしっかり繫つながっていられるんでしょうね。

　以上、ハッピーエンドのあとも相変わらずな宇佐見さんと田貫さんでした。




　ちなみにこれ…………宇佐見さんスピンオフ話の、少しあとのエピソードなんですが、この期ごにおよんで、まだ恋人同士じゃないんですよね。

　そんな関係を楽しんでいる節もありますが……いい加減白黒つけたらどうですかね。ヤることヤってるんですし。







　　　地蔵さんと花咲さんのハッピーエンドのあとの話







　ドラフト会かい議ぎに地じ蔵ぞうさんが乱入し、なんやかんやでハッピーエンドを迎えた数日後。（地蔵さんスピンオフの数日後）

　花はな咲さきさんは、地蔵さん家ちにき来ていました。

「まぁまぁ、よくいらっしゃいました」

「うわっまじだよ!!　花咲仁じんだ!!」

「甲こう子し園えんのヒーロー」

「テレビで見たとおり……。老ふけてる……」

「久く美み姉ねえなにしてんの？」

「いや、こういうのは、最初が肝心だからな……」

「もう、なにしようがしわはなくならないって」

「まだシワなんてないぞっ!?　ほんとだぞっ!?」

　地蔵さんのお母かあさんと、五人の姉たちに初しよっぱなから歓迎される花咲さん。

　居間に通され、ようやく自己紹介。

「どうも初めまして、亜あ美みの母です」

「ごほん!!　初めまして、長女の久美です」

「年ねん齢れいは29……」

「年齢は今関係ないだろう!!」

「彼氏いない歴……」

「それも関係ないだろう!!」

「スリーサイズ……」

「どう考えても関係ないだろう!!」

「はいはーい！　私のスリーサイズはねー」

「絵え美み、お前は黙だまれ。……で、私が次女の宇う美みだ」

「三女の奈な美みよ、よろしくね」

「四女の絵美でーす」

「……五女……由ゆ美み」

「花咲仁です。初めまして」

「まあまあ、そんなに硬くならずに……ほら、このままいったら家族になるんだし!!」

「絵美姉さんっ！　そんな気の早い……」

　その言葉に真まっ赤かになる地じ蔵ぞうさん。

「お姉ねえちゃんって呼んでいいよ～」

「……子供ができても……おばさんとは言わせない」

「奈な美み姉さん、由ゆ美み姉さんっ!!」

「おい、お前らはしゃぎすぎだぞ」

「そうそう、年取って枯れて落ち着いた久く美み姉を見習え」

「まだ枯れてないっ!!」

　そんな感じで、地蔵家姉妹による漫才が行われていると、

「…………」

　お父とうさんが無言でのそっとやってきました。

　なにげに初登場かも知れません。

　中肉中背で、メガネで、髪の毛がちょっと薄うすくなり気味で、よく言えば優やさしそうな、悪く言えば威い厳げんのない、そんな感じのお父さん。

「君が花はな咲さき君か」

「初めまして、花咲仁じんです!!」

　ババッと立ち上がり、頭を下げる花咲さん。

　さすがの花咲さんも、緊きん張ちようしているようです。

「……あみをよろしく頼むよ」

「はい!!」

「あと、もう二度とあみを泣かせないように」

「……一度失敗してますし、未み熟じゆく者ものなので必ずとは言えませんが、もう二度と泣かせないよう努力します」

　花咲さん、一度地蔵さんのことを思い身を引いて、地蔵さんを泣かせましたから、そのことを言ってるんでしょうね。

「うん、それでいい」

　それだけ言うと部へ屋やから出ていく、お父さん。

　それにしても……姦かしましい女性陣に比べると、お父さんは普通でした。

「あ、そうだ。晩ご飯は食べていくんでしょう？」

　お母かあさんが花咲さんに聞きました、

「いえ、そこまで甘えるわけには……」

「いいからいいから。来るって聞いてたから、もう材料買っちゃってるのよ」

「そうですか……では、ありがたく戴いただきます」

　その後、出会いがどうだ、どんな付き合いしてるんだ、根掘り葉掘りひたすら質問され、花咲さんと地蔵さんが真面目まじめにそれに答えていると、あっという間に夕食になりました。

　大家族な地じ蔵ぞうさん家ちだったので、食卓も大きく、大柄な花はな咲さきさんもどうにか入れました。

「「「「「「「「「いただきます」」」」」」」」」

　皆で手を合わせたあと、食事が始まりました。

　花咲さんが来ることを知っていたからか、とても豪勢です。

「いやーこんなご馳ち走そうがでるなら、花咲君には毎日来てほしいわ」

「毎日だったらこんなに豪勢になるわけないだろう」

「……それに……また太るよ」

「うっ、それを言われると……」

　そんな賑にぎやかな食卓で、花咲さんはつぶやいた。

「……なるほど」

「お口にあったかしら？」

「はい、すごく美味おいしいです。それに……あみさんのお母かあさんの作った料理だなと」

「そうなのよ！　あみは他ほかの子たちと違って、よく手伝てつだいしてくれるから～」

「なっ!?　わたしたちだってするじゃん!!」

「年に数回で威張るんじゃないよ!!」

「……なるほど。花咲君、もう餌え付づけされてるのね」

「はい。作ってくれるというので言葉に甘えまして……。ただ食費は渡してますが、どうもそれ以上のものを貰もらってるようで……」

「そっそれは私が好きでやっていることだし！　遊びに行ったときとかは、出してもらってるから!!」

　それを見たお母さんが、地蔵さん以外の娘たちを見渡し言った。

「あんたら、見習いなさい。これが裏のない、可愛かわいい女の反応よ」

「くやしいけど、きゅんときたわ……」

「すれきった久く美み姉ねえはともかく、私はまだ間に合うはず……」

「まだすれきってない!!」

「またまたご冗じよう談だんを……」

「冗談じゃない!!　私はまだ乙女おとめだ!!」

「…………それはそれでひくわ」

「いや、肉体的にじゃなくて精神的にだな!!」

「久美姉。目の前で娘に非処女だとカミングアウトされた、お父とうさんの身にもなってみたら？」

「誰だれのせいだっ!!」

　大おお騒さわぎの食卓。

　台詞せりふが一つもなく空気と化していますが、一応お父さんもいます。

　とまあそれはともかく、地蔵さんは花咲さんに、少しだけ恥ずかしそうに言った。

「花はな咲さきごめんな、騒さわがしくて」

「いや……楽しい家族だ」

　まあたしかに……楽しいは、楽しいですよね。傍はたから見てる分には。







　しばらくして花咲さんは、さすがにもう遅いからと御お暇いとますることにしました。

　そんな花咲さんを、家の前でお見送りをしている地じ蔵ぞうさん。

「八人家族だから、普通の家庭よりはちょっと賑にぎやかだったかもしれないが……」

「いや……そうだな」

　反射的に、八人家族だけが理由じゃないだろと言いそうになりつつ、どうにかそれを抑え込んだ花咲さん。

　花咲さんは空気の読める男です。

「これが花咲に見てもらいたかった、私の大切な家族たちなんだ」

「……ああ、あみのことを大切にしていることは、すごく伝わってきた」

　それはたしかに伝わってきましたよね。

　まあ、それ以外も伝わってたでしょうが。

「あみっ、そこでキスよ!!」

「ぶちゅーといきなさい!!」

「なっ、まだ早いぞ!!　あみはまだ高校生なんだぞ!?」

「久く美み姉ねえ、そんなこと言ってるから行き遅れるのよ」

「遅れてない!!　私はまだ二十代だ!!」

「雪ゆき女めさん、もう子供生まれたんでしょ？」

「むぐぅ」

「お母かあさん、早く孫の顔が見たいわ……」

「なら、今あみに花咲君についていくように言ったら？　あみが一番望みありそうよ？」

「そうねぇ……お父とうさん的にはどう？」

「…………（こくり）」[image: ←]頷うなずくお父さん。

「ＯＫだって」

「母さんに父さんまで!!　わっ私だって、その気になれば……」

「じゃあ、さっさとその気になりなさいな」

「むぐぅ」

　……いやむしろ、それ以外のほうが伝わりまくってる気もしますが。

「……それじゃあな」

「ああ！　おやすみ!!」

　顔を出してこっちを見ている地じ蔵ぞうさんの家族に頭を下げて、最後に地蔵さんと顔を見合わせてから、帰宅の途につく花はな咲さきさん。

　……が、地蔵さんがついてきました。

「そっそこの角まで!!」

「……ああ」

　並んで歩き……どちらからともなく手を繫つなぐ二人ふたり。

「「「「「きゃー!!」」」」」

　家に戻ったと思ったらまだいたらしく、うしろからそんな声が上がる。

　でも、地蔵さんはその声に真まっ赤かになりつつも、手を放そうとはしません。

「…………いいのか？」

「もちろんだ!!　…………あとで、絶対からかわれるけど」

「そうか……」

「…………」

「…………」

　名残なごり惜おしいからか、不自然にゆっくりと歩く二人。

　…………まあ、相変わらず仲良さそうでなによりです。ええ、ほんとに、ちくしょう。

　というわけで、地蔵さんと花咲さんの、ハッピーエンドのあとの話でした。







　　　頭取さんとアリスさんのハッピーエンドのあとの話







　卒業を間近に控えたある日、頭とう取どりさんとアリスさんは御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店に来ていました。

「アリス君どうしたんだい？」

「いえ、なんだか寂さびしくて」

　そう言って地下本店を見回すアリスさん。

「まあ、そうだね？　いろいろあったからね？」

「私は、頭取に巻き込まれてなし崩し的に御伽銀行に入りましたからね……。まさかこの私がこんな波は瀾らん万ばん丈じような、高校生活を送るハメになるとは……」

「はっはっはっ？」

　ジト目で頭取さんを見るアリスさんと、笑って誤ご魔ま化かす頭取さん。

　でもたしかに、アリスさんは真面目まじめなので、御伽銀行に入ってなかったら、普通の真面目な青春送ってそうですよね。

「でも、楽しかっただろう？」

「そう……ですね。大変ではありましたが、やりがいはありました」

「うんうん？」

　それに満足そうに頷うなずく頭取さん。

　……が、続きがありました。

「ただ、どこかの誰だれかの仕事まで私に回ってきたのは、どうも釈然としない物がありましたが？」

「はっはっはっはっはっ？」

　あ、どこかの誰かがまた笑って誤魔化してます。

「まあ、適材適所という言葉で、どうにか自分を誤魔化すことのできるレベルではありましたが」

　頭取さんがうろついて情報を集め、それをアリスさんが整せい理りするって感じですね。

　そう、頭取さんは遊んでばかりの昼ひる行あん灯どんじゃなかったんです!!

「それはそうと、学園長になにをお願ねがいするか決めたかい？」

　御お伽とぎ学がく園えん学がく生せい相そう互ご扶ふ助じよ協きよう会かい、通称御伽銀行の真のボスは御伽学園学園長の荒アラ神ガミ洋燈ランプで、御伽銀行を三年間ちゃんと勤め上げると、三つの願いを叶かなえてもらえる権利を得られるのです。

「いえ、まだです。頭取は？」

「ちっちっちっちっ、もう僕は頭取じゃないよ？」

　たしかにそうですね……ですが頭とう取どり頭取と連れん呼こし続けてきたので、他ほかの名前で呼ぶのは違和感があります。

「…………リスト君」

　なるほど、名字が一いつ緒しよなので、これから普段ふだん呼ぶときは、こうなるわけですね。

「あれ？　りっ君と呼んでくれないのかな？」

　そんな頭取さんの軽口に、キッと凛り々りしい顔で睨にらみつけるアリスさん……ちなみにほっぺは赤いです。

「冗じよう談だんだよ冗談？　それはともかく、願ながい事ごとのさじ加減が難むずかしいからね？　……無む理り難なん題だいを言うわけにはいかないけども、簡かん単たんなお願いだともったいない気がするし？」

「はい」

　そして願い事を叶かなえるか叶えないかは、学園長のさじ加減次第なのです。

　なんでもいいから大金よこせとかアホなこと言ったら、華か麗れいにスルーされるけど、大学で勉強したいが親に迷惑かけたくないので、返さなくて良い奨しよう学がく金きんをくれとか言ったら認められる……という感じです。

　ちなみに、ＯＧである亮りよう士しくんの叔母おばの雪ゆき女めさんは、三つの願いのウチの一つで、学園長を殴ったらしいです。ボール集めたお願いが「ギャルのパンティー」並みにもったいないですよね。

「まあ、腐るもんでもなし、とっておけばいいんじゃないかな？　もし学園長が死んでも次の学園長に引き継いでもらえるらしいし？」

　その頭取さんの言葉に呆あきれるアリスさん。

「そんなことを聞いたんですか？」

　そんなこととは、あんたそろそろ死にそうだけどあんたが死んだらどうなんの？　ということでしょうね。

「そりゃ聞くよ？　学園長はもう歳としだしねぇ？　ちなみに僕は、大学出るときに就しゆう職しよく関係で使うのがいいかなぁとか思ってるんだけどね？」

「手堅いですね」

「三つあるんだし、一つくらいは遊んでみてもいいかなとか思ってるけどね？　天下の荒アラ神ガミグループのトップにお願い出来るチャンスなんて、今後ないだろうし？」

「たしかに、そうですね。私たちから見れば、ただのエロ爺じじいなのですが」

　と、そんなことを話していると、おおかみさんと亮士さんとりんごさんが部へ屋やに入ってきました。

「あらアリス先せん輩ぱいと……、元頭取」

「元頭取とはお言葉だね？」

「桐きり木き先せん輩ぱいって言いづらくて……」

　まあ、そうですよね。字じ面づらで見ても、桐きり木き先せん輩ぱいって誰だれって感じですよね。しかも桐木先輩二人ふたりいますし。

「それできみたちはお仕事かい？」

「はい依頼が終わって、戻ってきたところです」

　こう答えたのは亮りよう士しさんです。

　口く調ちようが普通すぎて、○○ッスとかいうあの語尾が懐なつかしくなってきますね。

「で、これから戸と締じまりして帰ろうかなというところですの」

「そうかい？　アリス君、じゃあ僕らも帰ろうか？」

「戸締まりさえしてくれれば、別にまだいてもいいんですのよ？」

「いや、いいよいいよ？　ねえアリス君？」

「そうですね……もうこんな時間ですか」

　立ち上がる頭とう取どりさんとアリスさん。

「じゃあね？」

「皆さん、さようなら」

　そんな二人に挨あい拶さつする、亮士さんと、りんごさんと、おおかみさん。

「あ、はい、さよなら」

「さよならですの～アリス先輩と……桐木先輩」

「じゃーな、アリス先輩とキリキセンパイ」

「なんでそこだけ片かた言ことなんですの？」

「いやなんか、言いい慣なれてなさすぎて……」

「ははっ、まあおいおい慣れていってくれればいいよ？　卒業しても、顔を合わすことぐらいはあるだろうし？」

「まあ、同じ町に住んでますし、私たちも卒業したらエスカレーターで上に上がりますものね、今のところはですけど」

「そういうこと？」

「あ、そうだ桐木先輩」

「なんだい？」

「卒業式、ボタン取りに行ってあげましょうですの？　ほら、ボタンが全部なくなってるとなんとなく、人気者感が出て自慢出来るじゃないですの」

「はははは、いや、僕がやっても作為感バリバリで寒いことになるんで、遠えん慮りよしておくよ？」

「了解ですの。あ、それと、今までありがとう的作文で、アリス先輩を泣かそうとかいう企画があったんですけど、そのあとに道でばったり会ったりしたら、すごく気まずい気がするということで、却下になりましたの」

「……そうしてくれると、すごくありがたいですね」

　この発言はアリスさんですが、本気で言ってますね。……アリスさんってそういう突発的な出来事に弱いので、大泣きしちゃう自分が見えたんでしょうね。

「というわけで、春休み辺り、みんなで遊びに行きましょうってことになってるんですけど、誘って大丈夫ですの？　考えてみたら、このメンツで遊びに行ったことなかったなーという感じなので、記念に」

「ええ、大丈夫です」

「ボクも大丈夫だよ？」

「じゃあ、詳しいことは追って連絡しますの」

「はい……ではまた」

「さよならね～？」

　そして、地上に出た頭とう取どりさんとアリスさん。

「遊びにか……たしかに、みんなで出かけたことって依頼くらいでしかなかったね？」

「そうですね。最後に楽しい思い出を作るというのもいいですね」

「縁えんが切れるとは思わないけど、頻ひん繁ぱんに会うなんて出来なくなるだろうからね？」

「仕方ないことなんですが、寂さびしいものですね」

「でも、僕とアリス君はこれからも一いつ緒しよだろう？」

「えっ!?　ああ、そうですね。同じ学校ですからね」

　最初のえっ!?　は、思わず深い意味でとらえちゃったんですね、アリスさん。

　そんなアリスさんを見て、頭取さんは微笑ほほえんでいった。

「それもだけど……それだけじゃないよ？　ずっと一緒にいるって約束したからね？」

「…………」

「だからまあ、これからもよろしく頼むよ、ねえ、アリスちゃん？」

「はい、こちらこそよろしくお願ねがいします、りっ君」

　良い笑顔えがおで見つめ合う二人ふたり。

「ただ………………御お伽とぎ銀ぎん行こう時代のように、余り面めん倒どうをかけないでくれるとありがたいのですが？」

「いやははっはははっ、どっ努力するよ？」

　卒業し、御伽銀行の他ほかのメンバーと別れることになる、頭取さんとアリスさんですが、二人の腐れ縁は、まだまだ続きそうですね。

　というわけで、頭取さんとアリスさんの、ハッピーエンドのあとの話でした。







　ちなみに、遊びに行ったときにサプライズされて、アリスさんはしっかり泣かされました。

　りんごさんにないと言われたので、ないと油断してたらしく、相当綺き麗れいにサプライズが決まったらしいです。

　手紙花束プレゼント寄せ書き女の子同士で抱き合って～というコンボ喰くらってＫＯ。それでもうなにもしゃべれなくなって、あうあう言うくらい泣かされました。

　…………え？　頭とう取どりさんへのサプライズはあったのかですか？

　そりゃ、もちろん……その……あの…………………………今日きようはとても良い天気ですね。







　　　りんごさん寂しさの余りグレて親指姫みたいに男を渡り歩くことになる







　ある休日、場所は御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店。

　新会長に就任したおつうさんが、おおかみさんと亮りよう士しさんをこっそり呼び出していた。

「りんごがぐれたぁ？」

「はい、そうみたいなんです」

「……それは、どういうことなんですか？」

　そう聞く亮士さんに、おつうさんは言う。

「聞いたところによると、なんだかいろんな男性と、デートを繰くり返しているとか……」

「……マジで？」

「マジです」

　驚おどろきで、ちょっと間抜けな顔になっちゃってる、おおかみさん。

「付き合ってるわけではないらしいのですが……」

　それって逆に悪質ですよね。男心を弄もてあそんでますよね。

　りんごさんが誘うとは考えられないので、りんごさんは誘われてデートに行ってるんでしょうが……デートに誘うということは、りんごさんに好意を持っているということで……その少年たちはＯＫの返事を貰もらったとき、すごくうれしかったでしょうね。

　まさか他ほかの男ともデートに行きまくってるとか、思ってないですよね。

「赤あか井いが悪女に……いや、赤井の能力を使えば、不可能ではないんだが」

　亮士さん、散々りんごさんに弄ばれてるので、実感がこもってます。

　でもたしかに、りんごさんが持ってるぶりっこ能力をつぎ込めば、男をとっかえひっかえとか簡かん単たんに出来そうです。

「思い返してみれば……最近纏まとわりついてこない……」

　今さらながらにそんなことに気がついたおおかみさん。

　だからこそおつうさんが、二人ふたりを休日に呼び出したんじゃないですか。

　ていうか、今だってりんごさんが傍そばにいないでしょう？

　亮士さんに夢中すぎて、りんごさんのことがおろそかになってるとか、なんて友達がいのない……いや、恋が実ったばかりというのは、そういうものなのかもしれませんが。

　一番楽しい時期でしょうし。

「あの赤井さんですから、普段ふだんならそうそうヘマをするとは思いませんが……」

　いろんな男とデートしまくりとか、なんか修しゆ羅ら場ばが発生しそうですよね。

　ただ、普段ふだんのりんごさんなら素す晴ばらしいスケジューリングと、演技と口の巧うまさでどうにかしそうですが、最近のりんごさんは少しおかしいですからね。

　なんか、亮りよう士しくんに絡んでみたり、きーっと癇かん癪しやく起こしてみたり、幼児退行してだだこねたり。

　なんか自棄やけになった飲んだくれオヤジを、彷ほう彿ふつとさせる感じです。

「わかった、もしもがあるし、いろいろ探りを入れてみる」

「よろしくお願ねがいします」

　……というわけで、りんごさん話の始まりです。







　その頃ころ、グレて悪女化したという噂うわさのりんごさんですが……

「いやぁ、おもしろかったですねりんごさん」

「…………そうですのね」

　見知らぬ少年と、デートっぽいことしてました。

　どうやら映画を見てきたみたいですが、りんごさんは浮かない顔してます。ていうか、あのりんごさんが、ぶりっこの笑顔えがお一つ浮かべてません。

　あと、目が死んでます。

　とてもじゃないですが、デートをしているときに浮かべる表情じゃないですし、する目じゃありません。

「それで、これからどう……」

「……私、用事を思い出したので、帰りますの」

「えっ？　まだ昼すぎなのに……」

「さよならですの……」

　そう言うなり、男の制止に振り返りもせず、とぼとぼ歩いていくりんごさん。

　鬼ですね。

　少年を見てられません。

　ほら、ああ、どこで間違えたんだーとか、苦悩してるじゃないですか。

　ですが、りんごさんはスルー。

　りんごさんが悪女化し、可愛かわいくなくなっています。

「はぁ……おもしろくありませんの。涼りよう子こちゃんはかまってくれませんし……」

　そんな性しよう悪わる美少女と化したりんごさんが、帰ろうと駅前の辺りにさしかかったそのとき、

「どうした、しけた面つらしてるな」

　りんごさんに声をかけた人物がいました。

　声のするほうを、光の消えたどよーんとした目で見たりんごさん。

「猫ねこ宮みや……先せん輩ぱい？」

　はてながついてるのは、なんかもう汚れまくりだわ、身体からだより大きいんじゃないだろうかと言うほどの巨大リュックを背負っているわ……一言で言うなら、山ごもりから帰ってきたばかりという感じだから。

　でもたぶん、一応、猫ねこさんでした。

　汚れても美少年は美少年ですしね。

「おう、久しぶりだな」

　ニッと男臭く笑う猫さん。

「で、どうしたんだ？」

「…………あなたには、まったく以もつて関係ないことですの」

　ものすごく嫌いやそうな顔で、そう言うりんごさん。

「そいつは、お言葉だな」

　そしてそのまま、苦笑する猫さんの前を素通り。

　やっぱり今日きようのりんごさんはおかしいですね。

　基本りんごさんは嫌な相手だろうが、猫を被かぶったままで、そうそう笑顔えがおを消すことはないですからね。笑顔を浮かべつつ、心の中で罵ば詈り雑ぞう言ごん。そして嫌な目に遭わされたなら、後日仕返しを……みたいなことをするんです。まったくもって美少女にあるまじき腹黒さですが、まあそれがりんごさんですよね。

　でも、今のりんごさんは違う。

「…………」

　猫さんをスルーしたりんごさんは、そのままとぼとぼ歩いていき……人ひと気けがなくなったところで、唐突に口を開いた。

「で、いつまでついてくるんですの？」

「いや、さすがに今の赤あか井いを放ほうっておくのはな」

　まあ、やさぐれきってますからね。おおかみさん成分が不足して、禁断症状を起こしてるんでしょうが、どう見てもいつものりんごさんじゃないですし。

「大きなお世話ですの!!　ていうか、猫宮先輩に心配されるいわれはありませんの!!　さっさと消えて!!　しっしっ」

　何度も言うように、あのりんごさんがここまで本心をむき出しにしてるとか……よっぽどキてるんでしょうね。

「まったく嫌われたもんだな」

　ですが猫さんはまったく気にしてない模様。

　そんな猫さんを横目で見つつ、りんごさんは不ふ機き嫌げんさを隠そうともせず言う。

「……なんでか知りませんけど、猫宮先輩見てるとイラッと来るんですのよ。理由はわからないですけど、こいつ嫌い!!　って心が拒否するというか……」

「なるほど……だがまあ、それは仕方ないから、気にするな」

　理由はわからないけど嫌いとか、理不尽なことを言われたにもかかわらず、当たり前のように頷うなずく猫ねこさん。

「言われなくても気にしませんの…………ん？」

　と、そこでりんごさんが言葉の違和感に気がついた。

「仕方ない……ですの？」

「ああ、仕方ない。だから、お前が悪いんじゃないから気にするな」

　そんな猫さんに、りんごさんは少しの間考えたあと聞いた。

「…………もしかして猫ねこ宮みや先せん輩ぱいは、私が猫宮先輩を受け入れられない理由を知ってるんですの？」

　それにさらっと答える猫さん。

「ああ、知ってる」

　思ってもみなかった返事に、驚おどろくりんごさん。

　りんごさんが思い返してみても、猫さんとの接点が浮かばなかったんだから当然です。

「…………聞きたいか？」

「是非とも。……なんだかもやもやして、ヤな感じですし」

　死んだようだったりんごさんの瞳ひとみに、好奇心で少しだけ光がともりました。

「じゃあ話そう……と、その前に場所を変えるか。こんな道の真ん中で立ち話もなんだし、さすがに荷物も置きたいしな」

「その荷物なんなんですの？」

「いや、山ごもりなんてことをしてみたんだよ。こう、自分を見つめ直したかったというか、心を真っ白にして未練を断ち切りたかったというか」

　あ、やっぱり山ごもりだったんですね。

「山ごもりって、どこの少年漫画の主人公ですの？　バカなんですの？　死ぬんですの？」

　りんごさんは、相変わらずやさぐれモードですね。

「まあそれもこれからの話に、関かかわらないでもないな」

　そして、場所を移そうとしたとき、

「お、いたいた」

　おおかみさんがやってきました。

　手にはタブレットが。

　おおかみさんが拉ら致ちられるなんてことがあったので、御お伽とぎ銀ぎん行こうのメンバーはＧＰＳ付き携帯電話なんてものを持ってるのです。

「涼りよう子こちゃん……」

「聞いたぞ、なんか男をとっかえひっかえしてデートしまくってるそうじゃねーか。いったいなんでそんな真似まねを」

　ただでさえ虫の居所が悪かったりんごさん。

「あんま心配かけんじゃねーよ」

　りんごさんは、苦笑しながら歩いてくるおおかみさんと、その隣となりの亮りよう士しさんを見て、今まで溜ためていたなにかが爆ばく発はつしたのか、二人ふたりを睨にらみながら叫んだ。

「……だっ……誰だれのせいで私がっ、こんなっ!?」

「りっりんご？」

　怒りのこもったりんごさんの声。

　まさかそれが自分にかけられた言葉だと思えず、おそるおそるそう聞いたおおかみさんでしたが、

「来ないでっ!!」

　その拒絶の声にビクッとして固まる。

「…………ごめんなさいですの。でも、今の私は、涼りよう子こちゃんにだって酷ひどいことを言っちゃいそうで……」

「りんご……」

「…………っ」

　そこでおおかみさんに背を向け走り出すりんごさん。

「りんごっ!?」

　おおかみさんはそんなりんごさんを追いかけようとしますが、猫ねこさんに止められました。

「まて、大おお神かみ」

「でも、りんごがっ!?」

　焦った顔で猫さんを見るおおかみさん。

　りんごさんの不安定さが移ったのか、おおかみさんも、不安定になっています。

「お前らが行っても逆効果だろう……とりあえず俺おれ様さまに任せろ。あとで森もり野のに連絡するから」

「りんご……」

「お願ねがいします」

　混乱しているおおかみさんに代わり、亮士さんが答えると、

「森野、大神は任せた!!」

「はい」

　猫さんは持っていた荷物を地面に投げ捨て、りんごさんを追って走り出した。







「…………はぁ。なにをやってるんでしょう私……」

　おおかみさんたちから離はなれたあと、りんごさんはまた一人ひとりでとぼとぼ歩いていた。

「涼りよう子こちゃん……すごく傷ついてましたの」

　たしかに人間不信で一度は誰だれも信じない！　なんて状態にまで行ったおおかみさんですから、心を許したりんごさんに拒絶されたのは、相当なショックでしょう。

「……はぁ」

　そのままとぼとぼと歩いていたりんごさんですが、うしろから誰かが走って来たことに気がつきました。

「で、どうしたんですの？」

　まあ、猫ねこさんなのですが。

　とりあえず、りんごさんがどうにか落ち着いているのを確かく認にんした猫さんは、少しだけ安あん堵どしつつ言った。

「いや、その……なんだ。お前がなぜ俺おれのことを受け入れられないか話すと言っただろう？」

「じゃあ、さっさと話して消えてくださいの」

「わかった……が、その前にお客だ」

「お客？」

　りんごさんが振り向くと、そこには、

「赤あか井いさん!!」

　先ほど、りんごさんが完全にほっぽってきた少年がいました。

　他ほかにも、

「りんごさん!!」

「赤井さんっ」

「りんごちゃん!!」

　野郎が三人ほど。

　その野郎たちの雰囲気は普通ではなく、不ふ穏おんな空気が流れ始める。

「河かわ津づクンに、小こ金がね丸まるクンに、土竜もぐらクンに、燕つばめクン」

　それに気付いているのか、気付いていないのか、相変わらずの覇は気きのない目で野郎たちの名前を呼ぶりんごさん。

「捜したよ……」

　代表して、先ほどまでデートしていた燕クンと呼ばれた少年が言った。

「やっぱり納得がいかなかったんで、君を捜したんだけど……友人に聞いて回ったら……これはどういうことだい？」

　燕クンが視し線せんを向けたのは、三人の男たち。

　この三人は、りんごさんがとっかえひっかえしてたうちの三人なんでしょう。

「こんなにたくさんと、デートしてるなんて。いやたしかに付き合ってないし、誰とデートしようが君の勝手なんだろうけど、さすがにこれは……」

　りんごさんがいきなり帰ろうとしました。

　まあ、たしかに誰だれとデートしようがりんごさんの勝手ですが、でも、とっかえひっかえデート行きまくりというのは、褒ほめられた行為ではない気がしますが……

「ふん、別に問題ないじゃないですの。ただ暇なときデートに誘われたから、デートに行っただけですのよ」

　不ふ機き嫌げんな顔を隠そうともせずに、ぷいっとそっぽを向くりんごさん。やさぐれてます。

　りんごさんともあろう方が、ほいほいついて行かないであげてくださいよ。

　いくら腹黒くても美少女なんですから……どれだけ男心を弄もてあそべば気がすむんですか。

「……赤あか井いらしくないな。いつもの赤井なら、断ってたんじゃないのか？」

「何度も言うように、暇だったんですのよ」

　そこで猫ねこさんに気がついた、少年たち。

「なっ!?　猫さんまで……」

「ああ、俺おれ様さまのことは気にするな。ただ、成り行きでここにいるだけだ」

「そうですか……」

　そう言われても気になりますよね。猫さん目立つ人ですし。

「まあいいです……赤井さん」

「なんですの？」

「四人で話し合ったんだ。白黒つけてもらおうと」

　青春ですね。

　男の持つ、ロマンチシズムとか、そういうのが溢あふれまくってます。

「ふ～ん」

　それに比べてりんごさん、あなたのそのやる気のない態度はなんですか!!　ヒロイン失格ですよッ!?

「まずは俺から……。最初は外見だったのは認める。赤井さんは可愛かわいいから。でも、前のあの鬼おにヶが島しまに乗り込んだときに見た、大おお神かみの無事を祈るあの姿に、ぐっときたんだ!!」

「おれは大神と絡んでいるときの、楽しそうな笑顔えがおを見てからだな。ああいうときの赤井はすごく魅み力りよく的てきなんだ」

「友達想おもいなところはすごく素敵すてきだな、可愛いのにちょっと口が悪くて、でもすごく友達想い。こんな娘こと一いつ緒しよにいられたら楽しそうだなった思ったんだ」

　思いの外、真面目まじめだった皆さん……

「俺はマゾで、美少女に邪険に扱われたいんだ!!」

　……あ、一人ひとりダメな人がいましたね。

　ともかく、そんな四人をりんごさんは、なんの感情もない死んだ魚のような目で見て言った。

「超却下で。全然レベルが足りてませんの。ていうか、ヤりたい盛さかりだから女が欲しいって感じが、ありえませんの。童どう貞てい捨てたいなら他ほか当たってくださいですのよ」

　その見下すような表情から出てきた酷ひどすぎる言葉に、拳こぶしを握にぎり締しめる三人……とハァハァしてる一人ひとり。

　……この一人、場違いなんで消えてくれませんかね？

　それはともかく、りんごさんはその良く回る口で、聞くに堪たえない言葉を発していたのですが、

「…………そもそもこの私と付き合いたいなら、もう少しマシな男になってから……、痛いですのっ!?」

　途中でいきなり頭を押さえてうずくまりました。

「なっなにするんですのっ!?　女の子に手を上げるなんてっ!?」

　ゲンコツの主は猫ねこさん。

「お前は、女の子以前に、屑くずになりかけてた。だから、ゲンコツ落とした」

　勢いで言いすぎてしまったのをわかっていたのか、りんごさんは一いつ瞬しゆん言葉に詰まりますが、それでも虫の居所が悪いどころではない性しよう悪わる女おんな化かしたりんごさんは、猫さんを睨にらみつけながら言い返す。

「そっそういう猫さんはなんなんですの？　女の子に手を上げてっ!!　そんな猫ねこ宮みや先せん輩ぱいに屑がどうとか言う資格あるんですの!?」

「ないな」

「なら黙だまっててくださいの!!　ああもう、猫宮先輩なんかむかつきますし、生理的に受け付けないというか……ともかく気持ち悪いんですのよ、あなたはっ!!」

　生理的に受け付けないとか、最上級の悪口を言われても、猫さんは飄ひよう々ひようとした顔のまま。

「赤あか井い、落ち着け」

　だがそんな猫さんの落ち着きが気に食わないのか、りんごさんはどんどんとヒートアップしていく。

「ああもう、嫌い嫌い!!　みんなだいっ嫌いですの！　一人でいるとみると告こくってくるヤツらも、悪口言われているのにへらへら笑ってるヤツも……」

　そこでりんごさんは決定的な、一言を言おうとした。

「男が出来たら、男に尻尾しつぽ振ってばかりで、私を一人にす──」

「赤井!!」

　叫んでりんごさんの言葉を遮さえぎる猫さん。

「……赤井、それ以上はダメだ」

　そして、いつもの作ったかのような男臭さが感じられない、真剣な表情で言った。

「それ以上言うと、取り返しがつかないくらい…………君が傷つく」

「あっ……」

　りんごさんはその言葉で自分がなにを言おうとしていたかに気付いたらしく、その目に涙が溜まっていく。

「…………あ……私は……私……」

　信じられないと、認めたくないと、でもそれでもなにを言おうとしていたかは自分が一番わかっていて……

「気にするな。いくら友達相手だって、いらつくことはある。勢いで言いすぎてしまうこともな……」

「そんな気休めいりませんの!!　私は……あんなに大好きだった、あんなに私を助けてくれた、あんなに私を大事にしてくれて、あんなに私を信じてくれた涼りよう子こちゃんに……なんて酷ひどいことを言……ああ……」

　そして、りんごさんの目から涙がこぼれた。

　声も出さず、ただ静かに涙を流すりんごさん。

　そんなりんごさんに、男たちはなにも声をかけることができなかった……猫ねこさん以外は。

「赤あか井い」

「…………」

「赤井」

「…………」

「…………鼻水出て、すごく不細工になってるぞ」

「っ!?」

　うつろな表情で泣いていたりんごさんの頰ほおに紅べにが差し、りんごさんはティッシュを取り出し小さく鼻をかむ。

　さすがはりんごさんと言っていいものか、どんなときでも美少女だという自負は消えないようです。

「やっと反応したな」

「…………うるさいですの……放ほうっておいてくださいですの」

「だめだな」

「なんですの？　猫さんには関係ないじゃないですの……」

「関係あるな。なぜなら……」

「なぜなら？」

「……今のお前の気持ちが、俺おれ様さまにはわかるからな」

「なっ!?」

　その瞬しゆん間かん、りんごさんの感情が困惑から、怒りに切り替わった。

「あっあなたになにが──」

　あなたになにがわかるのと叫ぼうとしたりんごさん。が、りんごさんが言い切る前に猫ねこさんが言った。

「俺おれ様さまは紛まごうことなき人間の屑くずだ!!　男の風上にも置けない男だっ!!」

　そのせいで、出鼻をくじかれたりんごさんは、怒りの持っていき場をなくし、

「く…………」

　その怒りが沸ふつ騰とうし行き着くところまで行ったところで、りんごさんは逆に冷静になった。

　りんごさんの中に渦巻いていた怒りが、様々な負の感情が全すべて猫さんに向かったので、逆に頭が冷えたのだ。

　こいつは許さない。

　私の想おもいを、私と涼りよう子こちゃんの絆きずなを、勝手にわかった気になっているこいつを絶対に許さない。

　りんごさんから表情が消え、次に浮かんだのは満面の笑えみ。

　笑うとは本来攻こう撃げき的てきなものという、どこかで聞いたことのある言葉が浮かんできます。

「うふふ、いきなり自分語りとか、超鬱うつ陶とうしいですの」

「……そう言わずに聞いてくれ。お前が俺を受け入れられないという理由を話すんだから」

「わかりましたの、ではどうぞ存分に語りやがってくださいですの」

　完全にぶち切れてます。

　りんごさん、絶対にこいつに目にものを見せてやるって思ってますね。

　笑顔えがおはりんごさんの武器ですからね。

　良い意味でも悪い意味でも。

　理由はともあれ、聞きに入った……というか交戦モードに入ったりんごさんに、猫さんはニッといつもの男臭い笑いを浮かべると、話し始めた。

「オレ様が中三の頃ころの話だ。あの頃の俺様は、チビで貧弱な坊やで、気弱な、典型的ないじめられっ子タイプだった」

「超噓うそくさいですの」

　ですよね。

「本当だ。大おお神かみに誓ってな」

「はぁ？　なんでそこで涼子ちゃんが出てくるんですの？」

「もう少ししたらわかる」

「ていうか、あなたの口から涼子ちゃんの名前を出してほしくないんですけど、涼子ちゃんが汚れますのよ」

「そうだな……そのとおりだ、すまない」

　攻撃したのに、それをスルリとかわされ、内心で地団駄じだんだ踏むりんごさん。

「…………それで？」

「で、そんな俺おれ様さまがある日道を歩いていると、不良に絡まれたんだ。で、そんな貧弱な坊やな俺様は、逆らう勇気なんてかけらもなく、おとなしく財布を出そうとしたんだが……まさにそのとき、俺様を助けようと割り込んできたヤツがいたんだよ」

「…………へーですの。で？」

「でだ。そいつの名前は………………大おお神かみ涼りよう子こと言った」

「っ!?」

　そこで出てきた名前にりんごさんは一いつ瞬しゆん動揺したが、すぐに笑顔えがおを取り戻し、

「そのときオレはどうしたと思う？」

　そんな猫ねこさんの問いに答えた。

「協力して不良を撃げき退たい……ではないんですのよね？」

「ああ、貧弱な坊やだったそのときの俺様は、これ幸いと大神を置いて逃げた。そりゃもう一目散にな」

　その瞬間、びびっとりんごさんの脳裏にある光景がよみがえった。

　過去の光景。自分とおおかみさんが、出会った頃ころの……忘れられないあの思い出。

　りんごさんは、怒りもなにもかもを忘れ、思わず叫んでしまう。

「ああっ!!　あのときの屑くずっ!!」

「そう、俺様はあのときの屑だ」

　思いっ切り猫さんを指さすりんごさんと、苦笑する猫さん。

「えっ……いや、でも……」

　あまりに変わりすぎているために、あの屑と今の猫さんの姿が重ならず、聞き返してしまう。

「……ホントですの？」

　衝しよう撃げきのあまり、怒りが吹っ飛んでますね。

　いやまあ、たしかに衝撃の告白かもしれませんが。

「ホントだ。こんなこと噓うそついても仕方ないだろう」

「それは……そうですけど」

　りんごさんは目を白黒させたあと、大きくため息をついた。

「はぁ、それはまた……仕方ないというか、憶おぼえてないのに反応する自分を褒ほめればいいのか……」

「それだけ赤あか井いが大神のことを、大切に思っているということだからな、誇ればいいんじゃないのか？」

「……でもそう考えてみたら、なんとなくわかることがありますの。バラバラだったパズルのピースが組み上がったというか、いろいろ疑問に思ってたことが繫つながったというか……もしかして、猫ねこ宮みや先せん輩ぱいが森もり野の君に関かかわっていたのは、こういうことがあったからなんですのね？」

「そうだ」

「でもって、猫ねこ宮みや先せん輩ぱいは涼りよう子こちゃんのことが好きだったと」

「好きというのもあるが、憧あこがれ、崇すう拝はい、そんなのが大きかったな」

　猫ねこさんは、なにかを思い出すかのように遠くを見ながら言う。

「逃げ出したあと、俺おれ様さまは自分自身に絶望し切っててこんな屑くず生きる価値なんてないとか考えてたんだが、かといって屑な俺様が死ぬ勇気もなく、一人ひとりベッドで膝ひざを抱えてたんだ。そんなときに、大おお神かみの姿が脳裏に浮かんでな、こっそり大神を見に行ったんだよ。そして、赤毛の女の子と笑い合う傷だらけの大神を見た。眩まぶしかったな。屑の俺様とは全然違って……だからこそ思った。こんな屑を助けるためにあの大神が傷ついたなんて、許されるわけない」

「…………」

「「「「……」」」」

　いつしかりんごさんも、その場にいた四人の少年も話に引き込まれていた。

「ならどうすればいいか……そりゃ簡かん単たんだ。俺様の価値が上がればいい。俺様が屑でなくなれば、大神は無意味に傷ついたわけではなくなる。それで、鍛きたえて、キャラを変えて、いろいろなところに首を突っ込んで、誰だれかの助けになろうとした。俺様は自分で自分のことを心底屑だと思ってるが、そんな俺様でも誰かの役に立てば、屑なりにも価値が出て、大神が俺様を助けた意味があったというものだろう？

　で、そうこうしているうちに、大神が御お伽とぎ学がく園えんの高等部に上がってきて、やっぱり気になるから大神のことを気にしてて、大神を見ていることで大神のことをどんどん知っていって、ますます惹ひかれていった。だが、いつも見ているわけじゃないから、白はく馬ばのときは全すべてが終わってから話を聞き……そのときに森もり野のの行動を知った。羨せん望ぼうと尊敬と嫉しつ妬とを憶おぼえたな。あいつは俺様と違って逃げなかった。本当に……すごい男だ」

「…………」

「ただ、羨望や尊敬や嫉妬だけでなく、いや、それ以上に、大神にふさわしい男が現れてくれたことに、ほっとしたことを憶えている。大神の良さは、ぱっと見わかりづらいからな。しかも気付いたとしても、ちょっとやそっとじゃ手に負えない。あの狼おおかみの皮に隠れたその素す晴ばらしい中身に気がつくのがまず第一関かん門もん、あの人間不信の大神に受け入れてもらうのが第二関門、そして大神が安心して毛皮を脱げるよう、大神を守れるだけの強さを手に入れるのが第三関門ってところか」

「……まったくもってそのとおりですの。だから……猫宮先輩は、森野君が第三関門を突破出来るよう手助けしたんですのね」

「ああ、大神は危なっかしいからな。俺様には大神の傍そばに立つ資格はない。なら、他ほかの男を鍛えるしかないだろう？」

「資格とかそんなの……」

　りんごさんはそう言いかけますが、猫さんはきっぱりと言った。

「こんな屑くずが大おお神かみの隣となりに立つなんてのは、誰だれが許しても、たとえ大神が許したとしても、俺おれ様さま自身が許せない」

「……だから、憧あこがれ、崇すう拝はいなんですのね」

「もちろん、男女の意味でも好きだという気持ちはあるがな。大神と森もり野のがくっついたのを見て、女め々めしい気持ちが生まれて、それをどうにかするために山ごもりなんてことをしたくらいにはな。……少しは変われたと思っていたが、俺様は相変わらずの屑だった、情けない」

　自じ嘲ちようする猫ねこさん。

　おおかみさんを助けたことで、大分前向きになってたはずなんですが、今回の件で再びうしろ向きになっちゃった模様。

　でも、好きな子に彼氏ができたら、普通はそうなると思いますが……それに、未練などの負の感情だけでなく、好きな人が幸せになったことに対する、喜びなどの感情もあったはずですし。

　でも、価値のある人間になろうとするあまり、自分に対する採点が厳きびしすぎる猫さんなので、そんなことでも「俺は屑だ……」みたいになってしまったのかもしれません。

　まあ猫さんの今の『俺様キャラ』は作ったキャラで、本性は気弱で地味ないじめられっ子キャラで、基本ネガティブですしね。

「……少し話がそれたが、お前が俺様を嫌いな理由はこういうわけだ。

　あと、さっきは気持ちがわかると言ったが、もちろん全すべてはわからない。……でもわかることはある。

　自分に絶望する気持ち。

　大神のことが好きで、だからこそ大神のためにいろいろ手を回し手助けした気持ち。

　だというのに、いざ大神と森野がくっついたら、見苦しい感情を抱いてしまう気持ち」

　そこで猫さんは言葉を区切り、今までにないくらいりんごさんに優やさしく微笑ほほえんで言った。

「でもな、俺様とお前は違う。

　お前はまだ引き返せる。おおかみの傍そばに戻れる。まだ取り返しのつかない一いつ線せんは越えていないんだから。俺様みたいに、大神を見捨てて逃げたりしていにゃいんだから……」

　……嚙かみました。猫さん、一番嚙んじゃいけないところで嚙みました。

「嚙んだ」

「嚙んだぞ」

「嚙んだな」

「よりにもよってそこでか……」

　傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたはずの少年たちが、思わずつっこみました。

　気持ちはわかります。

「…………」[image: ←]猫さん

「…………」[image: ←]りんごさん

　でもって微妙な空気が流れ……

「俺おれ様さまみたいに、大おお神かみを見捨てて逃げたりしていないんだから……」

　あ、猫ねこさんが言い直しました。

「おい、何事もなかったかのように言い直したぞ？」

「顔色一つ変えてないぞ？」

「すげーな、どれだけハート強いんだよ」

「さすが猫さん、クライマックスで嚙かんでもなんともないぜ!!」

　そして猫さんの話を聞き終えたりんごさんは、しばしの沈ちん黙もくのあと、ぽつりと言った。

「…………猫ねこ宮みや先せん輩ぱいは……私と一いつ緒しよなんですのね」

　気持ちがわかると知ったようなことを言われ怒りはしたが、なんのことはない、たしかに全すべてとは言わないが、それでも少しは自分の気持ちがわかるだろう。……自分が猫宮先輩の気持ちを、少しはわかるように。

「私も、涼りよう子こちゃんと森もり野の君を応援してたくせに、いざくっついたとなると、寂さみしくて……」

　ぽつりぽつりと言葉をこぼしていくりんごさん。

「気持ちはわかりますのよ。あの涼子ちゃんが何年ぶりかに恋をして、その恋の相手と結ばれて、しかもその男は、すごくいい男……浮かれないはずはないですのよ」

　…………りんごさんが、亮りよう士しくんのことを、すごくいい男と評しております。夢でも見てるのでしょうか。

　あのりんごさんが、すごくいい男と評したことで、多少なりともりんごさんの人となりを知っている猫さんは、少し逡しゆん巡じゆんしたあとに聞いた。

「………………赤あか井いは、森野のことを？」

「好きですのよ？　ただライクですけど」

「ライクか……まあ、赤井の言うとおり、あいつはいい男だからな。あいつのことをよく知れば、嫌う女なんていないだろう」

「否定はしませんの。私はある意味で、誰だれよりも森野君のがんばりを見てきたんですのよ？　森野君と涼子ちゃんのすぐ傍そばで、ヘタをすれば涼子ちゃんよりも。だからライクがラブに育たないよう、心に蓋ふたをしたんですの。涼子ちゃんのためにがんばっている森野君を好きになるとか、不毛すぎますし」

「しかしそんなに簡かん単たんに割り切れる……いやなんでもない」

「ふふっ気にしないでいいですの。それにこれは、割り切りというよりは……。たしかに私は、付き合ってもいいと思えるくらいには森野君を好きですけど、同じくらい、いえそれ以上に、涼子ちゃんのことが好きなんですのよ。だから、そんな大好きな二人ふたりが恋人同士になるというのは、とても素敵すてきなことだと思うんですけど……いざそうなってみると、大好きな二人とあまり一いつ緒しよにいられなくなって、大好きだった三人の時間がなくなっていって、寂さみしくて、すごく寂しくて、だから、誘われるがままにデートに行って……」

　りんごさんはそこで、四人の少年のほうに向き直ると、頭を下げた。

「本当に、酷ひどいことを言ってごめんなさいでしたの」

「ああいや……」

「そして、告白への答えとしては……これも、ごめんなさいとしか言いようがありませんの。暇だからとか、寂しかったからとかいう、最低で自己中心的な理由で、気を持たせてしまってすみませんでしたの」

　深々と頭を下げ、真しん摯しに謝しや罪ざいするりんごさんに、ああ本当にだめなんだな……と悟った少年たちは、落胆し……そしてどことなくすっきりしたような顔で言った。

「いや……はぁ、まあ、たしかにきついけど……こうやってばっさりフってくれたほうがありがたいよ」

「だな。それに考えてみれば、俺おれたちが告白したのだって、大おお神かみと森もり野のがくっついたから、赤あか井いは今フリーだなという打算もあったわけで」

「ああ、最低なのは俺たちもだ」

「そうだな」

　いやいやそうでもありませんよ。

　恋なんて打算と打算のぶつかり合いですよ！　なんて言ってみたり。

「あ、そうだ。赤井さん」

　話が終わり、さあ帰るかねーなんて感じになったとき、少年たちのうち一人ひとりがりんごさんに言った。

「あの……」

「なんですの？」

「お願ねがいなんだけど……最後は笑顔えがおで見送ってくれないかな。デートのときは、笑顔を見られなかったから……」

　その言葉にりんごさんは、本当に好意を無む惨ざんにも踏みにじっていたんだなと悟り、ものすごい罪悪感にさいなまれる。

　でも、だからこそ今は……と笑顔を浮かべるりんごさん。

「はい……さようならですの」

　りんごさんは、最高の……本当に素敵すてきな最高の作り笑いを浮かべ、手を振る。

「さよならー」

「じゃあな～」

「また学校で」

「ばいばーい」

　そんなりんごさんに手を振り返しながら、去っていく四人組。

　あれですね、空から元げん気き丸出しですね。でもって、これから四人でいけない液体でも飲みながら、ぐだぐだになるんでしょうね……もしくは夕日に向かって走ったりするんでしょうね……青春ですね。

「私……ほんと最低ですの」

　素す晴ばらしい、最高の作り笑いを浮かべ、手を振りながら、りんごさんはつぶやいた。

「いや、そうでもないさ……特に今の赤あか井いはな」

　ですね。

　性しよう悪わる女おんななりんごさんはどうかと思いますが……今の作り笑いをしているりんごさんは素敵すてきですね。

　そして、四人の姿が見えなくなったところで、猫ねこさんが言った。

「じゃあ、さっさといくか、大おお神かみと森もり野のが心配してるだろうしな……もう大丈夫だろう？」

「はいですの。ちゃんと、自分の想おもいを涼りよう子こちゃんに伝えることにしますの」

「ああ」

「と、その前に……」

　りんごさんはそこで猫さんに向き直った。

「猫ねこ宮みや先せん輩ぱい」

「なんだ？」

「ありがとうございましたの。猫宮先輩のおかげで私は……ギリギリで踏みとどまれた気がしますの」

　その言葉に猫さんは、ふっと笑うと、りんごさんの頭をぽんぽんと撫なでてから歩き出した。

「行くぞ、大神たちが待ってる」

「はいですの!!」







　その後、りんごさんと猫さんやって来たのは、亮りよう士しさんの部へ屋や。

　電話で連絡を取り合い、ここで話をすることになったのです。

　でもって、今この部屋にいるのはおおかみさんとりんごさんと亮士さんの三人。猫さんは、汗あせ臭くさくて気持ち悪いからシャワーを貸してくれとかいって、席を外したのです。

　汚いのはたしかですが、三人だけにしてやろうという理由のほうが大きいでしょう。

　猫さんは、空気の読める、気き遣づかいのできるいい男です。

　それはともかく、残された三人はというと、しばらく無言だったのですが、意を決したりんごさんが最初に口を開きました。

「私は……寂さみしかったんですのよ」

　おおかみさんに入れてもらったオレンジジュースを片手にぽつぽつと思いを語るりんごさん。

「ずっと涼りよう子こちゃんと一いつ緒しよにいて、途中から森もり野の君が入ってきて……私はそんな三人での関係が居い心地ごこち良くて、大好きだったんですのよ。可愛かわいい涼子ちゃんをからかって、ヘタレな森野君をからかって……」

　からかってばっかりですね。

　…………いや真面目まじめなシーンですが、一応つっこみを。

「二人ふたりが恋人同士になったのは、私としてもうれしいですし、そうなるように仕向けていたのも私なんですけど……でも、そうなってみたら、すごく寂さみしくなったんですのよ」

　りんごさんはうつむきコップを眺めながら、ゆっくりと、思いを込めてつぶやいた。

「一人ひとりの時間は……すごく寂しいんですのよ」

「…………」

「二人の……そして三人の楽しい時間があった分、余計に……」

　そんなりんごさんに、おおかみさんはショックを受けたような顔をしたあと、頭を下げていった。

「……りんご、ごめん。ちょっと浮かれすぎていたみてーだ。いつも一緒にいるからって、りんごならわかってくれるって、りんごのことをないがしろにしてた」

「ふふ、こちらこそ涼子ちゃんに依存しすぎていたんだなーとか、反省しましたの。ずっと一緒にいたんで一緒にいる時間が少し減っただけで、ものすごく喪失感があったんですのよね……」

　一緒に住んで毎日顔を合わせているので、おおかみさんとしては、あまりりんごさんをないがしろにしていたつもりはなかったのかもしれませんが、りんごさんとしてはそのほんの少し一緒にいられる時間が減ったことが、耐えられなかったのかもしれません。

　中学校の頃ころからずっと一緒でしたからね。

「ただ、私といるのに森野君のことを考えて上うわの空そらというのは、少しくらいならかわいいですけど、いつもというのはマナー違反ですのよ」

「うっ、すまん」

　まあ、付き合い始めですからね、時間が経たてば治まることだとは思いますが。たぶん、おそらく、……だったらいいなぁ。

　もう一度頭を下げるおおかみさんに、りんごさんは微笑ほほえむ。

「ふふっもういいですの」

「でも……」

「それにですの……」

　そこで、りんごさんが目を光らせ、いつもの悪わる巧だくみをするときの、とても素敵すてきな笑顔えがおで言った。さっきの作り笑いに勝まさるとも劣らない素敵さです。なんか台無しです。

「私、とってもいいこと思いついたんですのよ!!」

「いいこと？」

「そう、私にも彼氏がいればいい!!」

　いや、りんごさん。その考えで男たちを、手玉に取ったばかりな気がするんですが。

「涼りよう子こちゃんがニヤニヤしながらメールを打っているときも、彼氏がいれば私も彼氏にメールを送ってればいいですの」

「ニヤニヤはしてねー!!」

「じゃあニタニタですの」

「ニタニタもやめてくれ!!　いや、してるかもしれねーが、せめてニコニコといってくれ!!」

　おおかみさん、乙女おとめ的てきに、ニヤニヤとかニタニタとかは許せなかったらしいです。

「他ほかにも、涼子ちゃんが締しまらない顔して、脳内で森もり野の君に、あーんなことやこーんなことをしたりされたりするときも」

「しっしてない!!　そんなことしてないぞ!!　もちろんされてもない!!」

　そんな真まっ赤かな顔をしてたら、認めてるようなものですが……おおかみさん、アナタは脳内で亮りよう士しくんになにをしたりされたりしたんですか？

「彼氏がいれば、私も涼子ちゃんみたいに、脳内で彼氏にどろどろでぐちゃぐちゃにされてればいいですし……」

「どろどろにも、ぐちゃぐちゃにもされてない!!」

「えっ!?　してるほうなんですの？」

「してもない!!」

「わかった、わかったから落ち着け、涼子」

「してないからな!!」

　好きな男には、清純派だと思われたいおおかみさん、乙女です。

「それにですの!!　一人ひとりだとデートについて行けませんけど、二人ふたりならダブルデートになって、問題ないと思うんですのよ!!」

　たしかにデートについて行けるようになれば、おおかみさんと一いつ緒しよにいる時間は、間違いなく増えますね。

　おおかみさんと亮士くんの二人がいちゃついてる間も、残りの二人でいちゃついていられますし、ハブられることはないでしょう。

　ただ、りんごさんあなたには、そういう相手がいないでしょう？　四人ほど、振った直後でもありますし。

「それはそうかもしれねーが……ていうか、相手はいるのか？」

　やはりおおかみさんも、そこが一番気になった様よう子す。

「ふっふっふっ、それはですのねー……」

　とそのとき、シャワー室から出てきたのは猫ねこさん。

「あーさっぱりしたな」

　汚れてても美少年でしたが、汚れを落とした猫さんはさらに美少年でした。

「着替え助かった」

「いえ」

　亮りよう士しさんのなんでぶかぶかですが……それでも猫さんは美少年。

　ぶかぶかの短パンにＴシャツとか、もうショタ好きの人たちが見たらよだれたらしまくりですよ！

　三人の雰囲気を感じ取り、かっこ良く笑う猫さん。

「……どうやら問題は解決したみたいだな」

「おかげさまでですの」

「そりゃ良かった」

「ええ、本当に」

　そして、よっこらせとりんごさんの隣となりに座る猫さん。

　いや、これは別に他意はないんですよ。

　おおかみさんと亮士さんが並んで座ってるから、空あいてるスペースがりんごさんの隣しかなかっただけで。

「それで話を元に戻しますけど……」

　そして、唐突にりんごさんは話を再開し……

「デートに行く相手はいますの。ねえ、猫ねこ宮みや先せん輩ぱい？」

　……そこでなぜか、猫さんと腕を組んだ。ていうか腕に抱きついた。

　その突然すぎる行動に、固まる猫さん。

「……………………………ええと………………………………なにがどうなってるんだ？」

「寂さみしいなら彼氏がいればいい。あと、一人ひとりならデートにはついて行けないけど、彼氏がいたならダブルデートになって、なんの問題もないとかいう話をしてました」

　そんな猫さんに亮士さんは説明。先輩相手なので敬語です。

　まあ、それはともかく、それはそれで話がわからない。

　なんで、その流れで、『デートに行く相手はいますの。ねえ、猫宮先輩？』になるのか。

「…………………………………………は？」

　なぜそこで自分が出てくる？　と、思わず変な声を出してしまう猫さん。

　ですがりんごさんは気にしない。

「考えてみれば猫宮先輩美少年だし、性格も悪くないし、美少年だし、昔はともかく今は頼りがいあるし、美少年だし強くて頭も悪くないしで、かなりの優ゆう良りよう物件！　なにより美少年だし、美少年だし!!」

　りんごさん、本音が口に出てますよ？　あと美少年が五回も出ました。あなた、どれだけ美少年が重要なんですか。

「なんかむかついてた原因もわかってすっきりしたし、しかも反動で好感度が大幅アップしましたの!!　過去に潰つぶされずにあがき続ける感じが、すごくかっこいいですのよ!!　あと、ダメなときにはダメだと、可愛かわいい私の見た目に惑わされずに、ちゃんと[image: 叱]しかれたところなんて超ちよう素敵すてきですの!!　私って、可愛くて、良い子で、しかも要領がいいんで、[image: 叱]られたことなんてほとんどないんですのよ!!」

　なるほど。[image: 叱]られたことで、ぐっときちゃったと……あと、やっぱり本音が口から漏れてますよ？　いや、漏れてるとか言うレベルじゃないですね。蛇口全開になって、本音がすごい勢いで溢あふれ出てますよ？

「最初からイラッときてたんで、ずっと猫ねこ被かぶらずに素に近い私で接してきていたのも、今となってはプラスポイントですの。今さら取とり繕つくろう必要がありませんし!!」

　そして猫ねこさんの意志は？

「あの……赤あか井い？」

「自己評価が最低なところが玉たまに瑕きずですけど、そんなのは私がおいおい修正していけばいいですし……」

「だから、赤井？」

「それに見てくださいの!!　私と猫ねこ宮みや先せん輩ぱい、並んでみたら、超お似合い!!」

　まあ、見た目はたしかに超お似合いですね。

　…………なんか殺意が湧わいてくるほど、お似合いですよね。

　猫さんは背が低いですが、りんごさんはもっと低いですし、並んでるともう、なにこれどこのお人形さんカップル!?　みたいになってます。

　美少年と美少女カップルって、見てるとこう、世の中って平等じゃないんだよなぁとか、しみじみ感じてしまいますよね。

　ああいうのを見ると、平等やら平和やらが実現されない理由がわかりますよね。そういうの絶対不可能ですよね。そもそもイケメン税やら美少女税とかないと不平等ですよね。

　…………ね!!

　とまあ、そんな本音の幾分混じった冗じよう談だんはさておき……そういうのは自分で言うことじゃないでしょうりんごさん!!　どれだけ自信満々なんですかっ!?

「いやだから……」

「ふふっ大丈夫ですの、大丈夫ですの。恋だの愛だのは、あとからついてきますの!!」

　それ、間違いなくヒロインが使っていい台詞せりふじゃないでしょう。

　ヒロインに無む理り矢や理り政略結婚とか、見合い結婚とかをさせようとする、悪役側の立場の人の台詞でしょう。

　というか、オオカミさんシリーズは、おおかみさんと亮りよう士しくんの恋だの愛だのをずっと追いかけてきたわけなんですから、それを全否定するのはやめてもらえませんか？

「あ、りょ……じゃなくて、忘れられない人がいるからですの？　まあ、それも大丈夫ですの。私を誰だれだと思ってるんですの？　他ほかに好きな人がいようが、すぐ私に夢中にさせて、全部忘れさせてあげますの!!」

「そういうことじゃ……いや、たしかにそれはあるが、今重要なのはお前の気持ちだろう？　寂さみしいから彼氏作るとか、そう言うのはダメだと、ついさっき学んだばかりだろう？」

「それも問題ないですの。私だって涼りよう子こちゃんほどじゃないですけど、お姫様願がん望ぼうはありますし、参ってるときにこうもかっこよく助けられたら、ころっといっちゃいますのよ？　とはいえたしかにまだライクでラブじゃないですけど……付き合ってから仲を深めるのも、それはそれで乙おつなものだと思いますのよ、私は」

「だが……」

「そもそもですの!!」

　あいかわらず、りんごさんは人の話を聞きません。

「ハッピーエンドな童話のお姫様は、運と美び貌ぼうと自分が幸せになれるだけの女子力に溢あふれているから、王子様と出会った瞬しゆん間かんこいつは大丈夫だと見定め、いきなり人生を預けることができるんですの!!」

　ぐっと可愛かわいらしく拳こぶしを握るりんごさん。

　まあ、そうですね。

　童話のお姫様って、だいたい会ったばかりの王子様とくっついてますよね。シンデレラしかり、白しら雪ゆき姫ひめしかり、眠ねむり姫ひめしかり。

　出会ったばかりの王子様をわずかな時間で観かん察さつし、こいつは容姿や財力だけではなく、性格も良いと見抜くには、そしてこいつとくっつけば幸せになれるはずと見抜くには、相当な女子力が必要ですよね。

　たぶん、最低でもスカウターがぶっ壊こわれる程度の女子力は必要でしょう。

「…………」

　あ、とうとう猫ねこさんが黙だまりました。

「そして女子力が53万はある、私の女の勘が、こう告げましたの!!」

　数値が具体的ですね。そして、その数値だと確かく実じつにスカウターが壊れてますね。

「猫宮先輩は、私の王子様にふさわしいと!!　私はこの人のことを大好きになれますし、なによりこの人と付き合えば、わたしはすっごく幸せな一生を送れるに間違いないと!!」

「…………」[image: ←]（猫さん）

「つまり、ここで猫宮先輩とくっつけば、私は童話のお姫様みたいに、ハッピーエンドを、幸せに暮らしましたとさ的なエンドを迎えられるはずなんですのよっ!!」

　何度も言いますが、お姫様と王子様がくっつく童話はだいたいこんな感じですからね。

　わびさびもなく、ラストで唐突にくっつく感じ。

　ですが……実際にそれをやられると、なんとも言えませんよね。

「…………」[image: ←]（猫ねこさん）

　ほら、猫さんもさっきから絶句してるじゃないですか。

「幸せなお姫様に、私はなる!!」

　いや、海かい賊ぞく王おうになる的なノリで、そんなこと言われましても……

　さっきから空気と化していた亮りよう士しさんが、

　いいの？　ほんとにいいの？

　と、猫さんを見ます。

　亮士さん、猫さんの本心を知ってますからね……

　が、猫さんは無言。

「…………」[image: ←]（猫さん）

　……あまりの展開に、猫さんは現実逃とう避ひしてますね。

　ですが、見た目可か憐れんな美少女のくせに押しが強すぎるりんごさんと、俺おれ様さまキャラのくせに中身は完全受け身という猫さんは、お似合いな気がします。

　……たぶん。ほんとに。いやまじで。

「というわけで、いつもとは言いませんので、時々はデートに混ぜてくださいの！」

「いやまあ、猫ねこ宮みや先せん輩ぱいがいいなら、いいけどよ……なあ亮士？」

「ああ……」

「…………」

「じゃあ早速、Ｗデートの計画を立てましょうですの!!」

　わいわいきゃっきゃとデートの計画を立て始める二人ふたりと、困惑している亮士さん、そしてフリーズしたままの猫さん。

「とりあえず、遊園地は行っておきたいんですのよね、涼りよう子こちゃんが前にゴキゲンで帰ってきましたし」

「ああ、たしかに楽しかったな」

「あとは、水すい族ぞく館かんとか、映画とか、ショッピングモールでお買い物とかですの？」

「人混みはちょっとな……個人的には弁当持ってハイキング的なのがいい」

「インドア系な私を舐なめないでほしいですの!!　ただ、アウトドアでも夏の海はＯＫですの!!」

「うっうみか!?」

「そう、海ですの。水着で悩殺ですの」

「悩殺…………しっ仕方ねえな!!」

　……盛り上がってますね。

　と、そこで唐突にりんごさんが、猫ねこさんに話を振りました。

「猫ねこ宮みや先せん輩ぱいはどこに行きたいですの？　やっぱり海ですの？　川ですの？　それともプール？」

　それ聞いた意味あるんですか？

　どれだけ悩殺したいんですか……。

「いや、その前にだな」

「うふふ、楽しみですのね」

「だから俺おれ様さまは……」

　その瞬しゆん間かん真面目まじめな顔になるりんごさん。

「…………猫宮先輩。自分みたいな屑くずは幸せになる資格はないとか言ったら、ぶっ飛ばしますの」

「…………」

「ていうか、猫宮先輩が屑なら、その屑に心を助けられて、心底感かん謝しやしている私はいったいなんなの？　ってなりますのよ？」

「…………それ……は」

　猫さんは言葉を返せず口ごもり……りんごさんは再び笑顔えがおに。

「まあそんなことは、正直どうでも良いんですけど。猫宮先輩が自分のことをどう思ってようが、私は猫宮先輩を屑だとは思ってませんし、なにより!!」

　そして、びしいっと猫宮先輩を指さして言った。

「幸せになるつもりも資格もなかろうが、私が幸せになるついでに、猫宮先輩は幸せになってるはずですから、そんなこと考えても無む駄だ無駄無駄なんですの!!」

　ここでのポイントは、ついでにという言葉だと思います。

「だって、私の王子様が不幸になるなんてことは、絶対にありえないんですの。そもそも、私みたいな可愛かわいい娘こを彼女にできた時点で、勝ち組決定ですし？　それだけで今後の人生黒字確かく定ていですのよ」

　ものすごい自信ですね。りんごさん、あなたはどれだけ自己評価が高いんですか。

　そして、りんごさんは、

「というわけで、猫宮先輩？」

「…………なんだ？」

　面食らっている猫さんに、

「もう不幸になろうなんてのは、諦あきらめてくださいの!!」

　ものすごくいい笑顔で、宣戦布告でもするかのように告げた。

「だってわたしの物じん語せいには、お姫様は王子様と末永く幸せに暮らしましたエンドしか認めてませんもの!!」




　…………えーと、その、まあ、そんなわけで、小さく可愛かわいい親おや指ゆび姫ひめ（悪女）は、いたいけな少年たちを渡り歩いたあげくに、溢あふれる女子力で猫の王子様を捕ほ獲かくしました。

　このあとの二人ふたりは……唐突すぎる展開のせいで、仲をかけらも深めてない気がしますが、なぜかお互い、ものすごく幸せに暮らしたんじゃないですかね？

　りんごさんですし。

　…………りんごさんですしって、なんかものすごく説得力がありますよね。

　しっかりちゃっかり幸せになってる未来のりんごさんの姿が、今から見えるようです。

　あと、捕獲された猫ねこさんが、ついでとばかりに幸せにされてる姿も。

　野良猫の寿命は五年くらいと言いますが、飼い猫なら二十年生きる猫もいるらしいですからね……。

　猫さんの場合はどうなるんでしょうか……。

「うふふふ、燃もえてきましたの～、こんなに燃えるのは涼りよう子こちゃんを手なずけたとき以来ですのよ!!　さてさて、どうやって私を好きにさせましょうですの!!」

「………………………………………………………なあ、森もり野の。どうしてこうなったんだ？」

「いや、俺おれに聞かれても……」

「まあ、たぶん悪いことにはならないだろうから、いいんじゃねーか？」

「わたしの萌もえポイントは１０８箇所あるぞ、ですの!!」

　というわけで、ハッピーエンドのあとのりんごさんと猫さんの話でした。





めでたしめでたし









　　　おおかみさん、バレンタインで亮士くんにチョコレートをあげようとして四苦八苦する







「あと三日……」

　おおかみさんが決意の表情でつぶやいた。

　ここは、おおかみさんとりんごさんの愛の巣。

　場所は台所。

　目の前にあるのはチョコの材料と、チョコ作りに使うであろう調ちよう理り器具の数々。

　…………そう、皆さんお待ちかね、バレンタインデー話ですよー。







※この先（一部の人にとって）刺し激げきの強すぎる展開がたぶんあります。

「リア充じゆう死ね！」と叫ぶ準備ができた方から、先にお進みください。







　二月の上じよう旬じゆんのこと。

　とある空き教室に、紳士たちがいつもどおり集まっていましたが……少し様よう子すが変です。

　いやまあ、いつも変なのですが、今日きようはいつにも増して変なのです。

「諸しよ君くん……知ってのとおり、あの日が近づいてきた」

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中に響ひびくのは、どことなく哀あい愁しゆうの漂う男の声。

「光と闇やみ、栄光と挫ざ折せつ、天てん国ごくと地じ獄ごく、希望と絶望」

「揺るぎない結束を誇る我らの間に、亀き裂れつが入る日」

「持つ者と持たざるものに分かれる、審しん判ぱんの日」

「自らの立ち位置を、否いや応おうなしに突きつけられる日」

　そしてそれに続いた声にも、悲しみが、怒りが、そして絶望が溢あふれていた。

　そんな男たちを見回したあと、男は言った。

「見てわかるとおり、ここに集まっているのは、絶望にうちひしがれることが、決まっているものたちだ」

　この仕切ってる人、溢れるほどのカリスマを感じられないので、あのジャックさんではないですね。

「例年に比べ、集まる人数は少ないが……だからこそ、胸に秘めた想おもいはめらめらと燃もえ上がっていることと思う!!」

　要するにこの人たちは、紳士たちの中でも、よりモテない人たちなわけですね。

　ほら、紳士たちの中には亮りよう士しくんとか浦うら島しまさんとかもいますし、格差があるんでしょう。

「くそっ……」

「うまいことやりやがって……」

「りさちゃんは俺おれが狙ねらってたのに……」

「あのクリスマスパーティーで、もう少し上手うまく動けていれば……」

「あそこで、なんでもうちょっと気の利いたことが、言えなかったんだ……」

「メシ喰くってる場合じゃねーだろ、あのときの俺……」

「野郎とバカやるなんていつもできるだろうが……女の子に絡めよ、俺」

「テンション上げすぎた……どう考えても引いてたじゃん、あの娘こ」

　……なるほど。

　常つね日ひ頃ごろからひがみっぽくてダメ人間な紳士の皆さんに、いつにも増してダメ臭が漂っている理由がわかりました。

　なんというか、年末に行われた数日遅れのクリスマスパーティーで、彼女、もしくはそれに準ずる仲のいい女の子ができた紳士が、それなりにいるようですね。

　まあ、あの場にいた人たちは皆戦友ですし、頭とう取どりさんも言ってましたが、あの場にいる男は、友人のために身体からだを張れる男だと言うことで……スカじゃないことはわかってますからね。

　スカじゃないからといって、大当たりだとは限らないわけですが、大ハズレじゃないことがわかってるというのは、女の子の警けい戒かい心しんを解きほぐすには十分でしょう。あの浮かれたパーティー会場で、警戒心が解きほぐされたら、そりゃカップルも成立しますよね。

　幸せそうなおおかみさんと亮士さんを見て、自分たちも……とか思った人たちも多かったでしょうし。

　でもって、ここにいるのは、あのとき上手く動けなかった皆さん。

　そういえば、仕切ってるのがジャックさんでないことからもわかるように、今ここにジャックさんがいないんですが……。いや、たしかにジャックさんは無む駄だにカリスマがありますけども、言動が結構アレなんですが……彼女できたんですかね？

「故に、少しでも……少しでも、バカップル共の邪じや魔まをするのだ!!」

「「「「「おう！　リア充じゆう共に●を!!」」」」」

　好ましくない表現が出ていたので、隠しておきますね。

「これは嫉しつ妬とではない!!　この学校の風紀を乱そうとするものたちを取とり締しまる、いわば聖戦である!!」

　まあ、嫉妬なんですが。

「学校以外で渡すならば、我らはなにもしないし、できないだろう。だが……校内では、我らの目の黒いうちはチョコレートなぞ渡させん」

「そもそも、学校にお菓子を持ってきたらダメだろう！」

「そうだ、そうだ!!」

「それにだ。恋は盲目と言うが……それでもモテない我らに対する、配はい慮りよが欲しい!!」

「男のハートは傷つきやすいんだぞ!!」

「そうだ、ガラス並みに!!」

　まさしく魂の叫びですね。

「……ごほん。ではどうやって邪じや魔まをするか考えよう。まずは朝、下げ駄た箱ばこにチョコ入れるのを阻止する方法だが……」

「下駄箱の前に立ち続けるというのは、さすがにまずいだろうな」

「ああ、なにしてんのこいつ、早くどっか行きなさいよという目で、睨にらみつけられること請うけ合あいだ」

「もしくは、どれだけ欲しがってんだよこいつみたいな目で、見られるかだな」

「となると……やはり臭においでは？」

「なるほど、臭くさければチョコに臭いがつくんじゃないかと考えるだろうな。上うわ履ばきが臭すぎて、百年の恋も冷めるということもあるかもしれないし」

「牛乳ぞうきんテロするか？」

「いや、今は冬だし、なにより下駄箱に牛乳の匂においというのは怪しすぎるだろう」

「悪戯いたずらだと思われてはいかんからな」

「納豆はどうだ？」

「なるほど、納豆をフードプロセッサーで粉々にすれば、バレずに撒まけるか？」

「それは……良いアイデアかもしれん」

「納豆の臭いは、足の臭いと同系統だからな」

「うむ、不自然ではないだろう」

「砕いて放置すれば納豆菌が増えて臭いも増すだろうしな」

「では一応試してみて、臭いが良い感じになるようならそれで実行しよう」

「「「「「異い議ぎなし!!」」」」」

　早朝納豆テロが決定しました。

「次の関かん門もんは、朝一に来て机の中に入れる奥ゆかしい女の子!!」

「これは臭い攻こう撃げきはできないな」

「机を臭くするとかいじめだからな、誰だれの机を狙ねらえばいいかとかあるし」

「黒板の日付を２月15日にしておくというのは？」

「さすがに気がつくだろう、今の時代は携帯とかあるし」

「相当なうっかりさんじゃないと、引っかからないだろうな」

「ただ……まあ、やらないよりはマシだろう」

「では、皆で協力して日付を変えよう」

　地味な嫌いやがらせも決定しました。

「他ほかには？」

「うーむ、正攻法じゃないと、さすがにきついか」

「教室だからな」

「仕方ないな、では各自早起きして、校舎をうろつくことにしよう」

「奥ゆかしい娘こは人目があったら、チョコを机に入れられないだろうからな」

「同じように、昼休みもうろつくのがいいな。人ひと気けのなさそうなところを中心に」

「教室で堂々と渡すなんて青春すぎる行動は、防ぎようがないからな。それはもう放置するしかないだろう」

「みんなの前で堂々と渡すとか、いったいどこのラブコメのヒロインだよ」

「いないことを祈ろう。そんなのがいたら、自分がモブだと再さい認にん識しきしてしまう」

「この学校、ラブコメの主人公やらヒロインっぽい奴やつらが多いからな……」

　ああ……まあ、そうですよね。

「森もり野のとか、どう考えても主人公だろう」

「あいつのこの一年間すごいもんな」

「あのクイーンオブツンデレの大おお神かみをデレさせたんだからな……」

「しかも、好きな子を助けに敵地に乗り込んで、仲間の助けを借りながらラスボスまでたどり着き、傷つきながらも無事ヒロインを助け出してくるとか……」

「主人公すぎるよな」

　まあ、主人公ですしね。

「主人公というなら、ピノキオのヤツもだ。あいつの恋は少女漫画くさい」

「見た目少年漫画の主人公だけどな」

　女の子のほうが背の高い、凸でこ凹ぼこカップルですしね。

「少年漫画で思い出したが、猫ねこさんも主人公くさいな。美形で強くて頼りがいがあるし」

「浦うら島しまは……ちょっとエッチなラブコメの主人公か？」

「いや、エロゲか18禁の美少女文庫だろう」

「だな。しかもストーリーなにそれ美味おいしいのみたいな、実用重視な感じの」

　皆さん、話がそれてますよー。戻してくださーい。

「大神助けに鬼おにヶが島しまに乗り込んだときは、テンション上がってたし、そのあともやったぜみたいな感じで気持ちよかったんだが……」

「ああも、いちゃついてるのを見せられるとな」

「森野のヤツが妬ねたましい……」

「最近の大神、マジ可愛かわいいもんなぁ」

「恋する乙女おとめは無敵だな、マジで」

「俺おれのヒロインはいずこ……」

「校内放送でも試してみるか？　女子生徒の皆様の中に、僕のヒロインはいらっしゃいませんか～みたいな」

「急病人が出た飛ひ行こう機きかよ」

「で、そうすると名乗り出てくるわけだ。『私がヒロインです』と」

「医者ならともかく、ヒロインに名乗り出られてもな……」

「名乗り出てくるヒロインはいやだな……」

　だから話がそれまくってます!!　……気持ちはわかりますが。

　でも、そうも言ってられないんですよ。いろいろ押してるんですよ……

　……では今度こそ、話を元に戻しましょう。

　ごほん。

　──このように、次々纏まとまっていった恐ろしすぎるテロ計画の数々。

　しかし、順じゆん調ちようにいっていたのはここまでだった。

「……だが、問題は放ほう課か後ごだ!!」

「そうだな……どうする？」

「ばらけるだろうから、阻止しづらいな」

「学園内全すべてが、チョコを渡す場所になりうるからな」

「全てを見回るには、さすがに手が足らん」

「校舎裏、屋上、放課後の教室、渡り廊下、グラウンドの隅、なんかもうどこでもいい思い出になりそうだな、青春的に」

「校内は、夕日で照らせばだいたいどこでも、青春スポットになるだろう」

　まあ、トイレ以外はなりそうですね。

　こればかりはどうしようもないか……と、モテない紳士たちが絶望しかけたそのとき、一人ひとりの紳士が立ち上がった。

「それは任せてくれ!!　こんなときのために、俺は『カバディ部』を立ち上げたのだ!!」

　その言葉を理解した瞬しゆん間かん、誰だれかがつぶやいた。

「なんという孔こう明めい……」

　そしてその言葉に続く紳士たち。

「素す晴ばらしい!!　素晴らしいぞっ!!」

「野球部の金属バットで玉を打つ甲かん高だかい音や、運動系部活のかけ声、吹すい奏そう楽がく部ぶの練習する音、それらならば、青春っぽさが増すかもしれんが……!!」

「さすがにカバディの声の中では、チョコを渡せないだろうっ!!」

「音でなら、複数に分かれて声を張り上げれば、学園中をカバーできるっ!!」

「肺活量なら任せろ!!　だてに水着を見るためだけに御お伽とぎマーメイドプールに通っていない!!」

「たとえこの一日で喉のどが潰つぶれたとしても、オレは本望だ!!」

『カバディ』とはインドの国技で……まあ、ルールが気になる方は自分で調しらべてください。

　ここで重要なのはただ一つ、カバディはプレイするときに、「カバディカバディ」と叫びまくる必要があると言うことだけです。

　放ほう課か後ご夕日に照らされる教室、頰ほおを染めた女の子がチョコを鞄かばんから取りだし、意中の男の子に告白するわけです…………カバディカバディと連呼されるかけ声の中で。

　無理ですね、雰囲気ぶち壊こわれますね。

「くっくっくっ、バレンタインデーという菓子屋の陰いん謀ぼうに踊らされる愚か者共を、恐怖のどん底に叩たたき落としてやろうではないか!!」

「「「「「おう！　愚か者共に●を!!」」」」」

　……以上、嫉しつ妬とに狂った醜みにくい紳士の皆さんでした。

　こんなだからモテないんでしょうけどねー。




　同時刻、野郎だけのむさ苦しい絵え面づらからおさらばして、ようやく来ました御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店。

「さーて、もうすぐバレンタインですの」

　そこでは御伽銀行のメンバーが勢せい揃ぞろいしている中、りんごさんが仕切ってました。

　まあ、頭とう取どりさんとアリスさんを抜いた中で、ブレーンというか軍師役をやるならりんごさんになるわけです。

「例年バレンタインの前は、恋のサポートの依頼が多くなるそうですけど……今回はそれに加えて、あることをやりたいと私は思ってますの!!」

　次期頭取のおつうさんは、頭取さんのように裏でこそこそ暗あん躍やくするタイプでも、自分で仕切ってリーダーシップを発揮するタイプでもなく、皆の後ろでどっしりと構え『責任は全すべて自分がとりますので自由にやってください』と部下たちの裁量に任せるタイプだと思いますしね。

　もう一人ひとりの上級生の魔ま女じよさんは、今までどおり放置してたほうが、勝手に動いて役に立つでしょうし。

　ちなみに頭取に就任したおつうさんですが、トップだというのに相変わらずのメイド姿でお茶を配ってたりするんですが……まあ、おつうさんですしね。

　ともかく、りんごさんの口から漏れたバレンタインという言葉を耳にし、

「バレンタインか……」

　なにやら微妙な表情でつぶやいた浦うら島しまさんに、亮りよう士しさんが聞いた。

「浦島さん、どうしたんですか？」

「あれは俺おれが中三だったときの話だ。２月13日の夜に俺はいきなり拉ら致ちられた」

　亮士くんがこれ誰だれって感じになっていますが、おおかみさんといるときに、同学年以下としゃべるときはかっこいい口く調ちよう、年上と話すときは普通の敬語となるのです。

　んもーめんどくさくて、わかりづらいかもしれませんが、勘弁してください。

　ていうか、年上と話すときは、ヘタレ口調から『ッス』を取っただけなんですが……なんという普通口調。個性が……亮りよう士しくんの数少ない個性が死んでます。

　いや、まともに、そしてかっこよくはなってるんですが……ラブコメの主人公としては失格ですよ!!

「拉ら致ち……」

　拉致という単語に、なにやら暗いトラウマ話が始まるのか……と身構えた亮士さんですが、

「…………目が覚めたら乙おと姫ひめの部へ屋やのベッドの上、なぜかベッドにはビニールが敷しいてあったんだ」

　なんだかもう、杞き憂ゆうにも程ほどがありました。

　皆さんも展開が読めてきたことでしょう。

「目の前には、リボンつきの乙姫……そして、日付が変わった瞬しゆん間かん、午前０時を一秒でも過ぎればもう14日だと、チョコレートぬるぬるプレイが始まったんだ……」

「チョコレートぬるぬるプレイ……」


　※おおかみさんシリーズは中高生向けです。発言に気をつけてください。



「いやまあ、文字どおり甘美でめくるめく一夜が繰くり広げられたわけだが……おかげで、バレンタイン当日には、チョコ食べすぎで、チョコなんてもう見たくないみたいな状態になってるわ、いろいろ吸い取られすぎて性欲ゼロの状態になってるわで……」

　中三の冬と言えば……ちょうど浦うら島しまさんが腎じん虚きよで倒れる前ですね。

　なるほど、そんなことがあってバレンタインがトラウマに……

「この俺おれが、バレンタインだというのに、なにもできず……みんなからチョコレートを貰もらったりしたのに……可愛かわいい娘こもいたのに……」

　……なってないですね。

　慚ざん愧きの念に堪たえない、みたいな悔しそうな表情をする浦島さん。

　浦島さんは残念な中身とは裏腹に、見た目だけは美形なので、チョコレートをたくさん貰ったりしたのですが、貰ったにもかかわらず女の子になにもできなかったのが、許せないらしいです。

　タラシの鑑かがみですね。

　ていうか、そうなることが予想できてたから、乙おと姫ひめさんはチョコレートぬるぬるプレイなんてしたんでしょうね。

「そこ、無む駄だ口ぐち叩たたかないでくださいの。あと、乙姫さんは今度チョコレートぬるぬるプレイの詳細を詳しく」

「了解でございます」

　いや、詳しくじゃないですよりんごさん。まあ、気になるのはわかりますが。

「それでなにをしようとしているかというと……チョコの配給を行うことにしますの!!」

　ここで、ようやく本題に入りました。長かったですね。

「でもってそれを利用して、この間の件で一気に減ったみんなの『貸し』を稼かせごうと思いますのよ!!　我ながらナイスアイデアですのっ!!」

　自信満々でそんなことを言い出したりんごさんに、微妙な顔をする亮りよう士しさん。

「チョコの配給か……」

　ですが、気持ちはわかります。配給とか言われると……なんだか……ねぇ？

　愛が足りませんよ愛が。

　そしてそんな反応をした亮士さんに、追随するおおかみさん。

「おいおい、こういうことで稼ぐのはどうなんだ？」

　これはめんどくさいのもありますが……チョコをあげるのは一人ひとりだけがいいの!!　とか思っているのかもしれません。いや、思っているのでしょう、恋する乙女おとめですし。

「なに言ってんですの涼りよう子こちゃん！　この前、涼子ちゃんを助けるためにみんなが協力して御お伽とぎ銀ぎん行こうの貸しが減りまくっちゃったんですのよ？　だから、こういうことでもしてたんまり稼がないといけないんですのよ？」

「うぐっ」

　ですが、こう言われると、おおかみさんは文句を言えません。

　頭とう取どりさんがかっこ良く『うちの最終手段を使う』とか言って行われた貸しの総取り立てですが、まああのときはかっこよかったし、実際ハッピーエンドを迎えられたし、というわけで、判断は間違ってなかったんですが……御伽銀行の一番の武器、『貸し』が一気に減ったのも事実なわけです。

「でも、ただチョコを配るだけなのか？　それでは貸しを作れるとは思えないが」

　それは亮士さんの言うとおりです。タダで配っても貸しにはなりません。

　が、りんごさんの言葉には続きがありました。

　まあ、あのりんごさんが、あのりんごさんが、タダでなにかするわけありませんしね。

　ちなみに繰くり返したのは誤植ではありません。

「まずは無料でチョコを配るということで人を集めますの。無料であげるのはチ○ルチョコ、でも他ほかに私たち特製の手作りチョコも用意し、それが欲しい場合はそれを貸しにするんですの!!」

　……な、なんという無料商法。

　無料と謳うたっておきながら、貸し付きのチョコを売りつける気満々のりんごさん、鬼ですね。

　男の純情をなんだと思ってるんですか、あなたはっ!!

「さらに手作りチョコが欲しくなるように、『私が作りました!!』みたいな、写真付きメッセージカードをつけますの」

「スーパーの野菜かよ!!」

　おおかみさんが呆あきれたように言いますが、たしかに高級スーパーとかの、野菜売り場にありそうです。

「ちっちっちっ、こちらは何種類もの写真を入れて、さらにはちょっとだけ、レアな写真なんかも入れて射しや幸こう心しんを煽あおる!!　こうすれば一人ひとりで何回も並ぶことになり、貸しがたくさんできるという寸法ですの!!」

　ドヤ顔でそう言いきったりんごさんに、おおかみさんは一言。

「……えげつねぇな」

　無料商法に、某アイドル商法も加えてますもんね。りんごさん、あなたはどれだけ搾しぼり取るつもりですか。

「なにを言ってるんですの。チョコに飢うえている人たちはチョコを貰もらえて、私たちは貸しを作ることができる。お互いにメリットがありますし、金銭の授受は発生してないので、チョコを貰う人たちも、バレンタインにこっそり自分でチョコを買ったとかいう切ない思い出を作らずにすむ。ここでできた貸しだってホワイトデーのお返しみたいな物なので、なんの問題もナシですの。これぞまさしく、『Win-Win』の関係ですのよ」

　いやまあなんというか、どちらかというと、りんごさん大勝利って感じだとは思いますけどね。

　と、だいたい説明し終えたところでりんごさんは、おつうさんに聞いた。

「おつう先せん輩ぱい、どうでしょうですの」

「う[image: ～][image: ～]ん」

　いつもどおりせわしなくパタパタ働きつつも考えるおつうさん。

　トップとは思えない、腰の軽さです。

　作業着で会社内を回りつつ、ついでにゴミとか拾っちゃう現場上がりの社長さんを彷ほう彿ふつとさせますね。

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　悩んでるおつうさん。

　う～ん、おつうさんは、悩んでる姿も麗うるわしいですね。メイドですし。

　そうしてしばらくして考えが纏まとまったのか、おつうさんは口を開いた。

「チ○ルチョコはやめておきましょう。それでは不義理すぎると思います。去年はいろいろと男子生徒の皆さんに、お世話になったんですから」

　まあ、おおかみさんがさらわれた事件では、みんな身体からだはってくれましたしね。

「なので、手作りチョコをみんなで作って配りましょう!!　ああ、恩返しって素敵すてきです」

　恍こう惚こつとするおつうさん。

　でも、それじゃあ意味がない……と、りんごさんが口を開こうとしましたが、おつうさんの言葉には続きがありました。

「…………ただ、貸しが減ったのも事実ですので、おまけ付きのチョコは貸し付きにしましょう。それは貸しにしても不義理にはならないと思います」

　そんな判断を下したおつうさんに、うんうんと笑顔えがおで頷うなずくりんごさん。

「了解ですの。手間は増えますけど、お世話になったのはたしかですものね」

　話が纏まとまってきましたね。

「うんうん、いい感じだね？」

「そうですね」

　そこで口を開いたのは、後こう輩はいたちを黙だまって見守っていた頭とう取どりさんと、アリスさん。

　なんかいろいろと思うところがあるのでしょう、うれしそうな寂さみしそうな顔をしてます。

　自らの足で歩き始めた後輩たちに喜びを感じつつも、自分たちの手を離はなれた寂しさも感じている……というところでしょうか。

　……頭取さんはいつもどおりの胡う散さん臭くさい笑顔ですが、たぶんそう思っているはず。

　そんな先輩たちに、りんごさんが聞きました。

「……そういえば、アリス先輩も手伝てつだってくれるんですのよね？」

「もちろん？」

　そして、なぜか頭取さんが答えました。即答でした。

「なんで頭取が返事するんですか!!」

「でもまあ、手伝うんだろう？」

「はい、それは……もちろんですが……」

　クールに見えて実は良い先輩なアリスさん、素敵すてきですね。

「やっぱり僕らが抜けても、みんなならこれだけのことができるんだってのを、間近で見ておきたいからね？」

「任せてくださいですの!!　安心して引退できるように、私たちだけで大丈夫というところを見せますの！」

「そうですね!!　独ひとり立だちした姿を見せるのも、後輩から先輩への恩返しです!!」

　三年生の参加も決定しました。

「というわけでアリス先輩は、新たな一歩を踏み出す後輩への餞せん別べつということで、チョコ作りとグラビア撮さつ影えいに付き合ってくださいですの」

「はい、わかり……グッグラビアッ!?」

　頷きかけたアリスさんですが、ギリギリでグラビアという不ふ穏おんな言葉に反応しました。

「あ、そういえばアリス先輩って水着ＯＫですの？」

「ＯＫだよ？」

　また頭とう取どりさんが答えました。やっぱり即答でした。

「だからなんで勝手に答えるんですかっ!!」

「いやまあ、いいじゃない、いいじゃない？　餞せん別べつだよ餞別？」

「どこの世界に、後こう輩はいへの餞別で脱ぐ先輩がいますかっ!?」

　そりゃそうですよね。アリスさんのおっしゃるとおりです。

　ですが、ここで引き下がっては男ではありません。

　というわけで、

「アリス君」

　真剣な顔で、語尾のハテナまで取って、真面目まじめに言う頭取さん。

「これが、僕らが関かかわる最後の依頼になるんだろうから、僕らができることはしてあげようじゃないか」

「そうですね。わかり…………」

　最後の依頼という、頭取さんの寂さみしさを感じる言葉に、アリスさんはしんみりとし、

「とりあえず、アリス先輩の写真は、水着はもちろんのこと、秘書コス、女教師コス辺りは外せないと思いますの」

「いいね～？　個人的にはそれに、女医コス、婦ふ警けいコスも加えて欲しいな？」

「いいですね!!　ああ、婦警なアリス先輩に捕まえてもらいたい……あなたのハートを逮捕しちゃいします!!　みたいな感じで!!」

「……太た郎ろう様こちらに」

「……ごめんなさい」

　浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんが退室しました。

「って、なんでそこまですることになってるんですか!!」

「大丈夫、アリス君なら似合うから？」

「えっ!?」

　似合うと言われて頰ほおを染めるアリスさん。

「って、そういうことじゃありません!!」

　ただ、それも一いつ瞬しゆん。我に返ったアリスさんは、抗こう議ぎしますが、

「皆さんも、普通の制服姿に、コスプレ姿、水着姿を、写真に収めるのでそのつもりで!!」

　りんごさんは聞いてません。

「ちょっ!?　いったいオレになにを着せるつもりだ!!」

　と、おおかみさんが抗議しますが、

「ん～……悩むところですけど、とりあえず犬耳というか狼おおかみ耳みみと尻尾しつぽはつけたいところですの」

　やっぱりりんごさんは聞きません。

　おおかみさんに耳と尻尾しつぽは基本ですよね。

「ふざけんなっ!!」

「魔ま女じよ先せん輩ぱいに頼んで、ぴくぴくふぁさふぁさ脳波で可愛かわいく動くようにしてもらうので、安心してくださいの」

「任せるヨー」

「安心できるか!!　ていうか、余計に悪いわっ!!」

「でも、貸しがすっからかんなんですのよ？」

　今度は誰だれかさんのせいで……とまでは言いませんでしたが、まあ暗に涼りよう子こちゃんのせいなんですのよ～とりんごさんが言いたいのは伝わりました。

「そっそれは……」

　握った弱みで、おおかみさんをしゃぶり尽くそうとしているりんごさん。

　まさに外げ道どう。

　ですが、おおかみさん以外というか、男子の皆さんは拍はく手しゆ喝かつ采さい、がんばれりんごさんと応援していることでしょう。

「まっ真面目まじめに働いて、貯ためていけば……」

「そんなのいつまで経たっても貯まらないですのよ。こう、ババーンと稼かせがないと」

　りんごさんって一発逆転破滅型ですよね。

「森もり野の君はどう思いますの？」

「そうだな…………大丈夫だ問題ない!!　涼子ならなに着たって似合うからな!!」

「えっ!?　りょっ亮りよう士しがそう言うなら……」

　あっさり籠ろう絡らくされるおおかみさん。

　亮士さん、なんかちょっと男らしく、かっこよく言っているのが、すごく質たちが悪いです。おおかみさん断れませんし。……男らしくというか本能丸出しなだけなんですが。

『亮士さん』って『亮士くん』に負けず劣らず、紳士的ですよね。同一人物なんで当たり前ですが。

「それで、付加価値をつけるために、チョコ作りは私たちがやりますけど……」

　ここで言う付加価値というのは、もちろん女の子が作ったということです。

「細かな雑用は、男子でやってくださいの」

「わかった」

「わかったよ？」

　頷うなずく亮士さんと頭とう取どりさん。そして、浦うら島しまさん。

「了解ですりんごさん!!　この浦島、あなたのためならば、空だって飛んでみせ……」

「太た郎ろう様……」

「……はい」

　あと、いつの間にか戻ってきていた浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんが、再び退室しました。

　とまあ、だいたい話が纏まとまったところで、おおかみさんが怖おず怖おずと聞いた。

「そういえば……その……亮りよう士しは、オレが他ほかのヤツにチョコやってもいいのか？」

　そんな可愛かわいすぎるおおかみさんに、内心でうひょー可愛いーとか思いつつも、かっこよく答える亮士さん。

「そうだな……本命チョコならいざ知らず、義理チョコだからな。義理チョコは、お世話になった人にあげる物だろう？　それにいちいち目くじら立てるほど、俺おれは小さい男じゃないぞ」

「亮士……」

　おお、男らしいです。おおかみさん、間違いなく惚ほれ直しています。

　ポッとか、頰ほおを染めてますし。

　ですがその話の前提は、本命チョコを貰もらえてるということですよね。

　まあ、口に出さなくてもわかるくらいおおかみさんはあげる気満々なので、問題なしですが。

　亮士さんも亮士さんで、貰えないなんて思ってないみたいですし。

　が、そんなバカップルにむかついてる女の子がここに一人ひとり。

「…………涼りよう子こちゃん、お茶切れたみたいなので、淹いれてきてもらえますの？」

「はあ？　なんでオレが」

「いいから、いいから……お願ねがいですの（うるうる）」

「……ちっ、しゃーねーな」

　というわけでおおかみさんが消えて……亮士くんが降こう臨りんしました。

　そんな亮士くんに向かってりんごさんが言います。

「ヘタレのくせに、なーにかっこいいこと言ってんですのよ!!」

「え、いっいやその……」

「小さい男じゃない？　大きい男は、こんなにヘタレたりしませんのよ!!」

「ひーそんなに見ないでくださいッスー」

　りんごさんに、思いっきり至近距きよ離りでにガンつけられ、ヘタレる亮士くん。

「おりゃおりゃですの!!」

「ひーぐりぐりしないでくださいッスー!!」

　ついでとばかりに、りんごさんに足を踏まれる亮士くん。

　まあ、お約束ですね。

　で、おおかみさんが戻って来ました。

「ん？　なにやってんだ？」

「なんでもないですの～♪」

「ああ、なんでもない（キリッ）」

　というわけでおおかみさんが現れて……亮士さんが再降臨しました。

　そしてこれもお約束です。







　────えー、こうして、新たなトップが誕たん生じようした新生御お伽とぎ銀ぎん行こうが始動しました。

　──さらに、みんなで意見を出し合ったり、

「男からの意見だけど、作る姿を映像に収めているとありがたみが増すと思うよ？」

「メイキング映像ですのね!!」

「あと、包装紙を変えたら、いろんな人から貰もらえた感があって、いいんじゃないでしょうか」

「それもいただきですの！　さすがアリス先せん輩ぱい!!」

　──学園長にこびを売ったり、

「おじいちゃま～」

「なんじゃ？　なんじゃ？」

「バレンタインに～チョコレートを作ろうと思うんですのよ。もちろんおじいちゃまにも!!」

「ほっほっほっそりゃうれしいのう」

「でも、先立つものがないんですの……うるうる」

「仕方ないのう、無む駄だ遣づかいするんじゃないぞい」

「わーい、おじいちゃま大好きですの。ほら、涼りよう子こちゃんも」

「だっだっ大好……言えるかボケッ!!」

　──お色気があったり、

「いいっ!!　いいですよ、皆さん!!　ああ……なんて美しい……」

「いや～ウチはきれいどころが多くていいね？」

「本当ですね……」

「……涼子ちゃん、アリス先輩、乙おと姫ひめさん、あの野郎三人組が撮さつ影えいの邪じや魔まなんで、追い出してくださいの」

「了解」

「了解でございます」

「わかりました」

「そんな殺せつ生しような!!　ボクに任せてもらえれば、皆さんの魅み力りよくを極限まで引き出し切り取った、最高の写真を撮とってみせるのに!!」

「太た郎ろう様は、目がいやらしいのでございますよ。カメラマンがそんな目をしてはダメでございます」

「亮りよう士しもだ!!」

「うっすまん、ただ涼子が余りに眩まぶしくて……」

「いっいや、そのオレを見るんならいいんだ……ただ他ほかの人をごにょごにょ」

「はーいそこの人、いちゃついてないでさっさと出ていってくださいですのー」

「はーい、魔ま女じよくん、鶴つるヶが谷や君笑って笑って？」

「こうでしょうか？」

「ヨヨ～」

「そこのＯＢ、なにをやってるんですか!!」

「アリス君、ちょっとしたジョークだよジョーク？」

　──なんか盛ろうとしたり……

「ヨヨヨヨヨー!!　チョコにコレを入れれば、もっとチョコを食べたくなって、リピーターにな……」

「あぶなーいですのっ!!　ちょっ、おつう先せん輩ぱい、魔女さんどうにかしてくださいの!!」

「……魔女さん、ちょっとお話が……」

「ヨヨっ？　おつう、勘弁してほしいヨー、アチキが悪かったヨー」

　こんな感じで、代は替わっても、御お伽とぎ学がく園えん学がく生せい相そう互ご扶ふ助じよ協きよう会かいは平常運転ですね。







　バレンタインを翌日に控えた放ほう課か後ご、場所は御伽学園校舎の一室。

　そこでは、テロリストたちが決起集会を行っていました。

「さて諸しよ君くん……時が来た」

「そうだな」

「ああ」

「腕が鳴るぜ……」

「皆の献身的な協力のおかげで、全すべての計画は順じゆん調ちように進んでいる」

　納豆菌培養とかですかね。

「周囲を見回してみろ……なんという残念なツラか。不細工で、卑ひ屈くつで、目が死んでいて……だが、だからこそ、誰だれよりも信じられる!!　そう我らの結束は、なによりも固い!!」

「「「おお！」」」

「同志たちよ!!　カップル共に、我らの怒りを、思い知らせてやろう!!　我らの悲しみを、叩たたきつけてやろう!!　無念を、憎しみを、涙を、全て詰め込んで届けてやろう!!」

「「「「「おおおお!!」」」」」

「さあ諸君、菓子屋の陰いん謀ぼうに踊らされ、浮かれきっている愚か者共に、我らモテない男たちの魂の叫びを聞かせてやろうではないか!!」

「「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」」」」」

　魂の叫び、具体的に言うなら、カバディです。

　それにしてもなかなかの扇動っぷり、彼なら次期ジャックが務つとまるんじゃないですかね。

　が、そんな紳士たちに、何者かが声をかけた。

「そこまでだ!!」

「なにやつっ!?」

　紳士の皆さんが、入り口のほうを見ると、そこにはどこぞのヒーローのように、夕日を背負って現れた男たちがいた。

「おっお前らは」

「とうっ」

　とかっこいいかけ声と共に普通に歩いてきた男たち。

　……飛び降りられるような所はなかったですからね。

　まあそれはともかく、教室に入ってきた男たちは、テロを企たくらんでいた紳士たちに言った。

「バレンタインの邪じや魔まはさせん!!」

「そうだ!!　バレンタインとは、少女たちがなけなしの勇気を振り絞って、自らの想おもいをチョコに込めて、伝える日」

「そんなけなげな少女の想いを踏みにじろうなど、我らは紳士として許すわけにはいかない!!」

　この人たちも紳士でした。

　要するに、チョコを貰もらう当てのある、紳士の皆さんなわけです。

　ちなみにこちらの紳士さんたちは、微妙に顔面偏差値が高いです。

　……世せ知ち辛がらい世の中ですね。

「裏切り者共がなにしに来た!!」

「そうだそうだ!!　裏切り者共には死の制裁を!!」

「ていうかなんでこの場がわかった!!」

　紳士の集まりと同様、この集まりも極秘に行われているので、そうそうは見つからないはず……が、その理由はすぐに判明しました。

「ふっ、悪いな、俺おれもチョコが欲しいんだよ」

　その言葉と共に、もてない紳士たちの中にいた一人ひとりの少年が立ち上がると、

「……伊い藤とう、お前っ!?」

　モテてる紳士たちに合流した。

「なっ!?　スパイだとっ？」

「……俺らも去年はそちらにいたからな、お前らが取る行動なんてわかりきっている!!」

「くっ、ひきょうな……」

「なんとでも言え……というか、どう考えてもお前らのほうが悪だろう」

　まあ、バレンタインを邪じや魔まするためにテロしようというのは、悪ですよね。

「悪……悪か。たしかにそうだ。だがな……それでも、譲ゆずれないものがあるんだよ!!」

　それ、妬ねたみや嫉そねみや僻ひがみですよね？　譲ってくださいよ。

「そうか……だが、我らも愛のために負けるわけにはいかん!!」

「僕らは輝かがやかしい青春の思い出を作るんだ!!」

「そうだ!!　無理だと思っていた青春が、手の届くところまで来たんだよ!!」

「それを……それを邪じや魔まさせるわけにはいかない!!」

「俺おれは高校三年……今年ことしがラストチャンスなんだよ!!」

　こちらはこちらで、切実ですね。

　ていうか、三年生のあなた、チョコのためにわざわざ登校してるんですか？

「……大おお野の」

　と、そこでテロリストじゃないほうの紳士が、テロリストのほうの紳士に話しかけた。

「なんですか？　今さら話すことなどないでしょう……」

「…………２─Ｃの三み好よしさんが、大野くんってフリーなのかな？　と聞いてたぞ」

「なにっ!?」

「…………」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、大野くんは言いました。

「…………バレンタインの、邪魔はさせん!!」

「大野ーっ!!」

　ここまで変わり身が早いと、逆にすがすがしいですね。

「こっこの裏うら切ぎり者がー!!」

「うるせー!!　俺だって幸せになりたいんだっ!!」

「ふっふっふっ、お仲間が一人ひとり減ったようだな」

　偉そうにそういう正義のほうの紳士。

　そんな紳士にテロリストの紳士が言いました。

「斉さい藤とう」

「……なんだ？」

「お前のチョコの当てはマチ子こちゃんか？」

「……そうだ」

「たしかに、あのクリスマスパーティーで、なかなかいい感じになってたな」

「…………」

　なにが言いたいんだといぶかしげな顔をする斉藤くんに、

「ふっ、マチ子ちゃんの本命は別にいるらしいぞ」

「なにっ!?」

「俺は同じクラスだからな……マチ子ちゃんのクラスでの会話が耳に入って来る」

　この時期ですからね。

　あなたは、誰だれにチョコあげるの～？　え～私～？　みたいな会話が繰くり広げられてるわけですよ。

「聞こえていたのは、頼りがいがありそう、よく見るとかっこいいかも、そして…………年上。つまり、同学年のお前ではないことはたしかだ!!」

　どんっ!!

　そう指さされた斉さい藤とうくんは、

「しょっ証拠が……ないだろう!!」

　食い下がりました。往おう生じよう際ぎわが悪いですね。

「ふっふっふっ……そう言われるだろうと思ってな、手を打っておいた。ほらちょうど今証拠が来たぞ!!」

　そうして地面に転がされたのは……

「むぐっ!?」

　ロープで縛しばられ頭に紙袋を被かぶらされた男子生徒でした。

　四人がかりで連れて来られた男子生徒は、地面に転がされる。

「取ってやれ、猿ぐつわもな」

「了解」

　紙袋を外すと……出てきたのは、猿ぐつわを嚙かまされた主人公でした。

「むぐー!?　…………ぷはぁ!!　なんッスか!?　なんなんッスか!?」

　猿ぐつわを外されたあと、文句を言う亮りよう士しくん。どうやら無む理り矢や理り連れて来られたようですね。

　そしておおかみさんが傍そばにいないので、口く調ちようがヘタレてます。いやーなんか懐なつかしくて安心しますよね!!

　……ですが、そんな亮士くんの抗こう議ぎを無視して話が続きます。

「いつの間にっ!?」

「……くくくく、仲間はここにいる奴らだけだと思うなよ？　我らの仲間は学校中にいる!!」

　まあ、どちらかというとチョコ貰もらえない人のほうが多そうですよね。

　というわけで、語り合っているうちに、メールかなんかで、亮士くんを連れて来いとか同志に連絡したんでしょう。

「森もり野の」

「……なんッスか？」

　警けい戒かいしつつも、答える亮士くん。

「マチ子こちゃんの本命は誰だ？」

　なるほど、一つ屋根の下にすんでる亮士くんですから、知ってる可能性がかなり高いと推測したわけですね。実際知ってますし。

「それは、言うわけにはいかないッス!!」

　キリッとかっこいい顔をする亮りよう士しくん。

　ですが、ここは知らないとか言ったほうがいいと思いますよ？　その返答は、知ってると言ってるも同然じゃないですか。

「…………やれ」

「ちょっまっ!?　うははははやめっやめてくださいッスー」

　ほら、無む理り矢や理り吐かそうと言うことになりましたし。

　というわけで、拷ごう問もんが始まりました。




　中略




「うひひひひーっ!?」

　くすぐりって、きついですよね。

「むひょひぇあゔぁー!?」

「強情だな……」

　亮士くんはヘタレですが、友人を売るなんてことはしないのです!!

「ならば仕方ない……質問を変えよう。この中に、マチ子こちゃんの本命はいるか？」

「言うわけにわひょひひゃえらりょぁあ～!!」




　中略




「ぴぇあひあしゅいぁあヵきゃひーひゃーっ!?」

　なんかわけのわからない笑い声になってきました。

「本命はいるか？」

「はぁ、はぁ、……わっわかったッス…………言うッス」

　あ、負けました。

「で、いるのか？」

「……………………ここには、いないッス」

　おおかみさんがいないと、亮士くんはダメダメですね。ですがまあ、くすぐり攻こう撃げきはきついですよね……と、亮士くんを一応フォローしておきます。最後の一いつ線せんは守り通してますし。

　そして、亮士くんの言葉で、マチ子さんからのチョコを当てにしていた斉さい藤とうくんが……

「バッバッバレンタイン反対ぃいぃいぃいぃ!!」

　……泣きながらテロ組そ織しきであるバレンタイン不要原理主義者たちに合流しました。

「一人ひとりを裏切らせるためだけに、ここまでやるか……」

　正義のほうの紳士たちが、引いてます。

「ふふふふ、幸せにはさせん!!　幸せになぞさせんぞおぉおぉ!!　それに、今知ったほうが、まだ傷は浅いだろう？」

「そう、これも友情故だ」

「なんて、友人思いな俺おれら」

「ふっふっふっ、お前らも本当にそちら側にいていいのかな？」

「人の心は見えないからな……」

「考えろ……本当にお前らは、チョコが貰もらえるのか？」

　優やさしく語りかけるテロリストのほうの紳士たち。

　実際不安そうな紳士たちが何人かいますね。

　たぶん友人以上恋人未満みたいな関係なんでしょうね。

「それに貰えるのは本命チョコなのか？　義理じゃないのか？」

「お前らも、好きな子が、他ほかの男に本命チョコを渡す姿を見たいのか？　見たくないだろう？　ならば……我らに合流するのだ!!」

「皆、耳を貸すな!!」

「でっでも……」

「たしかに義理を貰えたとしても、好きな子が他の男に本命チョコを渡す姿を見ちゃったりしたら……」

　不安の声を漏らし始める正義の紳士たち。

　正義のほうのリーダーはそれを見て、これ以上、士気が下がらないうちにけりをつけるべきだと、実力行使に出た。

「ええいこうなったら、実力行使だ!!」

「ふっ、そう簡かん単たんにやられると思うなよ!!」

　と、紳士同士の戦いが始まろうとしたまさにその時、バーンと教室の扉が勢いよく開いた。

「亮りよう士し[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　扉を開けたのは、息せき切らせてやって来たらしいおおかみさん。

　亮士くんが拉ら致ちされたことに、気がついたわけですね。

「亮士大丈夫か!?　怪け我がはないか!?」

「ああ、大丈夫だ（キリッ）」

　とか、かっこ良く言ってますが、亮士さんはぐるぐる巻きで地面に転がされてます。

　しかも拷ごう問もんのせいで、よだれとかたれてます。

　格好がつきませんね。

「亮士!?」

　駆け寄り、亮士さんの前にしゃがみ込むおおかみさん。

「……誰だれがこんな酷ひどいことを……」

　酷いことって……いやまあ、ただ簀す巻まきにされてるだけなんですが。

　そんなおおかみさんに、亮りよう士しさんはかっこ良く……

「いや、大丈夫だ……ブッ」

　鼻血を噴ふき出した。

「亮士[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　いきなり血にまみれた亮士さんに、パニックになるおおかみさん。

「死ぬな亮士っ!?」

「いっいや大丈夫だ」

「大丈夫ってこんなに血が……」

「ただの鼻血だ」

「でっでも……お前が死んだらオレは……」

　いやまあ、なんというか……大丈夫だと思いますよ？

　理由は、対決を中断し、固唾かたずをのんで二人ふたりを見守っていた紳士の皆さんの言葉を聞けばわかります。

「あれは…………見えてるな」

「ああ、あの角度は間違いなく見えてる」

「大おお神かみ、あわててるから、スカートがちょっとめくれてることに気がついてない」

「スリットの感じも絶妙だな」

「大神は基本ロングスカートだからな、パンチラはレアだ」

　さすがです。どんなときでも紳士であることを忘れてません。

「ハッ、ハンカチ……」

　ポケットからハンカチを取り出し、亮士さんの顔を拭ふくおおかみさん。

　まあ、ここまで来れば皆さんもおわかりになったでしょうが……おおかみさんは、簀巻きにされて地面に転がされた亮士さんの前にしゃがみ込んでいるのです。

　あわててるので、いろいろおろそかになってて、しかも大神さんの鉄てつ壁ぺきのスリット入りロングスカートが、膝ひざでこう、良い感じにめくれて……亮士さんの目にはスカートの中が見えていたのです。

　で、思わず鼻血を噴いたと。

　死ぬわけないですよね。

　亮士さんはかっこよく見えますが、中身は亮士くんなので……まあ……アレなのです。

「そっそんなことより、ロープをどうにかしてくれ」

　亮士さんは、どこかをちらちら見つつ、そう言う。

　見事に理性と本能がせめぎ合ってますね。

　理性が顔をそらさせるが、本能が顔を元に戻す。

　ちらっちらちらっちらちらじーちらっちらちらちらちらちらちらじ────

　…………どうやら、本能の方が優ゆう勢せいですね。気持ちはわかりますが。

　ですがそんな亮りよう士しさんの葛かつ藤とうも知らず、

「ああ、わかった!!」

　おおかみさんは、亮士さんの自由を奪っているロープをほどき始める。

　でもって再び……というよりさっきよりも大神さんの足下がおろそかに。

「ぐふぉあ」

　思わず噴ふき出す亮士さん。

　鼻血を吞のみ込んでいたからか、血を口から噴き出しました。

「亮士[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「だっ大丈夫だ、だからはやくほどいて……」

「でもでもっ、亮士が死んじゃったらオレは……」

「おっ俺おれがお前を残して逝いくわけがないだろう!!」

「っ!?　あっああ!!」

　早くほどいてもらわないと別の意味でやばいと、叫ぶ亮士さん。

　亮士さん、さっきは真まっ直すぐな芋いも虫むしだったのに、今は微妙にくの字に曲がっていってますからね。

　幸せそうに見えて、いろいろピンチなんでしょうね。

「…………いつまであの小芝居は続くんだ？」

「さあ」

「ていうか……あれ、パンチラどころかパンモロいってね？」

「いってるな」

「まちがいないな」

「しかもあの至近距きよ離りからだからな……」

「そら森もり野のもくの字になるわ」

「くそっ、あそこにはどんな絶景が広がっているんだ……」

「みんな、森野の瞳ひとみを見るんだ、もしかしたら反射で見えるかもしれない」

「おお、ナイスアイディア」

「燃もえ上がれ俺の小宇宙コスモ」

「…………くっ、だめだ、みえない」

「諦あきらめるなみんな!!　オーラを瞳に集めるんだ!!」

「「「「「「おう!!」」」」」」

　………………見えるわけないじゃないですか。気持ちはわかりますが。

　でもって、そんなバカなコントを繰くり返したあと、

「う[image: ～][image: ～]……ほどけたっ!!」

　ようやく亮りよう士しさんが自由の身に。

「ふう……ありがとう、助かった」

　いろんな意味で助かったんでしょうね。亮士さんは全然立ち上がろうとしないですし。

　……理由は言うまでもありません。

　そして、おおかみさんは亮士さんを自由にすると、

「さて……と」

　立ち上がり、どう猛な肉にく食しよく獣じゆうの表情で振り向き言った。

「てめえら、よくも亮士を……」

　握にぎり拳こぶしをばきぼき鳴らすという、ヒロイン的にＮＧな行動を取りつつ、紳士の皆さんに近づいていくおおかみさん。

「いやその」

「これは……」

「話せばわかる……」

「ていうか、鼻血は俺おれらのせいじゃ」

　おおかみさんのせいですよね。おおかみさんが無防備にパンチラかましたのが、いけないんですよね。

　ですが、おおかみさんは聞いてません。

　まあ、このあとは描写するまでもないですね。

「おら[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「「「「「「ぎゃあああ───!?」」」」」」

　というわけで、紳士の皆さんの悲鳴が、教室に響ひびき渡ったのでした。







　おおかみさんと亮士さんが去ったあと、教室には紳士の皆さんが、死し屍し累るい々るいと横たわっていました。

「うう……」

「いてぇ……」

「これが恋する乙女おとめか……」

「あのときは、可愛かわいかったのに……」

「森もり野のへのデレを、俺たちにも分けてほしい……」

　あと、

「なんで俺らまで」

「俺おれら、正義側だろ？」

「たぶん。……恋する乙女おとめたちの心を救おうとしてたし」

　良いほうの紳士たちも混じってました。

　とんだとばっちりですね。

　が、話はこれで終わりません。ていうか始まってすらいませんからね。

「だが……この程度で、我らの悲ひ願がんを諦あきらめるわけにはいかん!!」

　そう言って立ち上がる、テロリスト側の紳士。

「我らも……我らの青春の邪じや魔まはさせん!!」

　正義側の紳士も負けじと立ち上がる。

　いやはや、元気ですねー。

　まあ、おおかみさんが手加減してるからなわけですが。

　続々と復活していく紳士たちは、先ほどと同じように睨にらみ合い、一触即発、血で血を洗う醜みにくい争いが起ころうとした……まさにそのとき、放送が流れました。

『ぴんぽんぱんぽ～ん、放送部でーす☆☆☆　今から、御お伽とぎ銀ぎん行こうから連絡事項があるそうでーす☆☆☆　なので、耳かっぽじって聞いてくださーい★★★』

　相変わらずの、すずめさんですね。

『こほん。皆様、こんにちは。御お伽とぎ学がく園えん学がく生せい相そう互ご扶ふ助じよ協きよう会かい会かい長ちようの鶴つるヶが谷やおつうと申します。よろしくお願ねがいします。それはさておき、去年一年、皆様には本当にお世話になりました。故に、皆様への心ばかりのお礼として、チョコレートを用意させていただきました。本来なら皆様に配って回りたいところなのですが、それはさすがに人数的に不可能なので、もしチョコレートを受け取っていただけるという方は、明日あしたの放ほう課か後ご、御伽学園学生相互扶助協会の前に、足を運んでいただければ幸いです。ご静せい聴ちようありがとうございました』

『御伽銀行女子行員による手作りなので、どしどし集まってくださ～いだそうです☆☆☆　男の皆さん良かったですね!!　要するにモテない男へのチョコの配給ですよ!!　これでチョコをくれたのがお母かあさんだけとか、見み栄え張るために隣となり町まちまでチョコを買いに行く必要がなくなりましたよ皆さん★★★』

　今にも乱らん闘とうを始めようとしていた紳士の皆さんですが、その放送に固まりました。

「……チョコの配給だと？」

「馬ば鹿かにしおって」

「まったくだ……」

「恵まれない男に愛の手をということか？」

「舐なめられたものだな……我らにも、プライドというものがあるのだ!!」

　クワッと目を見開き、叫ぶテロリスト側の紳士のリーダー。

　……が、台詞せりふに続きがありました。

「………………あ、そうだ。明日あしたぼくちゃん用事があったんだ」

「…………実は俺おれも」

「ボクも」

「それがしも」

「ミーも」

「おいどんも」

「……それじゃあ仕方ないなぁ。では今日きようのところはこれで解散ということで!!」

「「「「「異い議ぎなし!!」」」」」

　というわけで、バレンタインの放ほう課か後ごに、カバディというかけ声を鳴なり響ひびかせるという恐ろしいテロは、未然に防がれたのでした。

「いや、さすがにそれはどうかと思うぞ？」

　チョコが貰もらえるとわかるやいなや、いきなり宗しゆう旨し替がえするテロリストたちにそうつっこむ、正義側の紳士たち。

「うるせーっ!!　俺らだってチョコ欲しいんだよ!!」

「もう、隣となり町まちまでチョコ買いに行くのはイヤなんだ……」

「一度でいいから、女の子の手作りチョコを食べてみたい……」

「貰ったチョコが、かーちゃんのだけというのはもう……」

「最近は妹すらチョコくれなくて……」

　本音を言いつつ泣き始める、テロリスト側の紳士たち。

　……彼らにもいつか幸せが来るといいですね。

　それにしても……バレンタイン前日に、話のメインになりそうな騒そう動どうの種が消えたんですが……さすが後ご日じつ談だん、ヤマもオチもありません。







　そして待ちに待ったバレンタインデー当日の朝。

　満面の笑えみで、頰ほおを染めたおおかみさんが、亮りよう士しさんとの待ち合わせ場所にやって来ました。

　尻尾しつぽがあったら、それを間違いなくブンブンと千切れんばかりに振りまくっているだろうおおかみさんが、待ち合わせ場所にいた亮士さんにご挨あい拶さつ。

「亮士、おはよう!!」

　走ってきたのか、息を弾ませているんです。あと、どことなくそわそわしているように見えます。

　ちなみに、いつも連れてるりんごさんが今日はいません。

「ああ、おはよう」

　そして言葉を返す、亮士さん。こちらもどことなく落ち着きがない気がしますが、気のせいではありません。

「赤あか井いは？」

「りんごは少し遅れるんだって、だから先に行こう！」

「そうか……じゃあ行くか」

「うんっ!!」

　学校に向けて歩き出す二人ふたり。

　ちょうど人通りがないため、おおかみさんは可愛かわいくなってます。

「今日きようも寒いね」

　……アレですね、この寒いねと言うのは、もっと近づけよごらーと言う意味ですね。

「そうだな」

　というわけで、微妙におおかみさんとの距きよ離りを詰める亮りよう士しさん。

　実に空気の読めるいい男になってます。

　そして、恋人同士の距離になった二人。

「…………」

「…………」

　心を許し合った今、無言になっても最近は穏おだやかな空気が流れるのですが、今はかすかに緊きん張ちよう感かんが漂ってます。

　おおかみさんは、いつチョコを渡そう!?

　亮士さんは、いつ来るっ!?

　みたいな感じで、見えないところで駆け引きが行われているのです。

「ねっねえ、亮士」

「なっなんだ？」

「えとね……そのね……」

　きょろきょろしつつ、おおかみさんは鞄かばんを開けようとし……

「おはようですの[image: ～][image: ～]」

　その瞬しゆん間かん二人の間に割り込んだのは、おじゃま虫りんごさん。

「……早かったじゃねーか」

「うふ……ふふ……、私をまこうったって……そうは……いきませんの!!」

　りんごさんの息が荒いです。

　あと、りんごさんがいなかった理由がわかりましたね。

　おおかみさんがダッシュしたんですね。それで、りんごさんが置いていかれたと。

　おおかみさんがりんごさんを置いていった理由はもちろん、チョコを渡すのを邪じや魔まされないようにするためでしょう。

　りんごさんの執しゆう念ねんの前に、その目もく論ろ見みは失敗に終わったようですが。

　運動苦手なくせに全力疾走とか……りんごさん、あなたはどれだけ邪じや魔まがしたかったんですか。

「はぁ……はぁ……つっかれましたの……」

「おい、大丈夫かよ」

「大丈夫……じゃないですの」

　そして、おおかみさんが、いつものおおかみさんに戻りましたね。亮りよう士しさんだけの前以外では乙女おとめにならない、それがたとえりんごさんであろうと……おおかみさん、徹てつ底ていしてます。

「というわけでほら森もり野の君、私の鞄かばん持って」

　親友の彼氏を、荷物持ちに使うりんごさん。図ずう々ずうしさここに極まれりです。

「了解」

　そう苦笑しながら鞄を受け取る亮士さんに、おおかみさんは言う。

「おい亮士、言うこと聞く必要はねーぞ」

「なんて酷ひどいことを言うんですの!?　最近涼りよう子こちゃんは、私への愛情が足りてませんの!!」

「誰だれのせいだと思ってやがる!!」

　まあ、りんごさんの自じ業ごう自じ得とくですよね。邪魔ばっかりしてますし。

　というわけで、朝に誰よりも早くチョコレートを渡すという計画が、おじゃんになってしまったおおかみさんなのでした。




　──御お伽とぎ学がく園えん。

　生徒たちの間に漂う浮うわついた空気が癇かんに障さわる……もとい、青春を感じさせます。

　まあそれはともかく、いつもどおりおおかみさんとりんごさんと登校してきた亮士さんを、とても色っぽいというか甘ったるい声のお姉ねえさんが呼び止めました。

「あら、りょうちゃん、いいところに!!」

　存在自体が風紀を乱している風紀委員、桃ももちゃんでした。

　冬なので残念ながら厚着ですが、それでも胸の谷間は見えました。ポリシーなのかもしれません。いやはや、素す晴ばらしいポリシーですね！

「おはようございます、桃ちゃん先せん輩ぱい」

「おはよーございます」

「おはようございますですの」

　右から、亮士さん、おおかみさん、りんごさんです。

「おっはよ～ん。というわけで、チョコあげるわん」

　なんて言いながら桃ちゃんが取り出したのは、ポ○キー。

「はい口開けて」

「え？　……むぐっ」

　それを、亮りよう士しさんが『え？』と言って口を開けた隙すきに咥くわえさせた……と思ったら、逆側にかじりつきました。

　これはあれです。いわゆるポッ○ーゲームです。

「ぽりぽりぽりぽり」

　○ッキーを、どんどん食べていく桃ももちゃん。

　あげると言いつつ、食べてるの桃ちゃんばかりじゃないですか!!

　いや、それが最高なんですけど!!

　というわけで、桃ちゃんの顔が亮士さんに近づいていき……

「ぽりぽり……」

「とりゃーっ!!」

　おおかみさんチョップが、見事ポ○キーを真ん中で断ち切りました。

「あら残念ねん」

「なっなにやってんだよ!!」

「見てのとおりバレンタインのチョコをあげてるのよん」

　なんの悪意も感じないというか、なにが問題なのかをまったく理解してない感じの桃ちゃんに、おおかみさんは一気に毒気を抜かれる。

「いやなんというか……いろいろとつっこみどころがありすぎて、どこからつっこんだもんやら……」

「でも、これなら、喜んでくれるでしょ？」

　ええ、大喜びですね。

　ポッ○ーなので桃ちゃんの懐ふところも痛まず、それでいて男の子大喜び。

　完かん璧ぺきですね。

　非の打ち所のかけらもありませんよ。

　不可能だと思われていた、みんなが幸せになれる世界がここにはあります。あと、めんどくさくなったので今後は○取ります。

「じゃあ、これはどうかしらん？」

　今度は、ポッキーを胸の谷間に刺す桃ちゃん。

「さあ亮りようちゃん、口で受け取って……」

「とりゃーっ!!」

　今度は水平チョップが桃ちゃんのポッキーに炸さく裂れつしました。

「ああん」

　放ほう物ぶつ線せんを描き飛んでいくポッキー。

　おおかみさん、食べ物を粗末にしちゃいけませんよ……と思ったら、地面に転がったポッキーに桃ちゃんの下げ僕ぼく三人衆がどこからともなく現れて、群がりました。

「もっ桃ももちゃんの胸に挟まれたポッキー!!」

「放せ!!　これはワシんじゃー!!」

「これなら三秒どころか一日地面に転がってたって食べられるんだぜ!!」

　地面に落ちたポッキーに手を乗せつつ、三人は叫ぶ。

「これはっ!!　これだけは譲ゆずれないんだっ!!」

「ふっお前たちとは長い付き合いだったが…………今日きようまでのようだな」

「ほんとバレンタインは地じ獄ごくだぜー!!」

　ちなみにこの三人、桃ちゃんのおっぱいのもとに集つどい、『桃とう園えんの誓ちかい』的に義兄弟になってたはずなんですが……最後の最後で人間関係崩ほう壊かいとかなにやってんだこいつらって感じですね。

　まあ、というわけで、地面に落ちたポッキーは、桃ちゃんの下げ僕ぼく三人衆のうちの誰だれかがが美味おいしく戴いただきました。







「あいかわらずだったな……」

「ああ……」

　朝っぱらからの妙なテンションに、なんとなく気が抜けてしまったおおかみさんと亮りよう士しさん。

「…………って、ぼけーとしてる場合じゃねえ!!」

　そうです。今日きようはバレンタインで、女の子にとっては戦場なのです。戦場でぼけーっとしてたら死にます。

　というわけでおおかみさんは気を取り直し、チャンスを待ちます。

　が、隣となりにはニコニコ笑顔えがおのりんごさんが。

　おおかみさん的に、チョコを渡すときは二人ふたりきりが良いので、たとえりんごさんだろうと、その前でチョコを渡すのは嫌いやです。

　というわけで、アイコンタクトでさっさと消えろとりんごさんに伝えるおおかみさん。

「……ん？　どうしたんですの？」

　そんなおおかみさんの様よう子すに、純じゆん真しん無む垢くな笑顔で首を傾かしげるりんごさん。

　清純派で、汚けがれを知らぬ乙女おとめって感じですが……絶対わかってやってますね。

　鉄てつ壁ぺきのリンゴさんブロックです。鬼です。

　そんなりんごさんの様子におおかみさんは、

「…………亮りよう士し」

「わかった」

　今度は亮士さんに向けアイコンタクトでなにか伝え……次の瞬しゆん間かん、

　ダダダッ

　二人はいきなりダッシュしました。

　廊下を走ってはいけません。

「あっ、待ちなさいですのー!!」

　りんごさんは二人を追いかけますが、肉体的スペックの差はいかんともしがたく、あっという間に撒まかれました。りんごさん、肉体派じゃないですからね。

　でもって廊下を二人で走っていると、天の采さい配はいか、おおかみさんの日ひ頃ごろの行いが良かったのか、階段を上り、踊り場に来たところで、ちょうど人通りが途と切ぎれました。

　今だっ!!

　おおかみさんはチョコを出そうとし……

「あ、ダーリン見っけ!!」

　階段の上からマチ子こさんが登場して断念。実に間が悪いです。

「教室から来るのが見えたから、走って来たのよ……」

　でもってマチ子さんは頰ほおを染め、そっぽを向きながら亮士さんにチョコを渡した。

「べっべつに、あんたのために作ったんじゃないんだからね!!」

「……あっえっありがとう？」

　思わずというか差し出されたので、反射的に受け取ってしまう亮士さん。

　そんな亮士さんに、マチ子さんは言った。

「涼りよう子こを見てて、ツンデレって武器よねとか思ったから練習したの。ちなみにこれは、本番前の予行演習って感じ？　で、どう？」

「…………なるほど。そういうことなら、ちょっとわざとらしいかな」

　マチ子こさんの奇行の理由を知り、納得したあと、ストレートに感想を言う亮りよう士しさん。

「はぁ～やっぱり涼りよう子こみたいな本ほん職しよくには勝てないか」

「本職ってなんだよ本職って!!」

「うるさいツンデレ!!　あんたにダーリン取られたから、ウチはこうして涙ぐましい努力をしてるんじゃないの!!」

「なっ!?」

　マチ子さんが逆ギレして、その勢いにおおかみさんは負けました。

「あと、チョコ渡したことに対する文句も受け付けないわよ」

「ふん、そこまで嫉しつ妬と深ぶかくはねーよ」

　とか言いつつ、微妙に不ふ機き嫌げんになったおおかみさん。

　一番手を取られましたからね。

　そんなおおかみさんを見て、まだチョコレートを渡してないなと悟り、ニヤニヤするマチ子さん。

「むふふ～ごっめんね～」

「なんだよ……」

　なんかこの場に限り、勝者と敗者が逆転してます。

「……でも、わざわざ学校で、しかもあなたの前で渡してあげたんだから、許してよね」

「…………ふん」

　なるほど、だから家で渡さずわざわざ学校で渡したんですね。マチ子さん、地味に良い子です。だからおおかみさんも、それ以上嫌いやな顔はできません。

「じゃあ私は本命にチョコ渡しに行くから、またあとでね～」

「ああ、じゃーな」

「チョコありがとう」

　元気いっぱいで勝負に行くマチ子さんを二人ふたりが見送っていると、階段を上ってくる生徒の姿が。

「…………はぁ」

　おおかみさん、見事にまた渡すチャンスを逃のがしてしまいました。

　だけどまあ、まだチャンスはあるさ……と自分に言い聞かせる、おおかみさんなのでした。







　あっという間に放ほう課か後ごになりました。あると思ったチャンスは皆無でした。

「……ちっ」

「涼りよう子こちゃんほら、笑顔えがお笑顔」

　朝渡せず、お昼も渡せず、休きゆう憩けい時間とかは人目があって渡せず……と、今の今までチョコレートを渡せてないおおかみさん。

　しかしまあ、放ほう課か後ごの夕日に照らされる教室の中で……というのもなかなかに青春っぽくて良い感じなのですが……それも無理そうです。

　なぜなら、お仕事があるから……そう、チョコの配給があるんですよ。

　御お伽とぎ銀ぎん行こうの地上支店である、プレハブ小屋の前に臨りん時じに設けられた、チョコの引き渡し場所で、御伽銀行の女性メンバーが総出で、チョコを渡しているのです。

「チョコレートが欲しい人は、ちゃんと並んでね？」

「数はあるから、あわてなくても大丈夫だ」

「……ふっ、あわてるなんとかは貰もらいが少ないとか、残り物には福があるとか言うでしょう？」

　ちなみにこれらの台詞せりふは、チョコを貰うためにできた長い列を整せい理りしている、御伽銀行の野郎三人組です。

　右から頭とう取どりさん、亮りよう士しさん、浦うら島しまさん（乙おと姫ひめさんに抜かれずみ）。

　並んでいるのは制服の生徒から、部活を抜けてきたのか練習着姿の生徒たちまで。女の子もちらほら混じってますが、まあ問題ないでしょう……たぶん。

　そして、御伽銀行地上支店の前には、大きな液晶モニタが置かれていて、そこではチョコのメイキング映像が流れていました。

　映っているのは、チョコレートを作っている、色とりどりの可愛かわいいエプロンを身につけた女の子たち。

「美味おいしくなあれ～ですの～♪」

　歌いながら、湯ゆ煎せんで溶かしたチョコを混ぜているりんごさんに、

「美味しいヨ[image: ～][image: ～]」

「ふふっ魔ま女じよさん、チョコついてますよ」

　溶かしたチョコを味見して、鼻にチョコがついてしまった魔女さんに、それを指でぬぐい取ってぺろっとなめるおつうさん。

「チョコはこんな感じでいいですか？」

「良い感じになめらかになってございますね」

　難むずかしい顔で、チョコを見ているアリスさんに、ニコニコと答える乙姫さん。

「では手分けして、型に入れていきましょうですの」

「ちっめんどーくせーな」

「と、文句を言いつつも、手つきは丁てい寧ねいな涼子ちゃんでしたの」

「うっうるせーな!!」

　ぶつくさ言いつつも、丁寧に作業するおおかみさんですが、自分を撮とっているカメラが気になったのか、カメラに文句を言いました。

「そこ、カメラで撮とるんじゃねーよ」

「いいじゃないですの、こうやって隠し味のラブを込めているのを見てもらわないと。今回のチョコは、お世話になった皆さんへのお礼なんですから」

「そんなもん入れてねー!!」

「ああ、そうですのよね。入れているのは本命チョコだけですのよね～」

「うぐっ」

　真まっ赤かになって絶句するおおかみさん。

「というわけで、これを見ている皆さ～ん、涼りよう子こちゃんのチョコはちょっとばかし愛が少ないかもしれないですけど、勘弁してくださいの。そのかわり、私のチョコは愛がたっぷりですの」

　カメラ目め線せんで、りんごさんが天使の微笑を浮かべました。

「あっ、チョコが……」

　ああ、あそこでは乙おと姫ひめさんが手首についたチョコをペロっとなめました!!　色っぽい!!

　そして、そんなはしたない姿がカメラで撮られているのに気がつき、頰ほおを染めました。

　さすが乙姫さん、わかってます。

「皆さん。おしゃべりも良いですが、手を動かしましょう」

　手首の辺りを使って、くいっとメガネを上げるアリスさん。

　これです!!　メガネっ娘こが、料理をしているときなど手が汚れたときに、メガネを直す仕し草ぐさ!!　世界中のメガネっ娘好きがむせび泣きますよ!!

「はい、ああ、魔ま女じよさんメガネにもチョコが……」

「ヨ～」

　さらに、魔女さんのメガネにもチョコがついたらしく、おつうさんが魔女さんのメガネを取って、拭ふき始めました。

　つまり……魔女さんの素顔が出ました!!　ぐるぐるメガネの下が美少女とか、お約束的すぎる!!

　ていうか、なんかこう、あざとすぎませんか皆さん!?

　…………まあそれはともかく、和わ気き藹あい々あいとチョコを作っている女の子たちは、華やかで楽しそうで、画面からいい匂においが漂ってきそうです。

　しかも、制服の上からエプロンとか……

　あれですね、これ見たらもう、チョコを貰もらわないという選択肢なんぞ存在しない!!

　というわけで、この映像を見た男子生徒たちはテンションマックスです。

「うおお……素す晴ばらしい」

「本気で手作りだな」

「ああ、しかもオーソドックスなチョコというのがまた……」

「ハート型だしな」

「チョコを貰もらうことのないモテないものからすれば、そちらのほうがたまらんな」

「手の込んだチョコでもうれしいだろうが……やはり、憧あこがれるのは、よりバレンタインを感じられるハートの手作りチョコだよな」

「貰ったことないから、こういう感じのほうがうれしい」

「すごいの貰ったら、店で買うのと変わらないと感じるだろうからな」

　大好評ですね。

　さすが、りんごさんプロデュースのチョコレートの配給……もとい配布。

　…………が、このメイキング映像には続きがあります。では未公開シーンをどうぞ。







「はーいカットー？」

　撮とるべきものを撮ったので、頭とう取どりさんが言いました。

「いやよかったよ？　ねえ森もり野の君？」

「そうですね」

　カメラを構えたまま、頷うなずく亮りよう士しさん。

「素す晴ばらしかったですよ皆さん!!　女同士の和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の中、それぞれの魅み力りよくが存分に引き出されてました!!」

　あと、浦うら島しまさんが興こう奮ふんしております。

「ふっ、私の可愛かわいさと演技力にかかればこんなもんですのよ」

　りんごさんが言う。女じよ優ゆうやアイドルに演技力があるというのは利点ですが、普通の女の子に演技力があるというのは、化粧上手じようずが褒ほめ言葉にならないように、利点にはならないでしょう。

「ただ……ペロッ二連発に、メガネ萌もえポイント二つ、つめ込みすぎだったでしょうですの？」

「いえいえ、問題なかったですよりんごさん!!」

　なるほど。あの、皆さんのあざとすぎる行動は、やはり仕込みだったようです。

「……涼りよう子こちゃんはまんま素でしたけど」

「ペロッとかできるか!!」

　が、おおかみさんには仕込んでなかった模様。理由は、素のほうががいい仕事するから。

「まあ、涼子はそのままが一番魅力的だからな」

「そっそうか……」

　亮士さんに魅力的とか言われて、照れ照れなおおかみさん。

　……この二人ふたりは、いちゃつく場所を選びませんね。亮士くんが恥ずかしいことを言って、おおかみさんがぶん殴る。あのやりとりが懐なつかしいです。

　とまあ、雑ざつ談だんはここまで。

　りんごさんがここでぱんぱんと手を叩たたきました。

「じゃあ、時間がないので、ここからはてきぱき、作りますのよー……というわけで、おつう先せん輩ぱいどうぞ」

「はい、これからが本番です。明後日あさつてのバレンタインを目指し、皆さんがんばっていきましょう!!」

「はいですの！」

「りょーかい」

「了解ヨー」

「了解でございます!!」

「わかりました」

　先ほどまでの和わ気き藹あい々あいさはどこへやら、ばたばたとあわただしく動き始める女の子たち。

　まあ、そうですよね。大量に作る必要があるのに、あんな和なごやかにきゃっきゃしながら作っていたら間に合いませんよね。

　というわけで、バレンタイン的な甘さの欠けた、チョコレート作りが始まりました。

　まるで工場のように完全分業で、流れ作業で行われるチョコレート作り。

　りんごさんの言う、隠し味のラブはどこにも見あたりません。

　最初の行程はチョコを刻むこと、これを行っているのは乙おと姫ひめさんとりんごさん。

「これは刻みがいがありますね」

　乙姫さんは完かん璧ぺき超人なので、包丁さばきもお手の物。

　大量のチョコがみるみる内に細かくなっていきます。

　りんごさんも、自じ炊すいしてるんでそれなりですが、さすがに乙姫さんには勝てません。

「おらー、こっちチョコ切れましたのよー!!　森もり野の君ぐずぐずしてんじゃないですのっ!!」

　包丁片手にチョコを刻みまくっているりんごさんが、亮りよう士しさんに文句を言いました。

　あと、包丁を人に向けちゃあいけません。

　ていうか、チョコ刻みすぎで山盛りになってます。

　ここまで多いと、風ふ情ぜいがありませんね。作業にしか見えませんし。

「わかった」

　りんごさんに言われ、おとなしくチョコを取りにいく亮士さん、かっこよくなってもやってることはパシリです。

「乙姫先輩、さっさと刻んでテンパリングの作業に合流しますのよ!!」

「了解でございます」

　こちらの二人ふたりは問題なさそうですね。

　その次の行程は、ボールに入ったチョコレートを湯ゆ煎せんで溶かしたあと、それを冷水につけて混ぜながらゆっくりと冷やしていく、テンパリングという作業。

　担当はおつうさんと魔ま女じよさん。

「ひーっひっひっひっ」

「なんですか？　それは」

「お約束ヨー」

　まあ、魔女ですし、なにかを混ぜるときはそれですよね。

「チョコ溶けたヨー」

「わたしもです……あ、お湯切れたので、電気ポットに水を入れてください」

　こちらも問題なさそうですね。

　おつうさんはメイドなので料理ができますし、魔女さんも魔女ルックのぐるぐるメガネ少女がチョコをかき混ぜてると、なにやら怪しい雰囲気が漂ってきますが、問題はありません。まあ、今日きようは修しゆ羅ら場ばってますし、邪じや魔まはできませんよね。

　……え？　なんでメイドだと料理ができるのか？　そりゃあメイドだからですよ。理由はただそれだけです。

「お水ね？　はいはいりょうか～い？」

　あ、頭とう取どりさんもパシってますね。

　そして最後は型に流し込む作業。こちらの担当はおおかみさんとアリスさん。

「……こんなもんか？」

「いいんじゃないでしょうか」

　二人ふたりは溶かしたチョコを、丁てい寧ねいに型に流し込んでいきます。もちろん形はハート型。

　几き帳ちよう面めんなアリスさんはこういう作業にうってつけですし、おおかみさんは料理上手じようずなので、こういう作業はお手のものです。

「では、浦うら島しまさん、これを冷蔵庫に運んでください」

「はい、アリスさん、喜んで!!」

　浦島さんもパシリ……

　女の子たちが作業し、男たちはパシリ。

　たしかに、これでも一応、女の子たちの手作りチョコレートです。

　噓うそついてません。

　ちゃんと手で作ってますし、問題はないはず。

　……ないですよね？

「というかほんと……シンプルだな」

　物は言い様ですね。

「まあ、大量に作りますからね、凝こった物は作れませんよ。……あ、ビスケットがなくなったのでお願ねがいします」

「りょーかい」

　そう言いつつおおかみさんはビニール袋にビスケットを入れて、テーブルに叩たたきつけ……

「はっ」

　そしてそのビスケットをぶん殴った。

「もう涼りよう子こちゃん、道具を使えばいいのに」

「めんどくせー」

　そう言いつつ再び殴りつけるおおかみさん。

　なるほど、ただチョコレートを溶かして型に入れているだけでなく、砕いたビスケットを溶かしたチョコレートに混ぜているんですね。

　いわゆるチョコクランチというやつです。

　用意してあるチョコレートは普通のチョコレートとホワイトチョコレート、中に入れる物もビスケットだけでなくコーンフレークなど他ほかにもいろいろ用意しているので、組み合わせ次第で味が違うチョコが何種類もできると。作るのも簡かん単たんだし、食べても楽しい。最小限の手間で最大限の効果を、効率いいです。考えてます。

　え？　愛情があまり感じられない？　気のせいです。

　それに、愛が入ってなかったとしても、去年助けてもらったので、感かん謝しやの気持ちはたっぷり入ってるでしょうし、問題ないでしょう。

　うん、問題ない、問題ない。

「おらおらおら～と、こんなもんかな」

　おおかみさんがビスケットの入った袋をテーブルに叩きつけたりぶん殴ったりしている姿も、バレンタイン回にふさわしくないにもほどがありますけど、問題はありませんよ。見せないんですから。

　あれですよね、夢は夢のままにしておくべきですよね……。







　──というわけで、良い夢を見ている皆さんです。

「おまけ付きのチョコください!!　りんごちゃんの手渡しで!!　演技は後こう輩はいから先輩にって感じで!!」

「あの、先輩これ……貰もらってくださいの!!」

　おまけ付きのチョコが飛ぶようにはけていってます。むしろ、おまけがついてないチョコなんて貰う人がいません。

　濡ぬれ手てに粟あわと言っていいほど、貸しが増えていってますね。

「うおおおお、水着姿のりんごちゃんブロマイドゲットー!!」

「ままままマジョーリカちゃんの、素顔写真キター!!」

「ちょっ、おまっ、それレアすぎるだろ!!　ここここ、交換してくれ!!」

「イヤだ!!　家宝にするんだ!!」

「あっあっアリス先せん輩ぱいの婦ふ警けいコス来た!!」

「まじでっ!?　見せてくれ!!　……うわマジだ、逮捕されてー」

　ちなみに、御お伽とぎ銀ぎん行こうの前に立てられた大きな看板には、こんな文章が書いてありました。
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　何度も言うように、これは、今はやりの無料商法です。

　依頼１回で貸し１なんですから……これは暴ぼう利りをむさぼっていると言っても問題ないでしょう。

　貸し１でもそれなのに、貸し10とか、どれだけこき使われることになるかわかってますか？

　御伽銀行に、簡かん単たんな依頼の場合だったら10回も呼び出されるということですよ？

　そもそも、涼子ちゃん特製の本命チョコ……を作る際にできた、試作品──なーんて物が、なんであるんですか。

　…………まあ、りんごさんがパクッてきたに違いないんですが。

「おつう先輩のチョコ、手渡し演技付きでお願ねがいします!!　ご主人様とメイドで」

「あの……ご主人様、ご迷惑かも知れませんがチョコです（ドキドキ）」

　頰ほおを染めながらチョコレートを手渡すおつう先輩。

　見えます、お屋や敷しき勤づとめで、旦だん那な様さまのことを密ひそかに想おもっているメイドが、日ひ頃ごろの感かん謝しやですという建前のもと、義理チョコに見せかけた本命チョコを渡している姿が見えます!!

「乙おと姫ひめさんのチョコ、手渡し演技付きで、演技は女王様から下げ僕ぼくへチョコを恵んであげる感じで!!」

「……ほら、これが欲しいんでございましょう？　なら、跪ひざまずいてこう言いなさい。『乙姫様、どうかこの哀あわれな豚めに、チョコをお恵みください』と」

　乙姫さん、Ｍっぽく見えるのに、Ｓの気質もあるんですね。こんなことまでできるとはさすがパーフェクト美少女です。

「魔ま女じよさんのチョコ手渡し……メガネを外して、甘く微笑ほほえみながら!!」

「了解ヨー……はいチョコレート（はぁと）」

「アリス先輩のチョコ、ツンデレ演技付きでお願いします!!」

「べっべつに、あなたのために作ったんじゃないんですからね!!」

　顔を真まっ赤かにしつつも、後こう輩はいたちが考えたふざけた策に付き合ってあげてるアリスさん……実に後輩想おもいです。

　おおかみさんは……

「大おお神かみさんの演技は…………いいです。手渡しだけで」

「ほらチョコだ」

　なにやら不ふ機き嫌げんですね。まあ、まだ本命チョコを渡してないのに他ほかの野郎にチョコを渡してるんだから、仕方ないかもしれませんが。

　おかげで演技を求める猛者もさがほとんどいません。ほとんどですが。……さすがですよね。

　ちなみにおおかみさん特製チョコは、一いつ瞬しゆんで売り切れました。まあ、愛は詰まってるでしょうからね。亮りよう士しくんへの愛ですが。

　もちろん、

「なんで、こんなもんがあるんだよ!!」

　という、おおかみさんの叫びは華か麗れいに無視されました。

「ああ、被かぶった!!　もう一度行くぞ!!」

「おれも魔ま女じよ先輩の水着ブロマイドが欲しい!!」

「被ったりんごちゃん魔法少女コスと、なにか他のと交換してくれー！　りんごちゃんがいいけど他の人のでもオッケ──」

「くそうっカモられているのはわかっているのに、また並んでしまう……」

「足がっ足が勝手にっ……ここで借り作ったら、なにさせられるかわからないのに!!」

「ふっなんて意志の弱い奴やつらだ……俺おれはそんなものには負けん!!　……が、俺は運動部だからな～カロリーがたくさん必要なんだよな～イヤほんとはチョコなんてあんまり好きじゃないんだけどな～」

　というわけで、りんごさん発案、御お伽とぎ銀ぎん行こう女性オールスターズによる搾さく取しゆは、チョコがなくなるまで続いたのでした。







　夕方、チョコを配り終え、片付けもすんだ御伽銀行の皆さんが集合していました。

　そんな皆におつうさんは言います。

「貸しも大分補充できましたし、大成功でした!!　皆さんありがとうございました」

　いやいや、なかなかちゃんと頭とう取どりやれてますよね。

「うんうん、これなら僕らも安心して卒業できるよ？　ねえアリス君？」

「……そうですね」

　まあ、ここまでたくましければねぇ……アリスさん疲れ切ってるじゃないですか。どれだけ先せん輩ぱいを酷使してるんですか。

「では、皆さん疲れてますでしょうし、このまま解散しましょう。皆さんお疲れ様でした」

「「「「「お疲れ様でーす」」」」」

　というわけで解散となったのですが……りんごさんが、おおかみさんに話しかけました。

「涼りよう子こちゃ～ん」

「なっなんだ？」

　朝にチョコ渡しを邪じや魔まされたせいで、身構えるおおかみさん。ですが……りんごさんはふふっと笑っていました。

「私は用があるので、先に帰っててくださいの」

「そっそうか」

　そして、小さくおおかみさんにだけ聞こえる声で言った。

「がんばってくださいですの。……大丈夫、チョコはちゃんと美味おいしかったですし、森もり野の君も喜んでくれますのよ」

「あっああ!!」

　りんごさんがチョコの味を知っているのは、味見をしたから……そりゃ、本命チョコを味見もせずに渡す人なんていないですしね。試作品が商品になるぐらいですから、たくさん練習して、たくさん作ったんでしょうし。

　と、そこに、帰る準備を終えた亮りよう士しさんがやって来ました。

「どうした？」

「おう帰ろうぜ、りんごはなんか用があるってよ」

「そういうわけですの」

「そうか……じゃあまたな」

「はいまたですの～涼子ちゃんも」

「おう」

　笑顔えがおでパタパタ手を振るりんごさん。

　そんなりんごさんに見送られながら、並んで歩くおおかみさんと亮士さん。

「あ！　無断外泊は許しませんのよ～」

「するかっ!!」

　でもって、二人ふたり並んで帰宅とか言う青春真っ盛りな行動を取るお二人ですが……。

「亮士!!」

「なんだ？」

「あーその」

　そうおおかみさんが言いますが、通行人がそこそこいます。……下校時間ですしね。

　部活組の帰宅時間に思いっきり被かぶってますし。

　しかも、おおかみさんと亮りよう士しくんの間に漂う緊きん張ちよう感かんを伴った甘い空気を感じたのか、素知らぬふりして様よう子すをうかがってますからね。

　周りに同じ学校の生徒がたくさんいても、仲良くいちゃいちゃ帰れるようになったのはかなりの進歩ですが……人がいる前でチョコを渡すのはさすがにハードルが高すぎて……

「……なんでもない」

　おおかみさんが撃げき沈ちんしました。

　が、おおかみさんは気を取り直し、学校から離はなれて通行人が減ってきたのを見計らって、勝負に出た。

「亮士!!　そのこれ……」

「あ、大おお神かみに森もり野のじゃない!!　元気してた？」

「宇う佐さ見み!!　空気読みなさいな!!」


『テロレロレロレロレ～宇佐見さんと田た貫ぬきさんが現れた』



　……いやはやタイミング最高ですね。

「読んでるわよ！　読んでるから、邪じや魔ましてるんじゃない。私と御お伽とぎ銀ぎん行こうは敵かたき同どう士しなのよ？　敵同士!!」

「はぁ、ほんとにこの娘こは……」

「いたたた!!　ツインテール引っ張るんじゃないわよ!!　私を誰だれだと思ってるのよ!?　未来の金メダリスト、宇佐見美み々みちゃんよ!!」

「はいはい、わかったから、おとなしくついてきなさいな。良い子にしてたら、アタクシの作ったチョコレートケーキをたべさせてあげますわ」

「ほんと!?　なら、さっさと行くわよ!!」

「はいはい、わかりましたわ」

　チョコレートケーキでおおかみさんたちのことをすっかり忘れ、一人ひとりでずんずん歩いていく宇佐見さんと、ぱちっとウインクして去っていく田貫さん。

　そんな二人ふたりが去ったあと、今度こそと意気込むおおかみさんは言った。

「亮士!!　その」

「大神に森野じゃないか!!」

　が、また邪魔者が。

「元気だったか!?」

「…………」

　……地じ蔵ぞうさんと、おまけの花はな咲さきさんでした。

「ええ、まあ……おかげさまで」

「気になってたんだ。森野はすごい怪け我がしたからな。まだ一月半くらいしか経たってないから、大神も心配だろう？」

「はあ、でももうすっかり良くなって、最近は走って筋力を戻してるみたいです」

「そうか、それは良かった!!」

　地じ蔵ぞうさんがおおかみさんに話しかけている間に、花はな咲さきさんは亮りよう士しさんに謝あやまります。

「……ほんとにすまんな」

「……いえ」

　この空気に、なにが行われようとしていたのかに、気がついていたみたいですね。花咲さんは空気の読める男です。

「……あみ帰るぞ」

「ああ、わかった!!　それじゃあさよならだ!!」

　ちなみに地蔵さんは、まったく悪気のかけらもありません。心の底からおおかみさんと亮士くんを心配してくれているだけです。

「…………さよならです」

「…………さよなら」

　そんな二人ふたりが去ったあと、しばし呆ぼう然ぜんとしていたおおかみさんですが、今のは仕方ない！　だけど今度は！　と思っておおかみさんは言う。

「亮士!!　そ──」

「やあ、君たちも帰りかい」

　が、やっぱり邪じや魔ま者ものが。

　頭とう取どりさんと同系統の胡う散さん臭くささを持った、生徒会長ヘンゼルさんに、

「……こんにちは」

　超絶ブラコンで、人類を兄とそれ以外に分けてるグレーテルさんでした。

「…………どうやら邪魔をしてしまったみたいですね」

　グレーテルさんは、微妙な空気に気がつき、邪魔してしまったものは仕方ないと、おおかみさんを激げき励れいしました。

「がんばってください。…………では、早く帰りましょうお兄にい様さま!!　折せつ角かくのバレンタインなのですから!!」

「はいはいわかったよグレーテル」

　そんな二人が去ったあと、ほんとのほんとに次こそは!!　と意気込むおおかみさんは声を上げける。

「亮士!!」

「よう、お前らも帰りか…………すまん」

「えっと、その……ごめんね？　あと、がんばって」

　少年漫画の主人公っぽい、ピノキオ君に、おおかみさんの長身仲間のゼペットさん。

　そんな二人が去ったあと、三度目の正直！　と決意を新たにしたおおかみさんは言う。

「亮りよう士し」

「あ、大おお神かみさん…………タイミングが悪かったみたいですね」

「あの……その……大神さんさん、がんば!!」

　あ、これは白しら鳥とりさんに久々登場の阿あ比び留るさんです。レズカップルなので、バレンタインデートとかしていたのかもしれません。

　そんな二人ふたりが去ったあと、なんかもう、呪のろわれてるんじゃないかと投げやりになったおおかみさんは言った。

「亮……」

「おっ大神に森もり野の!?　これはだな……」

「二人とも、気をつけて帰るんですよ」

　なぜか学校から少し距きよ離りがあるこの場所で一いつ緒しよにいる、かぐや先生と三み門かど先生。

　生徒にデートしている姿を見られたからなのか、なんとなくテンパってる三門先生と、落ち着いているかぐや先生。この二人……いつの間にかいい感じの仲になってたみたいですね。

　まあそれはともかく、

「…………」

　作為的なまでに知り合いと会いまくり、ていうかいい感じなバレンタインを送ってるカップルやカップル未満と会いまくり、幸せそうな姿を見せつけられつつ、邪じや魔まされまくったおおかみさんは、とうとう最終手段に打って出ることにしました。

「……亮士っ!!」

「なっなんだ？」

　その気迫に気け圧おされる亮士さん。

　そんな亮士さんにおおかみさんは、覚悟を決めた戦士の表情で言った。

「今日きようこのまま、亮士の部へ屋やに遊びに行っていいか？」

「…………………………………………………………ああ」

　これはあれですね。亮士さんが返事をするまで少し間があったのは、間違いなく、アレは隠したか!?　隠したはずだ。とか考えてたからに違いありません。

　亮士さんも男ですからね……いろいろありますよ。ああそういえば、内うち弁べん慶けいモードで気が大きくなってたために、今までは普通に部屋に置いてたアレ系のブツですが、おおかみさんと付き合うことになってから、隠すようになりました。

　もちろん理由は、いつおおかみさんが遊びに来てもいいように……亮士さん、おおかみさんを連れ込んだら、いったいお前はなにするつもりだったんだって感じですよね!!







　と、まあそれはともかく、時間を少し吹っ飛ばして、やって来ました亮士さんの部屋。

　とりあえず、部へ屋やに備え付けてあるミニ冷蔵庫からジュースなんか出しつつ、おおかみさんを座らせる亮りよう士しさん。

「まあ、楽にしてくれ」

「うっうん」

　緊きん張ちようが高まっていきます。お互いこれからなにが起こるかわかってますからね。

「…………」

「…………」

　そしてジュースを飲んで、一息ついたあと、おおかみさんが切り出した。

「あの亮士？」

「ああ……」

　おおかみさんはごそごそと鞄かばんの中を探り、

「あの…………」

　おそるおそる、可愛かわいくラッピングされた箱を見つけ、

「その……」

　本当に大切なものに触る手つきで、

「これ……」

　ゆっくりと取り出した。

「……チョコレート」

　真まっ赤かな顔を隠すかのようにうつむき、両手でチョコを差し出すおおかみさん。

「いっ一応味見したんだけど、まずくはないと思う」

「…………ありがとう、……すごくうれしい」

　それを笑顔えがおで受け取る亮士さん。

「!!」

　おおかみさんが、ぱあぁと笑顔を浮かべました。

「…………」

「…………」

　見つめ合う二人ふたり。チョコレートにも負けない甘い空気が流れます。

「……食べていいか？」

「うん!!」

　包装を剝はがしおそるおそる箱を開ける亮士さん。

　そこにあったのは、チョコレート色をしたマフィン、上にはチョコチップがいくつも載っています。

　それが箱の中に六つ。

　今日きようは走ったりなんなりと、いろいろあったので、少し潰つぶれてマフィンが端っこに寄ってしまっていますが、それもまたご愛あい敬きようって感じです。

　それを手に取り、紙カップを剝はがして口に入れる亮りよう士しさん。

「……うまい！」

「ほんとっ!?」

「ああ」

「良かった……義理で作るチョコと同じは嫌いやだったから、いろいろ考えたんだよ？」

　もぐもぐとチョコマフィンを頰ほおばる亮士さんをニコニコ笑顔えがおで眺めるおおかみさん。

　そんなおおかみさんに頰をゆるませていた亮士さんだったが、

「ほんとはもっと凝こったのをと思ったんだけど、やっぱりむずかしくて、うまくできたこれにしたの。でも、いろいろ試して少しは慣なれてきたから、来年はもっとすごいのを作るね!!」

　この言葉に、亮士さんは喜ぶと思いきや、急に真面目まじめな顔になり、おおかみさんに言った。

「涼りよう子こ」

「ん？」

「お前、最近寝不足だっただろ？」

「え？」

「あくびが多かったからな」

「…………」

　さすが亮士さん、おおかみさんをいつも視し姦かん……もとい、いつも見守ってるんですね。

　いつもいつも見守っているんですね。いつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつも…………

「俺おれのためにがんばってくれるというのは、うれしい。だけどな、今年ことし来年再来年と、どんどん豪華にしていくつもりか？」

「そっそれは……」

「これからずっと豪華にし続けていったら、十年後二十年後はどうなる？」

　十年後はわかりませんが、三、四年後くらいにチョコレートぬるぬるプレイが来るんじゃないですかね。

　まあ、それは冗じよう談だんにしても、いつかはネタ切れになりそうですね。

「だから、あんまり気張らないでくれ。俺は、涼子が心を込めてくれるものならなんだってうれしいんだからな」

　そう言ったあと、チョコマフィンを食べるのを再開する亮士くん。

　うわぁ、亮士さんが、いい男やってます。中身亮士くんのくせに、中身亮士くんのくせに。

「……うん」

　そして、そんな亮士さんに、おおかみさんはめろめろです。目がハートになってます。

「うふふ、りょうし～」

[image: ]

　そう言って、亮りよう士しさんの隣となりに来て、ぴたっとくっついて座るおおかみさん。

　密室、二人ふたりっきり、と来てトドメのめろめろ……これはまずい。ここで亮士さんが狼おおかみと化したら、間違いなく最後まで行っちゃうでしょうよ!?

　ていうか、無防備すぎです!!　おおかみさんもしかして、誘ってるんですかあなた!!　最後の最後で、18禁に突入するつもりですかっ!?

　いくら後ご日じつ談だんだからってそれはだめですよっ!?

「…………」

　ですが、そんなおおかみさんの攻こう撃げきにも負けず、おおかみさんのチョコマフィンを、黙もく々もくと食べる亮士くん。

　これはあれですね、どう考えても理性と本能の狭はざ間まで闘たたかってますね。

　御お伽とぎ銀ぎん行こう地上支店で二人きりになるのとは、訳が違いますからね。

　亮士くんの部へ屋やで、密室で、鍵かぎがかかってて、すぐうしろにはベッドが……そりゃ亮士さんも一心不乱に食いますよ。

　ちなみに鍵を閉めたのはおおかみさんですよ？　無防備というか警けい戒かい心しんゼロです。

　そんな亮士さんをうれしそうに見ていたおおかみさんですが、なにかを思いついたらしく、ちょっとだけ考え込み、覚悟を決め、そして真まっ赤かな顔で、亮士さんの耳元に口を寄せると、すごく小さな声でこう言いました。

「チョコレートぬるぬるプレイを教えてもらったから…………またこんどね」

「ぐふっ!?」

　衝しよう撃げき発言に、チョコマフィンが入ってはいけないところに入ってしまったらしい亮りよう士しさん。

「げほっげほっげほっ」

「りょっ亮士、だいじょうぶっ!?」

　意地でも吐き出さなかったのは漢おとこですが……かっこわるいです。

　おおかみさんがデレたせいで、なんかもうこんなんばっかですね。

　でもって……

「だっ大丈夫ッス……」

「……ス？」

　あまりの衝撃に、思わず中身がはみ出た亮士くんさん。

「いや、大丈夫だ!!」

　危なかったですね、もう少しでヘタレな本性が露あらわになるところでしたよ亮士くんさん。

　おおかみさんは、亮士さんがヘタレじゃなくなったと思ってますからね。

　…………でも、よく考えてみれば、恋は盲目状態のおおかみさんならば、バレてもあまり問題ない気もしますが……いや、それでも、亮士さん的にはかっこつけたいですか。

　好きな子にはいいところを見せたいというのは、男として当たり前でしょうしね。

　とまあ、それはともかく、りんごさんによる乙おと姫ひめさんへの事情聴ちよう取しゆに、おおかみさんも参加してた模様。

「んふふ～」

　どぎまぎしてる亮りよう士しさんに、にっこにこなおおかみさん。

　ただでさえ可愛かわいかったおおかみさんが、小こ悪あく魔まに。

　恋は女を変えると言いますが……これは変わりすぎですよ!!

　ていうか、おおかみさん、さっさと亮士さんから離はなれて!!

　亮士さん、『もうゴールしてもいいかなぁ』みたいな顔をしてるじゃないですか!!

「ねえ、亮士」

「なっなんだ？」

「…………十年後も、二十年後も、もちろんその先だって、ちゃんとチョコあげるからね!!」

　これはもう、一生あなたについて行く!!　と言ってるのと同意ですね。

「………………………………………………………………………………………………ああ」

　えー、このあと、亮士さんの理性が耐えられたかどうかは、皆さんのご想像にお任せします。




　もげろ！







　　　おまけ







「だから、ぴ[image: ～][image: ～][image: ～]はぴ[image: ～][image: ～]で、ぴ[image: ～][image: ～]と言うふうにするのでございます」

「へーへーへーへー」

　ばんばんばんばんと、テーブルを叩たたきまくってるりんごさん。

「…………（ぷるぷる）」

　ただ今、赤せき裸ら々らなガールズトークが行われています。

　場所はおおかみさんとりんごさんの愛の巣す。

　参加者は、りんごさん、乙おと姫ひめさん。そして……

「つまりズキュ～ンな感じなんですの？」

「それは人それぞれピーが違うので、ピピーでございましょうが、それならそれでパオ～ンみたいに」

「…………（ぷるぷる）」

　おおかみさん。

「なるほどですの!!　ぴーでぴーでぴーなんですのね!!」

「ぴーでぴーでぴーなのでございます!!」

　今までのおおかみさんなら、顔を真まっ赤かにしたあげく、逃げ出していたでしょうが……

「…………（ぷるぷる）」

　おおかみさんはここにいます。

　真っ赤な顔でここにいます。

　恥ずかしさと居い心地ごこちの悪さのあまり、ぷるぷる震ふるえてますが、ここにいます。

　耳がダンボになって、ここにいます。

　それもこれも、亮りよう士しさんのため。

　そう、いつか亮士さんに…………

「……………………（ぷるぷるぷるぷる）」

　なんか亮士さんに対し、殺意が湧わいて来ますよね!!







　　　エピローグ







「すぅ[image: ～][image: ～]はぁ[image: ～][image: ～]…………よし!!　あの、すみません!!」

　ある日の放ほう課か後ご、問題を抱えた少女が、とある怪しすぎるプレハブの扉を叩たたいた。

「どうぞですの～」

　その声に促されプレハブに入った少女が見たものは、美形ではないがそれほど酷ひどいわけでもない、なんとなく男らしい少年と、その少年のすぐ傍そばに座っている、スケバンッ!!　みたいな見た目の、胸のない少女。

「ようこそいらっしゃいましたの」

　あと、小柄で赤毛で笑顔えがおが素敵すてきな美少女。

「まあ、まずは座ってくださいですの」

　促うながされるままに、少女はぼろぼろのソファに座る。

「では始めに、自己紹介しておきますの。私の名前は赤あか井いりんご。そこの雰囲気は無む駄だに男らしいくせに中身が残念なのが、森もり野の亮りよう士し。隣となりのふんぞり返ってるくせに中身が乙女おとめなのが大おお神かみ涼りよう子こですの。ちなみにみんな二年生ですの」

「はい、よろしくお願ねがいします、大神先せん輩ぱい、森野先輩、赤井先輩」

「……先輩って響ひびきは素敵ですのねぇ」

　そんなことを言う小柄な少女……りんごさんに、亮士さんが言った。

「ふっ、見た目は同級生以下だがな」

「…………」

　その言葉にりんごさんは笑顔のまま無言になり……おおかみさんのほうを向いて言った。

「涼子ちゃん、お紅茶用意してくださいのお紅茶」

「紅茶かよ。あれ下に行かねーとないだろ。めんどくせぇなぁ」

　そんなことを言いながらも、素直に給湯室のほうに向かうおおかみさん。

　それを見届けたあと、りんごさんは亮士さん……亮士くんに絡み始めた。

「おいこら、なに偉そうに先輩ぶってるんですのよ」

「すっすいませんッス!!」

「調ちよう子しに乗ってるとしめますのよ？　あ～ん？」

「二年になったんで、涼子さんにちょっといいとこ見せたくなったんス～」

「私をダシに自分を大きく見せようなんて、百億万年早いですの!!」

「勘弁してくださいッス!!」

「おらおら～ですの!!」

「ひ～!?」

「…………」

　そんな先せん輩ぱい二人ふたりのキャラ急変に目を丸くして、黙だまり込む少女。

　そして、しばらくしてトレイに紅茶を載せたおおかみさんが戻って来た。

「…………ほら紅茶だ。熱あついから気をつけろよ」

「あ、はい、ありがとうございます」

　そしておおかみさんは微妙な空気の変化に気がつく。

「……ん？　どうかしたのか？」

「いや、なんでもない（キリッ）」

「そうですの（ニコッ）」

　そんなコントを見せられて、

「…………」

　なんか来てはいけないところに来てしまったんじゃないかと、後悔し始める少女。

　が、そんな少女の気も知らず、亮りよう士しさんは男らしく言う。

「それで、ここに来た理由は？」

　なるほど、亮士さん状態だと、下級生から見たら頼りになりそうに見えるので、亮士さんがメインで、そのサポートとして口の回るりんごさん。そして、ただいるだけで強そうで頼りになりそうなおおかみさんが、こいつらただ者ではなさそうだ感を漂わせる……みたいな感じにしようとしているわけですね。

　ただ、たしかに亮士さんはすごく頼りになりそうに見えるのですが……あのヘタレた姿を見せたあとでは、まったく意味がないですよね。

「…………（キラキラ）」

　おおかみさんが亮士さんを見る目は、すごく輝かがやいてますけど。

　さすがはオレの亮士だ!!　みたいな感じですごく誇らしげですけど。

「はっはい、ちょっと悩みがあって……仲の良い先輩に相そう談だんしたらここに来れば解決してもらえると……」

「ここのシステムは知ってるか？」

　キリリとした凜り々りしい亮士さん。

「…………（ぽ[image: ～][image: ～][image: ～]）」

　それを恋する瞳ひとみで見るおおかみさん。

「ええと、入学したばかりなので、あまり詳しいことは……」

「では、私が説明させていただきますの」

　相変わらず、よそ行き素す敵てき笑え顔がおのりんごさん。

「我々御お伽とぎ学がく園えん学がく生せい相そう互ご扶ふ助じよ協きよう会かい、通称御お伽とぎ銀ぎん行こうは相互扶助、つまり助け合いをモットーとした組そ織しきで──」

　新学年となり、新たなメンバーで回り始めた新生御伽学園学生相互扶助協会、通称御伽銀行。

　ハッピーエンドを迎えたあとだって、おおかみさんたちの愉快な物語は、こうして続いているのです。





おしまい









　──────────と、きれいに終わったと見せかけて、おまけ




「……それで悩みとはなんですの？」

　そのりんごさんの問いに、依頼者の女の子が答えた。

「その、あの……」

　モジモジしていた女の子ですが、少しの間のあと、意を決して言った。

「私の好きな人がツンデレが好きらしいんです。だから私はツンデレになりたいんですけど、どうしたらいいかわからなくて……そしたらツンデレのことならここに行けと先せん輩ぱいに言われまして……」

　相も変わらずしょうもない依頼ですね。

　いや、恋する乙女おとめにとっては重要なことなのかもしれませんが。

　そして、その依頼にテンションアゲアゲになるりんごさん。

「まあまあ、お目が高い!!　たしかにツンデレといえば、御伽銀行ですの!!　ねえ、森もり野の君!?」

「……そうだな」

「って、なんでだよ」

　頷うなずいた亮りよう士しさんに、つっこむおおかみさん。

「なんでだよって、涼りよう子こちゃんってば、学校中にその名を轟とどろかせてるくせになにを言ってるんですの？」

「轟かせてねえよ!!」

　と、おおかみさんが言うが……真顔を返してくるりんごさんと亮りよう士しさんの視し線せんにその勢いが衰えていく。

「えっと、その、ねえよな？」

　おそるおそるおおかみさんは亮士さんに聞くが、

「…………」

　帰ってきたのは沈ちん黙もくだけ。しかも亮士さん、目をそらしました。

　その沈黙が、その態度がなによりも雄弁に答えを物語っていました。

　愕がく然ぜんとするおおかみさん。

　そんなおおかみさんに追い打ちをかけるのは、もちろんりんごさん。

「とある学校裏サイトによると、御お伽とぎ学がく園えんツンデレランキング１位は涼子ちゃんですの」

「なんだよそのランキングはっ!?」

「紳士さんたちの投票により厳げん正せいに決められたランキングですの」

「というか、あの馬ば鹿かなサイト、まだやってやがったのかっ!?」

「そうですの。リア充じゆうをみんなで呪のろおうスレが一時期、森もり野のもげろ一いつ色しよくだったときは笑いましたの」

　女によ人にん禁きん制せいの会員制学校裏うらサイト、通称「深い穴」。そこには、どの娘こがかわいいとか、どの娘の改造制服が萌もえるとかの、男同士ならではのくだらないやりとりが行おこなわれているのです。そして昔そこに亮りよう士しくんがおおかみさんへの熱あつい思いを書き殴なぐり、おおかみさんが見られまくって困こまったなんてことがあったのです。

「そもそも、女人禁制なのに、何でお前が見れてるんだよっ!!」

「ああ、あのサイトは私と頭とう取どり、もとい前頭取が乗っ取ったんですのよね。正確に言えば、３年生卒業による管理者委い譲じようのごたごたの隙すきを突ついて、新しく同じようなサイトを作ってユーザーをそこに誘ゆう導どうしたが正しいんですけど。ちなみに、前頭取最後の仕事ですの」

　さらっと言ったりんごさん。

「ああいうのは、取とり締しまってもできるものですし、それならこちらで管理した方が色々と便利だよねと言うことになったんですのよ。いやー、我ながらいい仕事しましたの。学園長も嚙かんでたりするので、色々捗はかどってますの。危ない書き込みをする人がいたら、リアルの世界でマークされるわけですのね。おお、こわいこわいですの」

　にやにや笑うりんごさん。学年が変わって、りんごさんの腹はら黒ぐろさに磨みがきがかかってます。

「…………オレは、知らねーぞ？」

　知らされてなかったのが不満だったのかおおかみさんが不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。

「知らせてませんもの」

「なんでだよ!!」

「涼りよう子こちゃんは、こういうことには、役に立ちませんもの」

　まあ、そうですよね。

「それに、ツンデレランキングとか作ろうとしたら絶対邪じや魔ましてきますし」

「お前がそのアホなランキングの元げん凶きようかよ!!」

「そんなまさか。ただ、『御お伽とぎ学がく園えんでナンバーワンのツンデレ決めようぜ!!』というスレを立てただけですの」

「やっぱりお前じゃねーか!!」

　と、そこでりんごさんが女の子に笑顔えがおを向けた。

「ここでネタ晴らししたら、絶対おもしろい!!　と、思わずテンション上がってしゃべってしまいましたけど……」

　りんごさん、あなたはどれだけ芸人気質かたぎなんですか。

「今聞いたことは忘れてくださいの。話すとあなたに不幸なことが起こるかもしれませんのよ」

　起こるかも、と言うのがポイントです。断言してませんし、脅迫にはなりませんよね!!　たぶん!!

「はっはい!!　言いません!!」

　がくがくと首を縦たてに振る女の子。

　まあ、言えませんよね。この街の支配者まで絡んでるんですから。

「……ゴホン、話を元に戻そう」

　と、ここで、亮りよう士しさんが、リーダーっぽいところを見せました。

「ちっ」

　そして、りんごさんが舌打ち。相変わらず、亮士さんへの対応がきついりんごさんです。

「まあそれはともかくですの。ツンデレには大まかに分けると二種類ありますの。Ａタイプは、いつもはツンツンだけども、二人ふたりきりのときはデレデレになる。Ｂタイプはツンツンのままデレる」

「話聞けよ」

「涼子ちゃんで言うのなら、恋人同士になるまでがＢタイプで、完全に恋人同士になってからはＡタイプですの」

　そこで、くわっと目を見開くりんごさん。

「二種類のツンデレを使いこなした涼子ちゃんは、言うなればまさにツンデレマスター!!」

「誰だれがツンデレマスターだ!!　というかなんで知ってやがるっ!?」

　まあ、亮士さんと二人きりのときにはデレデレになるというのは、隠してたというか、亮士さんの前でしか見せない以上、必然的に隠されますからね。

「前に、下からのぞいてましたので」

　下とは地下本店のことですね。地下のことは隠しているので、こうやってぼやかした言い方になったのでしょう。

「はあ？　…………あっ、あのときか!!」

　あ、おおかみさんが気付きました。

「前に、お前だけ先に帰ったあの日か!?」

「そうですの。あの日帰ったふりして、下に行ったんですの。そして、一部始終見させていただきましたの。可愛かわいかったですの～。もう可愛すぎて、痙けい攣れんする羽は目めになりましたの」

　ビクビクしてましたね。

「あっあっあっ」

　そんなりんごさんの言葉を聞いて、真まっ赤かになるおおかみさん。ゆでダコみたくなってます。

　まあ、アレを見られてたとか、きついですよね。

「というわけで、生きたツンデレがいるうちほど、ツンデレの生態に詳しい組そ織しきはありませんの!!」

「せっ生態言うな!!」

「涼りよう子こちゃん、息が切れてますのよ？」

「誰だれのっ!!　せいだと思ってるっ!?」

　つっこみすぎで息が切れてるおおかみさん、お疲れ様です。

「それはさておき、こういうのは男の立場からの意見を聞くべきですのね」

　りんごさんが視し線せんを亮りよう士しさんに向ける。

「あー、そうだな……ツンデレは素す晴ばらしいものだが、そこにわざとらしさが加わると冷めてしまうだろう」

「ですのよね～。一いつ緒しよにいたいのに突き放してしまう、仲良くなりたいのに思わず強がってしまう、大好きなのに邪険にしてしまう、素直になれない乙女おとめ心ごころこそが、ツンデレの真骨頂!!　養殖物ではあの味は出ませんの!!」

　そんなテンション上がりまくりのりんごさんに、後こう輩はいの女の子が聞いた。

「えっと……大おお神かみ先輩は素すなんですか？」

「そうですの、素なんですの。涼子ちゃんは天然のツンデレなんですの」

「天然言うな!!」

　天然物のおおかみさんがつっこみました。

「ともかくだ。本音を言うなら、付け焼き刃だと冷める可能性が高いだろう」

「そうですか……」

　亮士さんの言葉に落ち込む女の子。

「……だが、安易にツンデレの物もの真似まねをして落とそうとするのはダメだが、好きだからこそ男の理想に近づこうとする女に、心を揺さぶられない男はそうはいないと思う。そういう意味で言うなら、ツンデレを目指すことに意味はあるかもしれない」

　がんばる女の子は眩まぶしい、さらにそれが自分のためだったらさらに眩まぶしいですよね。

「はっはい!!」

　光こう明みようが見えたからか元気よく返事をする女の子。

「それでは、まずは目指すツンデレの種類を決めないといけませんのね。それで好きな男の子はどのツンデレが好きなんですの？」

「あ……わかりません」

「そうですの。ならまあ、それはあとで調しらべるとして……参考として、ツンデレマスターを落とした森もり野の君の話を聞いてみましょうですの。森野君はどっちのツンデレが好きですの？　というか、最近の涼りよう子こちゃんについてどう思いますの？　本音でお願ねがいしますの」

「そうだな、今の涼子は涼子で素す晴ばらしいんだが……昔の涼子のことを懐なつかしく思うこともある。俺おれは、どちらの涼子も好きだからな」

　あれはアレでいいものですからね。というか、昔というか二人ふたりきりでないときなら、今でも普通に見られるんですが。

　いや、でもたしかに二人きりのときに見るアレは、格別かもしれません。

「えっ、その、なんだ。亮りよう士しがどうしてもって言うなら……」

　恥ずかしそうにそう言うおおかみさん。

　おおかみさん、もう亮士さんにめろめろです。

　決まり手は、『どっちの涼子も好きだから』だと思います。

「本当か!?」

　そしてテンション上がる亮士さん。

　おおかみさんは、いつも身に纏まとっている狼おおかみの毛皮を、亮士さんと二人きりのときだけは脱ぐんですが、それを脱がないということは……着衣プレイ？

　そりゃ、亮士さんのテンションも上がりますわ。

「かっ勘違いするなよ!!　仕方なくだからな!!　それだけだからな!!　いや、仕方なくじゃないけど、仕方なくなんだからな!!」

　真まっ赤かになってそう叫ぶおおかみさん。

　周りにりんごさんと女の子がいるので、完全にデレられないのに、亮士さんがおおかみさんをデレさせるようなことを言っちゃったので、おおかみさんのキャラも台詞せりふもおかしなことになってます。

「見てくださいの、これが天然物のツンデレですの。この味は、養殖では出せませんの」

　はぶられたりんごさんが、女の子に言います。その手にはいつの間にやらビデオカメラが。

「天然物って言うな!!　味って言うな!!」

「二種類のツンデレを使いこなす、こんな高等テクを使えるものがこの世界に何人いるか……ツンデレマスターたる涼りよう子こちゃんの面めん目ぼく躍やく如じよですのよ」

「だから誰だれがツンデレマスターだ!!　つーか、撮とるな!!」

「涼子ちゃんだって、最初からこんな立派なツンデレじゃなかったんですのよ？　具体的に言うなら、文庫本十冊を超える積つみ重ねがあってこそ、どこに出しても恥ずかしくないツンデレになれたんですの」

　メタですね。

「どこに出しても恥ずかしくないツンデレってなんだよっ!!」

「まさに、ツンデレは一日にして成らずですの」

　そんなりんごさんの言葉に、女の子は決意を新たにしたようです。

「わかりました、がんばります!!　そして立派なツンデレになってみせます!!」

「その意気ですの。じゃあ、師匠にご挨あい拶さつしてくださいですの」

　そして少女は頭を下げた……

「お願ねがいします、師匠!!」

　……おおかみさんに向かって。

「師匠って言うんじゃねーよ!!　というかオレはツンデレじゃねーっつってんだろ!!」

　響ひびき渡るおおかみさんの魂の叫び。

　…………ハッピーエンドを迎えたあとだって、おおかみさんたち（特にりんごさんにとって）の愉快な物語は、こうして続いているのです。





おしまい
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　　　最後のおまけ







　とある妙みよう齢れいの女性が、自室で仕事をしていると、たたたたと階段を上る音が響ひびき、ととととと廊下を歩く音が聞こえたあと、その足音の主が部へ屋やに入ってきた。

　入ってきたのは、小学校三、四年生くらいであろう少女。

　手に持ってるのは一冊の本。

「おばちゃーん、これすごくおもしろかった!!」

「ん～そうか？」

　そういいつつも、振り向かずにパソコンに向かったままの女性。

「うん!!」

「そりゃよかった。……ただな」

「なあに？」

「アタシのことは雪ゆき女めさんと呼べ!!」

「は～い、雪女さん」

　女性の正体は、雪女さんでした。

　本ほん編ぺんの時と比べると微妙にお年を召してる気がしますが……ということは、これがいつ頃ごろの出来事か予想できますよね。

「それでどうした？」

「うん、この巻でお話は終わりなんだよね？」

「ああ」

「じゃあ……このあとの二人ふたりはどうなるの？」

「それを想像するのが、読者のお楽しみだろう」

「そうなんだけど……このお話はなんかすごく気になるっていうか……」

　両手で本を持ち、怖おず怖おずと上うわ目め遣づかいで言う少女。

「だから……」

「…………なるほど」

　横目で本のタイトルを確かく認にんしたことで、なにかを理解した雪女さんは、パソコンに向かうのをやめ、椅い子すをくるりと回転させて少女のほうに向き直った。

「そのあとの二人は……そうだな。いちゃいちゃ高校生活を満喫したあと、同じ大学に進学し、そこでもいちゃいちゃして、大学を卒業し、主人公が就しゆう職しよくした辺りで結婚。すぐに可愛かわいい女の子に恵まれて、その数年後にもう一人ひとり女の子が生まれ、でももっと子供が欲しい、ていうか男の子が欲しいとヒロインのほうが言い出して、下の子が幼稚園に入って育児が一段落した頃ころに共働きしながら三人目を作ろうとしてるんじゃないか？」

「ずっずいぶん、ぐたいてきなんだね」

　リアリティ溢あふれすぎる設定に、ちょっと引き気味の少女。

「まあ、たぶんだ、たぶん」

「たぶん……」

「でもって、ヒロインの親友夫妻も同じタイミングで子供を作ってて、おたがいの子供同士がくっついて子供が生まれたら、最強に可愛かわいいはずですの!!　とか言ってて、その友人夫妻の息子むすこも遺い伝でんか運命か偶然かは知らないが、主人公とヒロインの娘のことが大好きなので、この世に幼なじみほど運命的な出会いはない、と猛アタックしているかもしれないな」

「…………」

「主人公とヒロインの娘のほうも、まんざらでもないみたいで、『これ、なんてラブコメだよ!?』……みたいになってる気もするな」

「…………」

「……どうした？」

「えーとその…………なんかどこかで聞いたことある話だな～みたいな」

「気のせいだ」

「気のせい？」

「ああ、気のせいだ」

「気のせい……」

「さらにいうなら、その後ヒロインの娘は、幼なじみの少年とつかず離はなれずいい感じの関係で成長していき、一いつ緒しよに両親の母校に入学したあと、変な組そ織しきに勧誘されて、おもしろおかしい青春を送ることになる……とかどうだろう」

「どうだろうって……」

「あと、主人公とヒロインの娘は、ヒロインに似てすごく可愛く成長するんだが、ヒロインに似すぎて身長はすくすく伸びるくせに、身体からだの一部分が成長しなかったりするかもしれない」

「…………」

　そんな話を聞いて、なんだかテンションが下がってきた少女に、雪ゆき女めさんは笑って言う。

「ふっ、あくまでもたとえばの話だからな、た・と・え・ば。そうなってるかもしれないし、そうならないかもしれない。だからまあ、主人公やヒロインのその後は、自分でいい感じのその後の物語を考えるのが一番だということだ。何度も言うが、それも物語を読むときの読者の楽しみだと思うしな」

「うん、そうだよね」

　──────そう、これはたとえばの話。
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　もしかしたらこうなるかも知れないという、たくさんあるその後みらいのうちの一つ、そのお話でした。





おしまい









　　　あとがき







　お久しぶりです。沖おき田た雅まさしです。

　…………本当にお久ひさしぶりです。いや、すいません。

　待っていてくださった方がいるのなら、本当にお待たせしてしまいました。まさかこんなにかかるとは……すいません。遅おくれた理由は、色々あったと言うことで察さつしていただければと。

　いや、原稿書いてから時間が流れすぎて、内容と時代がそぐわなくなるとか正直びっくりです。とはいえ、いきなり変えても整せい合ごう性せいがとれなくなるので修正していません。こんな時代もあったねと懐なつかしく思っていただければと……いや、本当にすいません。







　まあ、それはともかくです。この本は後ご日じつ談だんなので、ハッピーエンド後の日常をだらだら描くというのがコンセプトです。

　なので大きな山も特になし、ぐだぐだでいちゃいちゃしてるだけです。

　前巻でメインのお話は終わってるので、正直なくても問題はない話ですからね。

『オオカミさん』シリーズらしく、童話が絡んでいるのはりんごさんの話くらいですし。

　ただ個人的に大好きだったんですよね、お気に入りの話のその後の話を、寝る前とかに妄想するのが。まあ、今も嫌いじゃないですが。

　そしてこれは、それの延長です。なのでこの本を書けて良かったです。

　とはいえ、大きな山がないなりに楽しく読めるよう努力したつもりなので、楽しんでいただけたら幸いです。




【初はつ詣もうでの話】

　そういえば、作中でおおかみさんと亮りよう士しくんはメールで連絡を取り合っているのですが、今ならラインだと思うんですが、変えるのが面めん倒どう……もとい、これ書いたときはまだそんなにはやってなかったし、なにより作中ではずっとメールだったんで統一するという意味でメールのままにしました。

　本当です。（真剣な顔で）………………すいません。

　話としてはまあ、おはようのキスと振ふり袖そでといちゃいちゃが見せたかっただけの話です。




【その後の皆さんたちの話】

　いろんな人のその後を、一つの話の中で書くのは難むずかしかったので、掌しよう編へんとしてそれぞれ別々に書きました。

　メインの人はだいたい書けたと思いますが、さすがに全員は無理でしたね。というかどれだけキャラを作ったのか……がんばりましたね、と自分で自分を褒ほめてあげたくなりました。

　個人的なお気に入りは、宇う佐さ見みさん田た貫ぬきさんの話です。あの空気感が好きです。

　あの二人ふたりがあまりに楽しすぎて、それがこの本の前に書いた『妖よう怪かい青せい春しゆん白はく書しよ』に繫つながったりしたんですよね。

　あと、地じ蔵ぞうファミリーも書いてて楽しかったかな。




【りんごさんヒロインの話】

　モチーフはもちろん『親おや指ゆび姫ひめ』です。

　りんごさんのその後は二つほど考えてて、一つ目はオオカミさんと亮りよう士しくんの間に愛人として交ざる。二つ目はこの話でした。

　りんごさんの立場だと亮士くんへの好感度上がりまくりでしょうから、一つ目でも良かったんですが、二つ目のほうがより自然な気がしたのでこっちになりました。

　一つ目がいいぞーと言う方は、脳内で補完しちゃってください。

　あと、二つ目は『オオカミさん』シリーズらしく童話を絡ませることができたからという理由もあります。

　猫ねこさんが王子様役なのは、ある意味では一番りんごさんと関かかわりが深い相手ですからね。

　猫さんがおおかみさんを見捨てて逃げたことがきっかけになって、おおかみさんとりんごさんは親友同士になりましたし。

　りんごさんが、理由はわからないけど猫さんのことを嫌っているという設定もありましたし。

　そしてそのわだかまりさえなくなれば、美少年で、いろいろあって自分を鍛きたえてスペックが高い猫さんに、りんごさんなら目をつけますよね、みたいな。

　結末は唐突ですが、りんごさんは、誰だれかに一ひと目め惚ぼれしてという感じより、計算高くいい男を捕まえてから、仲を深めていくというのが似合ってると思うんですよね。




【バレンタインの話】

　ラブコメでは避けては通れないバレンタインの話。

『オオカミさん』シリーズは高校一年生の十二月までの話だったので、書けなかったんですよね。

　チョコクランチは自分でも作ってみましたが、まあ簡かん単たんで普通に美味おいしかったです。

　美味しかったです。（真顔で）

　にしても、紳士の皆さんたちの馬ば鹿か話ばなしは、書いてて楽しいですね。




　とまあ、こんな感じでしょうか。

　これでおおかみさんはおしまいですね。書くことを書き切ったという感じです。

　ああ、この本の前に書いた、『妖よう怪かい青せい春しゆん白はく書しよ』におおかみさんっぽい人とか、なんか見たことのある人がちらほら出てたりしましたがまあ、それは単なるサービス的な感じですし、『オオカミさん』シリーズはこれで本当に最後。

　あれですね、ほっとしたのが半分寂しい半分といった複雑な気持ちです。







　それではお世話になった方々への感かん謝しやを。

　担当の高たか林ばやしさんに粂くめ田たさん、『オオカミさん』シリーズが終わるまでの長い間、ご迷惑をおかけしました。ですがお二方の助力がなければ、『オオカミさん』シリーズはなかったと思います。ありがとうございました。

　イラストを担当していただいたzpoliceさん、難しい仕事だったと思います。にもかかわらず、引き受けていただき、そして素晴らしいイラスト描いていただき、ありがとうございました。

　この本が出るにあたり、そしてこのシリーズに関かかわってくださった皆様、ありがとうございました。皆様のおかげで無事シリーズを終えることができました。

　最後に、『オオカミさん』シリーズを読んでくださった全すべての皆様。

　色々な意味で長いシリーズになってしまいましたが、ここまで続けられたのは、このシリーズを応援してくださった皆様のおかげです。

　読んで楽しい気分になっていただける本を目指してきたシリーズなので、この本を、そしてこのシリーズを読んで、少しでもそんな感想を抱いていただけたなら、それ以上の喜びはありません。

　本当に、本当にありがとうございました!!





沖おき田た雅まさし









　　　今度こそ最後のおまけ







「ねえ、雪ゆき女めさん」

「ん？　なんだ？」

「どうやったら、おっぱいっておおきくなるの？」

「祈れ。父親の遺い伝でん子しが強ければ、そのうち大きくなる。ウチの家系はアタシみたいにそこそこ大きいのが多かったしな」

「私、おもいっきりお母かあさん似なんだけど……」

「……………………祈れ」

「…………」

「……………………………………………祈れ」


今度こそ本当におしまい
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沖おき田た 雅まさし

くぅー疲れました、これにておおかみさんシリーズは完結です！　実は以下略。……まあそれはともかく、ツンデレって本当に素晴らしい物でしたね！　さよなら、さよなら、さよなら～なんちて。
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イラスト／zpoliceゼットポリス

イラスト、挿絵やキャラクターデザインなど絵を描く仕事をしています。デザインを意識するだけで世界が変わって見えるのが楽しいです。最近、猫を飼いました。夢でした。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「沖田 雅先生」係

「zpolice先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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